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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　第一章　聖夜（Ⅸ）







　冬とう馬まは失っていた。

　呼吸と鼓動と──そして生命の匂においを。

「う、[image: 噓]うそ……こんなの[image: 噓]です……」

　冬馬の頭を胸にかき抱いて、深み雪ゆきはぶるぶると震ふるえた。

「どうして……こんな……」

　冬馬の身体からだには、顔は血で汚れているものの、傷は一つもついていない。

　にもかかわらず、彼は──。

　もう──。

「死んだのか、そいつは」

　背後から冷ややかな声がかけられた。

　深雪はぎこちなく首を巡らせた。涙に霞かすむ瞳ひとみに白髪に褐色の肌の青年が映る。

　彼の紫の瞳は声と同様に冷たい。

「さんざん俺おれに偉そうなことを言っていた割には、随分と中途半端なところで死んだものだな」

「冬馬さんは、死んでなんかいません！」

　深雪は声を裏返させて叫んだ。

「だって、わたしたち約束しました！　いつか二人一緒に婚姻届を提出しに行こうって……たくさん子供作って、大家族スペシャルに出ようって……他ほかにも、いっぱい……いっぱい約束しました！」

　堰せきを切ったように涙があふれ、深雪はうつむいて唇を嚙かみしめた。

「なら──」

　桂けいは先程と変わらぬ冷えた口調で言った。

「せいぜい抗あらがってみるんだな。貴様には癒いやしの力があったんじゃないのか？」

「──！」

　深雪が顔をあげると、桂は一いち瞥べつだけをよこして歩き出した。

　深雪の横を通り過ぎ、いくらか離れたところに転がっていた小さな珠たまを拾いあげる。

「あっ、ありがとうございます──！」

　桂の背中に深々と頭を下げた深雪は、和服に似た衣装の袖そでで冬馬の顔についていた血を拭ぬぐい、そっと彼を横たえた。

　唇を引き結び、彼の胸に顔を埋うずめる。

──還かえってきて……。

　ヒーリング。ホワイトウルフの女性が得手とする癒いやしの力が、深み雪ゆきの唇と舌から、冬とう馬まの胸──心臓へと染みてゆく。

　呼吸も鼓動も止まってしまった者にヒーリングが効くかどうかは、深雪にもわからない。

　だが、まだ身体からだに温ぬくもりの残っている今なら──死後間もない今なら、望みはある。

──還ってきて……お願いだから還ってきて……冬馬さん……っ！

　祈りのような呼びかけを繰くり返して、深雪はひたすらに癒しの力を与え続けた。




「拍子抜け、だな」

　拾いあげた珠たまを弄もてあそびながら、桂けいは独白した。

　こうもあっさり『最さい後ごの月つき』を手に入れられるとは、思っていなかった。

　冬馬や、『最後の月』を持ち去った張本人である響ひびき忍しのぶ、それに《龍りゆう》に酷似した巨大妖よう魔まとの闘たたかいは避けられないだろうと思っていたのだが、いざ戦場にたどり着いてみれば、響の姿も魔物の姿もなく、冬馬は死体となっていた。

　振り返り、桂は冬馬を見た。

「『久く遠おんの月つき』に殺されたか」

　副作用に蝕むしばまれ、ボロボロになった身を押して闘い、響と巨大妖魔を倒した直後に力尽きた──恐らくはそんなところだろう。

「……」

　感慨はなかった。

　桜さくらに次いで憎々しい男が死んだにもかかわらず、喜びも、この手で殺せなかったという悔しさもない。

「あの女を連れてきた意味も薄うすれたな」

　冬馬の死に顔から、彼にヒーリングを施している深雪へと視線をずらす。

『院いん』に幽閉されていた深雪を連れ出した桂は、一羽の山鳥を『種たね』で妖魔に変え、その背に乗ってここまでやってきた。途中、羽の生えた妖魔に襲しゆう撃げきされたが、桂たちの乗る妖魔の方が数段速く、また敵の数も少なかったために、容易に振りきることができた。

「拍子抜けはしたが、目的の物は手に入った。これでようやく──」

　桂けいは、『最後の月』を握る五本の指に力を込めた。

「ようやく余を殺せる、か？」

　その声は不意に頭上から降ってきた。

「──!?」

　振り仰いだ桂は、そこに金褐色の髪と瞳ひとみの少年の姿を認めて、「桜……！」、ぎりっと歯を嚙かみ鳴らした。

　桜さくらは、紫の体毛に覆おおわれた小型の龍りゆうの背の上に立ち、風に揺れる髪を表情なく撫なでつけている。

「遅かったな」

　噴ふき出しそうな殺気を抑え、桂けいは皮肉めいた笑みを浮かべた。

　しかし、その時、桜の視線は、桂の後方──冬とう馬まと深み雪ゆきへと移されていた。

　桜は、双そう眸ぼうを刃物のように細めて問いかけてきた。

「何故なぜ、月つき森もり冬馬が余よりも先にこの地にたどり着いている？　何故、紫し宸しん殿でんに囚とらえておいたあの女が此処ここにいるのだ？」

「女は俺おれが連れてきた。貴様の目の前で首を斬きり落として、貴様に地じ団だん駄だを踏ませてやるためにな」

　桂は後者の問いにのみ答えた。前者については桂も知らないので返答のしようがない。

　知っていたところで、答えてやる義理などないのだが。

　桂の言葉に、桜の全身から冷気のような殺気が昇った。

　それは容赦なく桂の身に降り注ぎ、突き刺さった。

　しかし、桂は微み塵じんも怯ひるまなかった。

　桜は本来の肉体と力を失っているし、なにより桂の手には、『最さい後ごの月つき』が握られている。

　今この時、優位に立っているのは桜ではない。

「返してもらうぞ……」

　呟つぶやいて、『最後の月』をゆっくりと胸の前に持ちあげた桂は、

「貴様が俺から奪ったすべて、今こそ返してもらうぞ──！　桜──っ！」

　声高に叫びつつ大きく飛びすさり、パチンと指を鳴らした。

　すると一いつ瞬しゆんの後、桂のすぐ横を大きな影が矢のような速さで通り過ぎた。

　桂と深雪をここまで乗せてきた、鳥の妖よう魔まだ。身体からだの大きさは桜の卑ひ龍りゆう──紫し龍りゆうと大差ないが、翼つばさは紫龍のそれより二回りほど大きい。

　妖魔は高らかに一声あげると、桜と紫龍に体当たりを仕掛けた。

　しかし妖魔が激突したのは、桜でも紫龍でもなく、虹にじ色の陽かげ炎ろう──紫龍が発生させた斥せき力りよくであった。

　中空に羽根が舞まう。

　弾はじき飛ばされた妖魔は、首と翼が折れるほどに強く地面に叩たたきつけられた。

　そこに桜が追い撃うちをかける。

「目障りだ、去いね」

　桜が酷こく薄はくに言って片手を振り下ろすと、妖魔の身体は熟うれすぎた果実のようにはぜ割れ、場に血の臭においが広がった。

　妖よう魔まが仕掛けている隙すきに桜さくらとの距離を取っていた桂けいは、目の高さに浮遊させた『最さい後ごの月つき』に、そっと手をかざした。

　そして、脳裏に浮かびあがってきた言葉を口にする。

「眠りし『龍りゆう』に目覚めの時を──」

　次の瞬しゆん間かん──。

　ドクン。

　夜気に桂の鼓動がこだました。




　ドクン。

　その音は、それまで桜が現れたことにさえ気づかないほど、一心不乱に冬とう馬まにヒーリングを施していた深み雪ゆきの耳にも届いた。

「……？」

　訝いぶかって冬馬の胸から顔をあげた深雪は、そこにうずくまって震ふるえている桂を見た。

　彼の頭上には、大人おとなの拳こぶしよりも一回り大きな真紅の珠たまが浮遊している。

「……っ……う……あ……」

　桂は苦く悶もんしていた。

　助けないと、と深雪は思った。

──でも……。

　未いまだ物言わぬままの冬馬に視線を戻す。

　桂を助けてやりたいが、冬馬の側そばから離れるわけにはいかない。

　身動きできずにいると、

「ぐ……あ……ああああああっ！」

　桂が上体をのけ反ぞらせて絶叫した。




　ドクン。

　桂の絶叫の直後、再び夜気に響ひびいた鼓動音に、桜は、「ふふっ」と笑みをこぼした。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン。

　急速に速さと大きさを増してゆく鼓動。

　鼓動といっても、それは心臓が脈打つ音ではない。

　桂に秘められた、龍りゆう人じんさえも凌りよう駕がする、強大無比な力の鼓動だ。

　今まさにその力を解き放とうとしている桂は、身体からだが熱いのだろう──上着を脱ぎ捨て、露あらわになった胸や喉のどを搔かきむしって悶もだえている。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン。

　鼓動音は、さらに速く大きく──耳が痛くなるほどに激しくなり、不意にピタリとやんだ。同時に桂けいの動きと苦く悶もんの声もやむ。

「いよいよか」

　うなだれ、幽鬼のように立つ桂を注視しながら、桜さくらは唇を湿らせた。

　桂の面おもてがゆっくりとあがる。

　変わっていた。瞳ひとみの色が。

　左は空のような蒼あお。

　そして右は、血よりも深く、火よりも鮮あざやかな真紅。

　猫ねこのように目を細め、桜は問いかけた。

「──目覚めたか？」




　桜の問いには答えず、桂は、そっと瞼まぶたを下ろした。

　全身を襲おそった、あの絶叫せずにはいられなかったほどの痛みと熱さは、夜気に響ひびいていた鼓動音がやむのと同時に、すうっと収まった。

　軽く首をもたげ、桂はゆっくりと腕を広げた。

　凍いてつくような夜風が、火ほ照てった身体からだを冷ましてゆく。

「目覚めたようだな」

　桜の声。

　桂は瞼を開き、桜と紫し龍りゆうの姿を左右で色の異なる瞳に映した。

「永遠を手に入れた気分はどうだ？」

　桜が笑みながら投げかけてきた、その問いに、

「永遠、か……」

　桂は薄うすい笑みを浮かべ、

「だらだらと生き続けることが、そんなに楽しいか？」

　そう問い返した。

「なに……？」

「惜しんでくれる者の一人もいない命が、そんなに大事かと訊きいてるんだ？」

　桂の言葉に、桜はまなじりを吊つりあげた。

「下げ賤せんが……」

　声にも怒気がこもっている。

「その腐った命、俺おれが終わらせてやる」

　言って、桂はトンと軽く地を蹴けった。身体がふわりと宙に浮きあがる。

　対する桜は、

「来るがいい！　龍りゆう人じんをも超えるというその力、とくと見せてもらうぞ！」

　怒りに顔を歪ゆがめたまま叫び、コートの裾すそを跳ねあげた。

　紫し龍りゆうが大きく羽ばたいた。真っすぐ空の高みへと昇ってゆく。

　紫龍の翼つばさが起こした風に全身を撫なでつけられながら、桂けいは目線を斜め上に向けた。

　金色から真紅に変色した『最さい後ごの月つき』が、まるで桂に付き従っているかのように、そこに浮遊している。

　ふん、とつまらなそうに鼻を鳴らして、桂は首を巡らせた。

　深み雪ゆきと目が合った。

　不安げな表情で、じっとこちらを見あげている。

　やはり、ヒーリングも死者には効果がないのか、冬とう馬まは息を吹き返してはいない。

──もろとも殺すか。

　思った桂だが、実行はしなかった。

　深雪が冬とう馬まの側そばを離れる様子はない。わざわざ殺さずとも、闘たたかいの余波に巻き込まれて勝手に死ぬだろう。

「死にたくないのであれば、今のうちに、その死体を置いて逃げるんだな」

　ぽつりと呟つぶやいて、桂は上空に向き直った。

　桜さくらは、金褐色の髪とコートを激しくなびかせながら、傲ごう然ぜんとこちらを見下ろしている。

　フッ、と小さな笑みをこぼして、桂は片手を揺り動かした。

　風の流れが変わった。




　ごうっ。

　突然、桜と紫龍を中心にして見えざる力──風が渦巻いた。

　風は刃やいばとなって桜と紫龍に襲おそいかかった。

「な──！」

　桜は咄とつ嗟さに空間転移で後方に逃れたが、紫龍はまともに喰くらった。

　風は瞬またたく間に紫龍を細こま切ぎれにして、桜を吃きつ驚きようさせた。

──卑ひ龍りゆうが、こうも容易たやすく屠ほふられるとは……。

　紫龍の血と肉片が雨のように降ってゆくのを呆ぼう然ぜんと見ていると、不意にあたりの空気が灼しやく熱ねつした。

　ハッと顔をあげた桜は、そこに膨ぼう大だいな量の炎を見た。

　炎は、ごうごうと濁だく流りゆうさながらに唸うなりをあげて渦巻いており、その中心には桂がいた。

　真っすぐに桜を捉とらえている桂の瞳ひとみに表情はなく、桜は、「くっ」とかすかな呻うめきを洩もらした。

　これまでの桂は、桜に対しては常に激しい敵意をぶつけてきていた。

　しかし、今の桂からは、敵意はおろか闘とう気きのかけらさえも感じない。桜はそれに戸惑いを覚えずにはいられなかった。

──やはり、これまでの桂けいとは根本からして違うということか……。

　首筋に噴ふき出てきた汗を手の甲で拭ぬぐいながら思っていると、桂が片手を揺り動かした。

　すると、渦巻いていた炎が勢いよく八方に伸び広がり、巨大な鳥の形を成した。

「神鳥……！」

　桜さくらは目を見開いた。

　神鳥──力を極めた鬼族の戦士のみが召喚できる、炎の巨鳥。

　龍りゆう人じんである桜ですら朱雀すざく扇せんなくしては不可能な神鳥の召喚を、桂は易やす々やすとやってのけたのだ。それも一時に十数羽も。

　夜空に火の粉を振り撒まきながら、主あるじである桂を称たたえるかのように飛び交う神鳥たち。

　そのただ中で、それまでずっと無表情だった桂が、ふっと口元に薄うすい笑みを浮かべるのを桜は見た。

　次の瞬しゆん間かん、神鳥たちが一いつ斉せいに首をもたげて高らかに鳴き、向かってきた。

「──くっ！」

　桜は風に襲おそわれた時と同様、空間転移で逃れようとした。しかし、

「なに……っ！」

　空間転移は発動しなかった。

──桂め……！

　転移できなかった理由に、桜はすぐに気がついた。

　桂が、その力を以もつて、一帯の空間に歪ゆがみを生じさせているのだ。

　大気が乱れていたり、空間が歪んだりしている範はん囲い内では、空間転移は使えない。

「見くびるなよ……避けられぬのであれば、打ち消してくれる！」

　迫りくる炎の巨鳥たちと、その彼方かなたで笑んでいるであろう桂を睨にらみながら、桜は手中に小さな珠たまを出現させた。

　乳白色に光るそれを手前に放り、叫ぶ。

「来きたれ──梟きよう龍りゆう！」

　刹せつ那な、珠は強い光を放って砕け散り、新たな卑ひ龍りゆうがそこに現れた。

　梟龍と呼ばれたその卑龍は、八体の卑龍の中でも、最も人間に近い体形をしていた。

　身の丈は三メートルほど。尾はなく、隆々とした肩からは前脚の代わりに腕が伸びている。濃のう紺こんの体毛に全身くまなく覆おおわれており、背より生えた翼つばさは四枚。そのうち二枚を身体からだの前で重ね合わせている。眼めが異様なまでに大きい。

「消し去れ！」

　桜が声を張りあげて命じると、梟龍は顔の面積の六、七割を占めているであろう眼をカッと光らせた。

　瞬間、眼前にまで迫っていた神鳥の群れが消滅した。

　その消え方は、息を吹きかけられたロウソクさながらにあっけなかった。火の粉の一つさえも残らなかった。

　桜さくらは笑みを閃ひらめかせた。

　敵が向けてきた力を消し去る──それが獣じゆう聖せいの一人に数えられる梟ふくろうの鳥人を母体として造り出した、梟きよう龍りゆうの能力であった。

「梟龍よ、防まもりは任せたぞ」

　梟龍の肩に座して、桜は命じた。そして桂けいを見やる。

　十数羽もの神鳥をあっさりと消されたにもかかわらず、桂に動揺している様子は微み塵じんも見られない。無表情のまま首の後ろをさすっている。

「顔色一つ変えぬとは……ふざけた奴やつよ」

　独白した桜の肩は、小刻みに震ふるえていた。

　桜を震わせているのは、底知れぬ桂の力への恐れと──そして喜び。

　卑ひ龍りゆうを一いち撃げきのもとに屠ほふり、朱雀すざく扇せんなくしては桜にも不可能な神鳥の召喚を当たり前のようにやってのけた。

　──申し分ない。

「感かん謝しやしますぞ……姉上」

　くっくっと喉のどの奥で笑っていると、

「どうした？　そっちから攻めてくるつもりはないのか？」

　桂が問いかけてきた。距離はあるが、術を用いれば相手の脳裏に声を直接送ることができるので、会話に支障はない。

「防まもっているだけでは、俺おれを消耗させることはできないぞ？」

　その台詞せりふは、桜の目に剣けん吞のんな光を走らせた。

「貴様……」

　桜が自らの力を上回る相手の肉体を奪うためには、相手に致命傷を負わせるか激しく消耗させるかして、ギリギリまで追い詰めなければならない。

『最さい後ごの月つき』と『種たね』によって妖よう魔ま化した響ひびきを桂にけしかけるつもりでいたが、あろうことか響は、月つき森もり冬とう馬まとその兄によって討うたれてしまった。

「大方、『院いん』を潰つぶしたあの妖魔を俺にぶつけるつもりでいたんだろうが……当てが外れたな？」

　薄うすい笑みが桂の口元に浮かぶ。

「龍りゆう人じんの力を失なくし、手て駒ごまも失った貴様に、俺を追い詰める術すべはない……終わりだ」

　桂が動いた。虚空をゆっくりと歩き、向かってくる。

「この期に及んでも、まだこの世にしがみつく気があるのなら、せいぜい抗あらがってみろ。その妙な力を持った卑龍を盾にすれば、少しは凌しのげるだろう？」

　桂けいの右腕がスッと持ちあがった。桜さくらと梟きよう龍りゆうに向けられた掌てのひらの中心には、蒼あおい光の点が無数に瞬またたいている。

　その光の一つ一つから寒気のするほどの力を感じ、桜は身じろぎした。

　神鳥の熱に当てられてかいた汗が、急激に冷えてゆく。

「おのれ……」

　呻うめいて、桜は梟龍の首の体毛をきつく握りしめた。

──下げ賤せんが調子づきおって……だが、そうしていられるのも今だけのこと……最後に笑うのは、余よ。

　桂の言うとおり、桜は龍りゆう人じんの肉体と力、それに響ひびきという手て駒ごまを失った。

　だが、桂を追い詰めるための術すべは──そのための駒は、まだ残されている。

　と──。

　その時、桜の目にある物が映った。

　桂の遥はるか後方に現れた、その白い影は、闇やみを裂いてぐんぐんと近づいてくる。

　背後より迫るその存在に、桂は気づいていない。

　桂の掌の前に灯ともっていた蒼い光が、カッと一際に輝かがやいた。

「受け取れ、桜。貴様と人じん狼ろうどもに虫けらのように殺された里の皆の──」

　桂の言葉の最さ中なか、桜は会心の笑みをたたえ、言った。

「思いの外早かったな」

「──？」

　怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた桂は、半はん瞬しゆん後、ハッと目を見開いて振り返った。

　その時には既に、気配を絶って飛来した白い影──白はく龍りゆうは、桂を攻こう撃げきできる距離にまで接近していた。

　カッと開いた白龍の口こう腔こうから、絶対零度の吐息が桂めがけて放射される。

「──ちっ！」

　舌打ちしつつ、桂は風を起こして白龍の吐息を霧む散さんさせた。

「消えろ！」

　風はさらに刃やいばと化して荒れ狂い、白龍を、前の紫し龍りゆう同様、ズタズタに斬きり裂いた。

　間近にいた桜にも風の刃は襲おそいかかってきたが、梟龍が打ち消した。

「ふふっ」

　笑んだ桜の目に映っているのは、がら空きになった桂の褐色の背中。

　そこに一撃喰くらわせてやるべく、桜は掌を構えた。

　次の瞬間──。

「──がっ！」

　桂のあげた短い悲鳴が空に響ひびいた。

　その悲鳴をあげさせたのは、しかし桜さくらの術ではない。

　桜と桂けいの間に、地上より矢の如ごとき速さで飛ひ翔しようし、割って入ってきた白い髪の娘。

　桂と同じ褐色の肌を和服に似た衣装と虹にじ色の羽衣に包み、抜き身の太刀たちを手にしている。

　桂に悲鳴をあげさせたのは、その娘──燐りんの放った斬ざん撃げきであった。

「く……っ！」

　呻うめいて振り返った桂は、襲しゆう撃げき者の正体に目を剝むいた。

　燐はその隙すきを見逃さない。躊ちゆう躇ちよなく太刀を振るう。

　一撃目は桂の胸を斬きり裂き、二撃目は左の下腹に突き刺さった。

　さらに燐は、流れるような動きで桂の胸に左手を押し当てると、刃を引き抜きつつ、掌てのひらより魔ま力りよくを放った。ドン、というくぐもった音が夜気を揺らす。

　喀かつ血けつした桂は、胸と腹、そして背中からも鮮せん血けつをほとばしらせながら、真っ逆さまに落ちていった。

　桜の哄こう笑しようが空にこだました。




　桂が落とされたのは、冬とう馬まと深み雪ゆきのいる場所から、百メートル以上も離れたところだった。

「く……っ」

　立ちあがった桂は、よろめきながら口元の血を手で拭ぬぐった。

　油断しすぎた。

　燐は桜の第一の側近。この戦場に現れないわけがないのだ。

　臍ほぞを嚙かみつつ、桂は胸の傷に触れた。血が指を伝って掌に染みてゆく。

　燐に負わされた傷は、どれも深い。

　背中を斬られた直後に防御の結界を張りはしたが、燐が手にしていた太刀──桂が取り落としたままにしていた魔ま剣けん・絶ぜつは、易やす々やすと結界を貫いてきた。

「……ちっ」

　小さく舌打ちして、桂は胸に──今度は指ではなく掌を当てた。そして念じた。

　治れ、と。

　すると、胸と腹、背中に負った傷が、みるみるうちに消えていった。

　右手の中指に嵌はめられた指輪──『涅ね槃はんの月つき』に力を与え、治ち癒ゆ効果を何倍にも高めたのだ。『久く遠おんの月つき』には劣るが、『涅槃の月』にも使用者の傷を癒いやす力がある。

──『最さい後ごの月つき』さえ手に入れば、無用の長物になると思っていたが……そうでもなかったな。

　胸に当てていた掌を顔の前に運び、『涅槃の月』を眺めていると、前方に燐が羽衣をなびかせながら下り立つのが指の隙間から見えた。

　顔の前から手を下ろした桂は、その手を硬く握りしめた。

「燐……」

　燐りんは呼び声に応こたえない。軽く振って血ち糊のりを落とした太刀たちと、虚空より出現させた数枚の呪じゆ符ふとを静かに構える。

　そんな異母妹の姿を、桂けいは身構えもせずに黙だまって見つめる。

「香か沙ざ薙なぎ桂」

　ふと、燐の口が動いた。

「桜さくら様のため、貴方あなたには犠ぎ牲せいになってもらいます」

　刹せつ那な、燐の左腕が鋭するどく空を切り、その手にあった呪符が宙に舞まった。

　呪符は目にも鮮あざやかな蒼あおい炎と化して、桂の眼前に広がった。

　神鳥にこそ及ばないものの、燐の操る炎には、黄おう金ごん狼おおかみを灼やき殺すほどの威力がある。

　しかし、その炎も、現在の桂にとっては脅威となるものではなかった。

　腕の一ひと薙なぎで吹きちぎる。と、舞い散る多量の火の粉を貫くようにして、虹にじ色に光る布が桂めがけて一直線に伸びてきた。速い。

──迦か陵りよう頻びん伽が……！

　火の粉に目を細めていたために、桂の反応は一いつ瞬しゆん遅れた。

　迦陵頻伽は桂の上半身に巻きつくと、凄すさまじい力で締しめつけてきた。

　並の獣じゆう人じんであれば、一瞬にして絶命していただろう。迦陵頻伽による圧迫は、それほどに強かった。

　しかし、桂には微み塵じんも通じない。

　桂は軽く息を吸い込むと、全身より魔ま力りよくを放出して迦陵頻伽を破った。

　細かにちぎられた虹色の布が、木の葉のようにひらひらと躍おどる。

「燐、やめろ」

　桂は言った。

「俺おれが桜を殺せば、おまえは本当のおまえに戻れる。片はすぐにつく。それまでおまえは下がっていろ」

　言葉を返す代わりに、燐は左腕をゆっくりと持ちあげた。

　すると、桂の周囲に散らばり落ちていた虹色の布が、ふわりと宙に浮かびあがった。

「……？」

　布は寄り集まると、水が溶け合うように一つとなった。

「な……」

　復元された迦陵頻伽は、再び桂の上半身を捉とらえた。締めつけてくる。

　桂は舌打ちした。迦陵頻伽が攻防に優れる羽衣であることは知っていたが、再生能力があることまでは知らなかった。

「何度巻きついてきても無駄だ」

　桂は、前と同じように全身より魔力をほとばしらせた。

　しかし、迦か陵りよう頻びん伽がは破れなかった。

「なに……？」

　先程は簡単に破ることができたというのに。

　眉まゆを寄せていると、燐りんの声が飛んできた。

「迦陵頻伽は不死の羽衣……引き裂かれるその度に、力を増して甦よみがえるのです」

　引き裂く力が強ければ強いほど、迦陵頻伽の増す力も大きくなる。燐はそう付け加えた。

　桂けいは、かすかに口元を歪ゆがめた。確かに迦陵頻伽の圧迫と強度は格段に上がっている。

　その気になれば破れるだろうが、迂う闊かつにそれはできない。迦陵頻伽にこれ以上の力を与えるのは避けるべきだろう。

　考えていると、燐が仕掛けてきた。

　虚空に撒まかれた呪じゆ符ふが蒼あおい炎と化す。

　炎は津波となって押し寄せてきた。

　桂はカッと双そう眸ぼうを見開いた。目より放たれた魔ま力りよくが炎を打ち消す。

　両腕が封じられていても、魔力を扱うのに支障はない。

　炎の津波を消した桂は、上空の桜さくらに激しい眼まな差ざしを向けた。

　桜は梟きよう龍りゆうの肩の上で楽しげに目を細めている。

「桜あっ！」

　吠ほえて、桂は己のまわりに灼しやく熱ねつの炎を生んだ。

　炎は激しくうねりながら方々に伸び、鳥の形を成してゆく。と──。

　地上の桂と上空の桜の間に、白い影が飛び込んできた。燐だ。

　その右手に握られた太刀たちと、左手より伸びて桂を捉えている迦陵頻伽とが、月明かりを浴びて鮮あざやかに輝かがやく。

「くっ……」

　歯は嚙がみし、桂は一歩後ずさった。

　炎が消える。

　そこに、燐が太刀を振りかぶって降下してきた。

　桂は飛び退のこうとしたが、迦陵頻伽がそれを妨げた。凄すさまじい力で引っ張られる。つんのめったところに白刃がきた。首を狙ねらっている。

　咄とつ嗟さに半身を撚ひねりはしたものの、避けきることはできず、桂は右肩を裂かれた。

　飛び散った血が頰ほおに張りつく。

　着地するや否や、燐はさらなる斬ざん撃げきを見み舞まってきた。

　迦陵頻伽に引っ張られ、体勢を崩されながらも、なんとかこれをかわした桂は、

「おおおおおっ！」

　気迫の声とともに、全身より魔力を放出した。

　先程とは比較にならない大きさの魔ま力りよくのほとばしりに、迦か陵りよう頻びん伽がは一いつ瞬しゆんにして破れ、燐りんは弾はじき飛ばされた。

　夜気が激しく波打ち、大地に無数の亀き裂れつが走る。

　魔力が嵐あらしの如ごとく荒れ狂う中心で、桂けいは再び上空の桜さくらを睨にらみつけた。

　桜はなおも笑んでいる。

　その笑みをこの世から消し去るべく、桂は片腕を突き出した。

　掌てのひらから深紅の光が奔はしる。

　神鳥の炎よりも遥はるかに熱いその光は、しかし桜には届かなかった。

　梟きよう龍りゆうの能力によって、桜の眼前まで迫ったところで消されてしまったのだ。

「──!?」

　桂は息を吞のんだ。

　梟龍にこちらの攻こう撃げきを打ち消す能力があることはわかっていた。

　しかし、手加減なしの一撃まで消されようとは──。

「無駄だ。梟龍は向けられた力のすべてを消し去る。力の大きさは関係ない。貴様がいかに攻めてこようと、余には届かぬ」

　頭上より桜の嘲ちよう笑しようが降ってくる。

「──ほざくな！」

　叫んで、桂は再度桜に掌を向けた。光の点を生み、そこに魔力を凝ぎよう縮しゆくさせてゆく。

　その最さ中なか、桂の背中で蒼あおい炎が炸さく裂れつした。

「が──っ！」

　その衝しよう撃げきに桂は目を剝むき、よろめいた。

　呻うめきつつ振り返る。虹にじ色の布が閃ひらめくのが見えた。

　再生を果たした迦陵頻伽は、三度桂の身に巻きつき、締しめあげてきた。圧迫と強度は倍加している。

「く……あっ！」

　苦く悶もんしながら、桂は迦陵頻伽の先に立つ燐を見た。

　桂の魔力に吹っ飛ばされた彼女だが、傷らしい傷は負っていなかった。無表情も崩れていない。

　迦陵頻伽には、不可視の結界を展開し、攻撃を防御・拡散する能力がある。咄とつ嗟さにそれで凌しのいだのだろう。

──燐……。

　燐を死なせぬよう留意しながら力を放ちはしたが、それでも深手を負わせてしまうことは避けられないだろうと踏ふんでいた。

　傷つけずに済んだと安あん堵どしていると、燐が太刀たちを横一文字に払った。

　刀身が蒼あおい炎に包まれる。

　桂けいはうつむき、「桜さくら……っ！」、歯を食いしばって吐き捨てた。

『最さい後ごの月つき』で秘められていた力を解放しさえすれば、容易に桜を倒せると思っていた。実際、解き放たれた桂の力は甚大だったし、桜は本来の力を失っていた。

　しかし、圧倒的な力差があるにもかかわらず、桂は攻勢に出られずにいる。

　どれほどに大きな力でも消してしまう梟きよう龍りゆう。破られる度に力を増して甦よみがえる迦か陵りよう頻びん伽が。

　そして、燐りん──。

　我が身を傷つけることなく桂を追い詰める術すべを、桜は、あの巨大妖よう魔まの他ほかにも周到に用意していたのだ。

──俺おれは、奴やつの思惑にまんまとはまったというわけか……。

　歯を食いしばっていた桂は、一転、笑みを滲にじませた。自じ嘲ちようの笑みだ。

　燐が動いた。蒼い炎に包まれた太刀たちを構え、肉にく薄はくしてくる。

　迎げい撃げきのしようはいくらでもあった。

　しかし、燐を傷つけることは、桂にはできなかった。

　迦陵頻伽のおかげで回かい避ひもままならず、桂は燃えさかる刃やいばをまともに浴びた。




　私は、なにをしているのだろう？

　返り血に濡ぬれながら、燐はふと思った。

　思ったが、その自問の答えを求めることまではしなかった。

　淡々と太刀を振るい続ける。

　香か沙ざ薙なぎ桂は全く反撃してこない。迦陵頻伽に圧迫され、まともに動くことも叶かなわず、燐の繰くり出す剣に悉ことごとく身を刻まれている。

　燐に攻められながらも、桂は上空の桜に仕掛けていたが、光も、炎も、雷も、風も、すべて梟龍に消されていた。

「桜様を傷つけることは叶いません」

　呟つぶやくように言いつつ、燐は太刀を振り下ろす。

　濁にごった呻うめきと、鮮せん血けつ。肉の焦げる臭においがはね返ってきた。

　桂の負った傷は既に数えきれない。傷口はすべて刀身に纏まとわせた炎によって焼けただれている。

『涅ね槃はんの月つき』の治ち癒ゆ効果は働いていたが、傷の治りよりも燐の斬ざん撃げきの方が早かった。一つの傷が治っている間に、新たな傷が三つ、四つと刻まれてゆく。

　私は、なにをしているのだろう？

　桂の右の二の腕を貫いた太刀を引き抜きつつ、燐はまた思った。

　なぜ、彼は反撃してこないのだろう？

　彼がその気になれば、燐りんなど一いち撃げきで殺せるというのに。

　思えば──。

　いつだって、彼はそうだった。

　彼が燐を本気で攻撃してきたことは、過去に一度もない。

　ただ、哀かなしげな眼まな差ざしを向けてくるだけだった。

　そして、それは、今この時も同じであった。

　彼の瞳ひとみは、苦痛でも憎悪でもなく、哀しみの色に染まっている。

「なぜ、です？」

　斬きりつけながら、燐は桂けいに問いかけた。

　剣先が桂の額ひたいを断ち割る。

「なぜ、貴方あなたは反撃してこないのです？」

「……」

　額を斬られた拍子にあさっての方向に逸それていた桂の顔が、ゆっくりと燐に向き直る。

　その顔は、額からほとばしった血に染まっていた。

　燐は絶え間なく繰くり出していた斬撃を止めた。刀身を包んでいた蒼あおい炎が消える。

「なぜ……」

　真紅と蒼の瞳を真っすぐ燐に向けている桂は、燐の問いには答えず、逆に訊たずねてきた。

「里の外れにあった湖……覚えているか？」

「……？」

「綺き麗れいな湖だった。おまえは夏になると毎日のように泳いでいたな……俺おれは水が冷たすぎて滅めつ多たに泳がなかったが……」

　そう言って、桂は僅わずかに口元を綻ほころばせた。

　彼は言葉を続ける。

「覚えているか？　おまえは歌が得意だった……よく子供たちにせがまれて広場で歌っていた……大人おとなも子供も、みんなおまえの歌が好きだった……」

「なにを……」

「皆がおまえを愛していた。おまえも皆を……里を愛していた……」

「なにを……貴方はなにを言っているのです……？」

「おまえが忘れていても、俺は全部覚えている。里のことも、おまえの歌声も、おまえの笑った顔も……なに一つ忘れてはいない……」

　燐は眉み間けんに小さな皺しわを刻んだ。

　頭痛がしていた。頭の芯しんを針でつつかれているような、小さいが、しかしたまらなく不快な痛みだ。

　胸にも、古傷が疼うずくような──やはり不快な痛みを感じる。

　似たようなことは以前にもあった。

──彼と相対すると、いつもこうなる。

　うつむいていると、「燐りん」、桂けいに名前を呼ばれた。

　燐は面おもてをあげた。視線が交こう錯さくする。

「俺おれは、おまえを、取り戻す」

　桂が言った。一言ずつはっきりと。

　燐は蒼あおい瞳ひとみを大きく見開いた。とたん、

「……っ！」

　頭の芯しんがズキンと痛み、燐は見開いていた瞳をぎゅっと瞑つむった。太刀たちを握っていた手が緩ゆるむ。

「燐……」

　唇を嚙かみ、太刀の柄つかを握り直して、燐は瞼まぶたを開いた。そして言った。

「黙だまりなさい」

　剣先を桂の胸に突きつける。

　燐が彼に与えた傷は、大半が既に癒いえていた。

──これ以上、彼と言葉を交わしてはならない。

　桂と向き合っていると、それだけで頭の芯に走る痛みと胸の疼うずきが酷ひどくなってゆく。

　このままでは、痛みに耐え兼ねて動けなくなってしまう。

　桜さくらの望みを叶かなえられなくなってしまう。

　それは、あってはならないことだ。

　桜の望みを叶える。そのために──そのためだけに、自分は存在しているのだから。

　早々に使命を果たす。

　燐は、再び太刀に蒼い炎を纏まとわせた。

　この時──燐自身は知る由もないが──彼女の瞳には、苛いら立だちと戸惑いの色がはっきりと表れていた。

　桂の目が僅わずかに見開かれる。

　次の瞬しゆん間かんだった。上空から奔はしってきた無数の光の槍やりが、桂の背中に突き刺さり、爆はぜたのは。

　爆ばく音おんと桂の短い叫びが、同時に燐の耳じ朶だに響ひびいた。

　目を剝むき、つんのめる桂。

　その先には、燐が突きつけていた太刀があった。

　燃えさかる刃やいばは、手て応ごたえもなく桂の胸を貫き通した。

　湿った吐息が燐の耳をくすぐる。

　燐は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。
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　燐りんの構えた太刀たちが、つんのめった桂けいの胸を貫く様を、桜さくらは梟きよう龍りゆうの肩の上から冷ややかに見下ろしていた。

「やはり……か」

　桂の背中に向けていた掌てのひらを収め、淡々と呟つぶやく。

　やはり、燐の心に迷いが生じた。

　傀儡くぐつの術に囚とらわれた者は、感情を失い、桜の命に従うだけの人形と化す。

　感情がないから、無論、表情もない。主あるじである桜に接する時も、人を殺あやめる時も、燐の無表情は崩れない。

　しかし、桂だけは例外であった。

　桂に関する任を与えると、燐は稀まれにではあるが、その任の中で、戸惑いや苛いら立だち、悲哀といった感情を見せることがあった。

　そのつど傀儡の術をかけ直してきたが、同じだった。

　傀儡の術を幾重に施しても、夜毎その身を弄もてあそんでやっても、燐の心から桂が消えることはなかった。

　桜は、桂の胸を貫いたまま呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている燐を凝ぎよう視しした。

　桂を攻め立てているうちに燐の心に迷いが生じるであろうことは、予想していた。

　攻こう撃げきの手をピタリと止めてしまったのは、さすがに予想外だったが。

「……まあよい。目的は達した」

　桂けいは致命傷を負って昏こん倒とうしたし、これまでに受けた傷を癒いやすのに力を使い、消耗もしているはずだ。

　条件は満たされた。

　桜さくらは地上の燐りんに掌てのひらを向け、短い呪しゆを口にした。とたん、燐の顔が苦痛に歪ゆがんだ。桂の上半身を捕らえていた迦か陵りよう頻びん伽がが解ける。

　燐は左手を額ひたいに宛あてがい、頭を振りながら後ずさる。その際に桂の胸から太刀たちが抜け、燐に身体からだを預ける形になっていた桂は、支えを失って前のめりに倒れた。

「姉上……余が真の神となるその様、冥めい府ふの果てより見ているがいい──！」

　高らかに叫んで、桜は梟きよう龍りゆうの肩を蹴けった。

　金褐色の髪とコートの裾すそを激しくなびかせながら降下し、倒れている桂とくずおれている燐の間に着地する。

　そこで桜は、おもむろに、燐が取り落としていた魔ま剣けん・絶ぜつを拾いあげた。

　手中で柄つかをくるりと回し、切っ先を自らの胸に宛う。

　そして凄せい艶えんな笑みをたたえると、桜は微み塵じんの躊躇ためらいもなく自らの胸を貫いた。

　灼やけるような痛みがじわじわと広がり、流れ出た血がその身を汚してゆく。

「ふっ……ふふっ……」

　喉のどの奥から熱い塊が迫せりあがってくるのを感じながら、桜さくらは言った。

「……貰もらう……ぞ……桂けい……」

　柄つかを握る手にぐっと力を込め、一気に刃やいばを引き抜く。

　と──。

　鮮せん血けつに染まった桜の胸の前に、炎とも光ともつかない球体がぼうっと浮かびあがった。

　大きさは子供の頭ほどで、色は血よりも深い赤。ゆらゆらとオーラのようなものを立ち昇らせている。

　それは音もなく虚空を滑り、桂の背中に吸い込まれた。

　桜の手から太刀たちがこぼれた。




　からん、と足元で乾いた音がした。

「え……？」

　縁ゆかりは目をしばたたかせた。

「……僕……は……？」

　呆ほうけた声を洩もらす。

　ほんの今まで、縁は海の底にいた。

　果てしなく広く、深く、そして暗い海の底に。

　そこでは、なにもかもが億おつ劫くうでたまらなかった。

　見ることも聞くことも、縁ゆかりはしようとはしなかった。

　思考することさえも放棄してたゆたっていると、不意にどこからか声が聞こえてきた。

（出来損ないの肉体……汝なんじに返すぞ）

　そのとたん、風景が変わった。

　夜の帳とばりに覆おおわれた一面の平地。縁はそこに立っていた。

　目の前には血まみれの男が倒れている。香か沙ざ薙なぎ桂けいだ。

「これは……ここって……？」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、風が吹いた。

　さして強い風でなかったにもかかわらず、縁はよろめいた。

　全くといっていいほど、足に力が入っていなかった。

「……あ……」

　縁はそこで気づいた。自らの胸が血に濡ぬれ染まっていることに。

　胸に穴が開いていた。刺し傷だ。血は今もそこからとめどなくあふれている。

「あ……ああ……」

　縁の心を恐怖が支配した。

　一体、我が身になにが起きたというのだろう。

　この胸の傷は、致命傷ではないだろうか。もしこの傷が心臓まで達しているとしたら──。

　縁には高い再生能力があったが、脳や心臓に負った傷は治りにくい。傷の程度によっては──助からない。

　意識が揺らぐ。

「い、嫌……だ……」

　目の前が再び暗くなってゆく。

　死にたくない。

　怖い。

「……ああ……ああ……っ」

　金褐色の瞳ひとみから涙をこぼしながら、縁は倒れた。

　入れ代わるように桂が──否、桜さくらが、その身を起こした。




　立ちあがった桜がまず最初に行ったことは、深呼吸だった。

　凍しみるような夜気を胸いっぱいに吸い込み、吐き出す。

　それを数度繰くり返した後、桜は自身の腕や胸に目を向けた。

　無む駄だなく引きしまった、しなやかな肢体の色は、褐色。魔ま剣けん・絶ぜつに貫かれた傷は既に塞ふさがっている。

　次に桜さくらは前髪の一房をつかみ、見た。

　その色は、もはや真紅でもなければ金褐色でもない。新雪の如ごとく真白い。

　両手で髪を撫なでつけながら、桜は笑った。

　ようやく──ようやく手に入れた。

　比類なき力と──そして永遠を。

　胸を反らし、首をもたげて、桜は大きく両腕を広げた。

──余の選択は正しかった。

　龍りゆう人じんと香か沙ざ薙なぎの一族の間に生まれた子である桂けいと、古き月の力を秘める冬とう馬ま。

　どちらの肉体を器うつわとするか迷ったが、血けつ縁えん者の肉体の方がより馴な染じむであろうという理由で桂を選んだ。

　桜さくらは今、自らの選択が正解であったことを実感していた。

　爽そう快かいな気分だった。

　縁ゆかりの肉体に精神を宿している間ずっと感じていた閉へい塞そく感が、今はもう微み塵じんもない。

　奪ったのが冬馬の肉体であったなら、こうはいかなかっただろう。

「さて……」

　顔を下ろし、桜は両手を胸の前で軽く握りしめた。

「まずは、力試しといくか」

　スッと身を屈かがめ、剝むき出しの地面に掌てのひらを当てる。

『最さい後ごの月つき』によって解放された桂の力の強大さは、先程見せつけられた。

　しかし、あれが桂の全力であったとは思えない。

　実際、紫し龍りゆうや白はく龍りゆうを一いち撃げきの下もとに仕留めた時も、朱雀すざく扇せんを用いず神鳥を召喚した時も、桂の気配は余裕に満ちていた。

　桂の、いや、我が身に宿る力がどれほどのものであるのか、確かめる必要がある。

「大地よ──」

　桜は笑みをたたえて言った。

「──我が力に慄おののけ」

　ゴゴッ……。

　一呼吸分の間の後、大地が震ふるえ始めた。




　ゴゴッ……。

　脳を直接殴おう打だされたような激しい頭痛に見み舞まわれ、朦もう朧ろうとなっていた燐りんは、その地じ震しんにハッとなり、うつむいていた顔をあげた。

　目に飛び込んできたのは、香沙薙桂の褐色の背中。

　彼はしっかりと立っている。魔ま剣けん・絶ぜつに貫かれた傷も既に見えない。

──良かった……。

　安あん堵どの息をつこうとして、燐りんは気づいた。

　自身が誤った思考をしていることに。

──私は……なにを考えて……。

　香か沙ざ薙なぎ桂けいは桜さくらに仇あだなす者だ。

　彼に致命傷を与えるよう、燐は桜に命じられている。

　胸を深々と貫かれたにもかかわらず、桂は立っている。これは悔やむべきことであって、安堵すべきことなどではない。断じて。

　なのに──。

　眉まゆをひそめ、額ひたいに手を当てようとしたその時、桂がゆっくりと振り返った。

　目と目が合う。

　燐はすぐに気づいた。桂ではない。

　さらに気づく。彼と自分の間に、桜が仮の器うつわとしていた御み堂どう縁ゆかりが倒れていることに。

「桜……様……？」

　燐が語尾上がりに呟つぶやくと、桜は笑みで応こたえた。

　立ちあがろうとする燐。すると、桜がそれを制した。

「そのまま座していろ。──来るぞ」

「……？」

　次の瞬しゆん間かん──。

　ゴゴゴゴゴッ。

　不意に地鳴りが大きくなった。そして──。

「──！」

　衝しよう撃げきが燐を襲おそった。

　突きあげるような凄すさまじい揺れ。

　耳を塞ふさぎたくなるほどの轟ごう音おんをあげて、大地が縦じゆう横おうに裂けてゆく。

　そんな中、燐は見た。

　天を仰ぎ、高笑う桜の姿を。

　そして悟った。

　彼が力試しに、この地じ震しんを引き起こしたことを──。




「止まれ！」

　鷹たか秋あきが立ち止まって叫んだのは、原はら宿じゆく駅を横目に通り過ぎて間もなくのことだった。

　先頭を走っていた真ま矢やが振り返る。

　橘たちばなと並んで殿しんがりを務めていた静しず華かは、足を止めて、未いまだ眠ったままの由ゆ花かを抱き直した。

　疲労困こん憊ぱいの橘たちばなは、前屈かがみになってぜえぜえ言っている。

「どうしたんだい？」

　敵てき襲しゆうに備えて嗅きゆう覚かくを尖とがらせつつ、静しず華かは鷹たか秋あきに訊たずねた。

　新しん宿じゆくからの道中で妖よう魔まの群れに襲おそわれて以来、敵とは遭遇していないが、油断はできない。

「……睦むつ美みの匂においがする……」

「睦美ちゃんの……？」

　鷹秋の呟つぶやきに、静華は切れ長の目を大きくした。

「睦美ちゃんって……？」

　息を整えながら問いかけてきた橘に、静華は睦美が鷹秋と二人暮らしをしている三つ下の妹であることを話した。

　その間も、鷹秋は険しい顔で鼻をひくつかせている。

「気のせいじゃないのか」

　真ま矢やが言った。

「おまえの妹がこんなところにいるわけがない」

「いや」

　鷹秋は速攻で否定し、

「こいつは睦美の匂においだ。間違いねえ」

　断言した。さらに鼻を動かす。

──あたしの鼻には引っかからないね……。

　視線と鼻を巡らせながら、静華は内心で呟いた。

　目に映るのは、倒とう壊かい、あるいは炎上している建物や横転した車両、そして無残な死体ばかり。生きている人間の姿はない。

「よくもまあ、これだけ派は手でにやってくれたもんだ……」

　一体、どれだけの死傷者が出ているのだろう。

　妖魔の数や暴れていた範はん囲いが不明なので予想のしようもないが──千人は優に超えているに違いない。

──さっき、橘さんが妖魔の親玉の気配が消えたって言ってたけど……。

　静しず馬まなり冬とう馬まなりが倒した、ということなのだろう。

　二人とも無事でいるだろうか──。

　瓦が礫れきの山の一つを意味もなく見やりながら弟たちを案じていると、

「こっちだ！」

　鷹秋が声をあげて走り出した。車道を越えて路地へと入ってゆく。

　静華たちもそれに続く。

「睦美っ！」

　路地を抜けたとたん、鷹たか秋あきの悲鳴じみた声が静しず華かたちの耳じ朶だに響ひびいた。

　店てん舗ぽの並ぶ通りの中央──そこに睦むつ美みが倒れていた。

　四、五歳といったところだろうか、パジャマ姿の男の子が傍らで泣いており、さらにその数メートル横手では、トラックが横転、炎上していた。

「睦美！　おいっ、どうした!?　なにがあった!?　睦美──っ！」

　青せい龍りゆう刀とうを投げ捨てて駆け寄った鷹秋が、睦美を抱き起こして大声で呼びかける。

「橘たちばなさん、この子を頼むよ」

　静華は由ゆ花かを橘に預けると、鷹秋たちの許もとまで歩き、睦美の様子を窺うかがった。

　鷹秋の必死の呼びかけも空むなしく、睦美の瞼まぶたは閉じている。しかし胸はしっかり上下しているし、大きな怪け我がも見られないから、そう心配することもないだろう。

　睦美から傍らの男の子に視線を移す。

　男の子は、きょとんとした顔で鷹秋を見ている。

「ちくしょうっ！　どこのどいつだ!?　睦美をこんな目に遇あわせた野郎は!?　俺おれがぶっ殺して──」

「落ち着け」

　ごんっ。

「──べしっ！」

　叫びやまない鷹秋を黙だまらせるべく、静華は彼の後頭部に一発きつめに喰くらわせた。

「うがあああ！　じ、じだが、おでのじだがああああっ！」

　のたうち回る鷹秋。殴られた拍子に舌を嚙かんだらしい。黙らせるつもりが、余計にうるさくしてしまった。

「睦美ちゃんは気絶してるだけだ。大方、渋しぶ谷やの方から逃げてきて、瓦が礫れきかなにかにけつまずいて頭でも打ったんだろ。そのうち目を覚ます。みっともないから男が喚わめくんじゃないよ」

　睦美は夜中まで遊び歩くような少女ではないが、今夜はクリスマスだ。友達なり彼氏なりと、この界かい隈わいで遅くまで遊んでいたとしても不思議ではない。

　のたうつ鷹秋を足で押しのけて、静華は目を真ん丸にしている男の子を抱きあげた。

「相変わらず無む体たいだね、静華ちゃん……」

　後ろで橘がなにか言ったが、無視して静華は鷹秋の背中を蹴けった。

「ほら、とっとと起きて睦美ちゃんを抱えな。移動するよ」

　立ち止まっている時間はない。

　巨大妖よう魔まの気配は消えたと橘は言っていたし、その手下と思おぼしき妖魔たちの姿も見えなくなってはいたが、敵は他ほかにもいるかもしれない。静しず馬まと冬とう馬まの安否も気になる。

　静馬は勝算のない相手に真正面から挑いどむような愚かな真似まねは決してしないし、冬馬はラグナウルフだ。

　静しず華かは弟たちを信じている。

　しかし──嫌な予感がしてならない。

「うぐっ……」

　鷹たか秋あきが起きあがった。舌は真っ赤に腫はれており、目には涙が滲にじんでいる。

「っだく……あやうぐ、じだをがみぎるとこどだったで……」

　文句を言いながらも、鷹秋は睦むつ美みを左肩に担ぎあげ、青せい龍りゆう刀とうを拾った。

「さて……このまま冬とう馬まの後を追いたいところだけど……そういうわけにもいかなくなっちまったね」

　ただでさえ由ゆ花かがいるというのに、足手まといが増えてしまった。

「まずは、由花とこの子たちをどこか安全な場所に──」

　異変は、その言葉の最さ中なかに訪れた。

　ゴゴッ……。

　大地が低く唸うなり、震ふるえた。

「じ、地じ震しん……？」

　橘たちばなが上ずった声を出した。

「この地震……」

　自然のものなのだろうか。それとも──。

　険しい表情で様子を窺うかがっていると、地じ響ひびきが唐突に激しくなり、続いて突きあげるような揺れが一同を襲おそった。

「──っ！」

　男の子を落とさぬよう抱える手に力を込めつつ、静華は手近に立っていた道路標識を握りしめた。

　鷹秋は青龍刀を店てん舗ぽの壁かべに突き刺し、真ま矢やと橘は街灯をつかんで、それぞれ揺れに抗あらがっている。

「ま──震──えっ！」

「──は──だああ──あっ！」

　鷹秋と橘が叫んだが、その声は地鳴りにかき消され、断片的にしか聞こえなかった。

──この地震……っ！

　自然のものなどではない。

　静華は直感した。

　この地震は、何者かの巨大な力と、そして悪意によって引き起こされたものだ。

　揺れは収まることなく、それどころかどんどん激しくなってゆく。

　地面が割れ、妖よう魔まの攻こう撃げきで崩れかかっていた建物が次々と砂の城の如ごとく倒とう壊かいしてゆく。

　砂さ塵じんが視界を覆おおい尽くしてゆく中、静華はきつく歯を食いしばった。




　激げき震しんはやむ気配を見せない。

──冬とう馬まさん……っ！

　大地が縦じゆう横おうに裂けてゆくのを横目にしながらも、深み雪ゆきは冬馬の胸に癒いやしの力を送り続けていた。

　一体、なにが起きているというのか。

　深雪の目の前で苦く悶もんしていた桂けいは、立ちあがるなり上空で桜さくらと闘たたかい始めた。間もなく、そこに白い小型の龍りゆうと、桂と同じ白髪に褐色の肌の少女が現れ、桂はその少女の不意打ちによって地上に叩たたき落とされた。

　深雪が見ていたのはそこまでだった。

　桂が落ちたのは、深雪のいる位置から百メートル以上も離れたところだった。桜も少女もそちらに移動し、深雪が状況を見て取ることは叶かなわなくなった。

　桂が苦戦しているのであれば援えん護ごしてやりたいという気持ちはあったが、やはり深雪には冬馬の側そばを離れることはできなかった。

　今、自分がするべきこと、そして今の自分にできることは、冬馬が息を吹き返してくれるのを願い、信じ、止まってしまった彼の心臓に癒しの力を与えることだけ──。

　そう思い、深雪は中断していたヒーリングを再開した。

　彼方かなたで蒼あおい炎や赤い光が閃ひらめくのが視界の隅に見えても、爆ばく風ふうに吹き飛ばされそうになっても、消耗により意識に靄もやがかかっても、そして大地が激しく震ふるえ、裂けても、深雪はヒーリングをやめなかった。

──還かえってきて……お願いだから還ってきて……！　冬馬さん……っ！

　尽きかかっている獣じゆう気きを振り絞りながら、深雪はもう何度目ともつかない心の叫びをあげた。

　その直後だった。

　深雪の頭にポンとなにかが載ったのは。

「……？」

　首を傾けた深雪は、それが冬馬の手であることを知って目を見開いた。

「冬馬……さん……？」

　恐る恐る問いかける。

　ややあって返ってきたのは、「ん……っ」というかすかな呻うめき。

　それは凄すさまじい地鳴りの中にあっても、かき消されることなく深雪の耳に届いた。

「冬馬さんっ！」

　深雪は歓喜の声をあげた。




　桜さくらが力試しのために引き起こしたその地じ震しんは、それからさらに三十秒以上も続いた。

　範はん囲いは関東全域に及び、数十万戸もの家屋が倒とう壊かいした。

　火災件数は十万を超え、沿岸部は津波に均ならされた。

　炎と黒煙、そして死が聖夜を席せつ巻けんした。




「素晴らしい！　素晴らしいぞ──！」

　激震がやむのと同時に、桜は再び高笑いをあげた。

「斯か様ように地を裂いても尚なお、まるで底が見えぬわ！」

　己が力の限界を知るために、桜は大地に力を注ぎ、関東全域に大地震を発生させた。

　かつての、龍りゆう人じんであった頃ころの桜には叶かなわなかった芸当だ。

　それほどに大きな力を使ったにもかかわらず、桜は微み塵じんも消耗していなかった。

　その気になれば、前の数十倍の規模の地震を起こし、この国そのものを海の底に沈めることもできるだろう。

　桂けいに秘められていた、そして桜が得た力の大きさは、桜の予想を遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　まさしく神の──いや、神さえも超える力だ。

　恐らくは、桂も、解き放たれた自身の力の強大さを理解、把は握あくしきれてはいなかったのだろう。

　卑ひ龍りゆうを一いち撃げきで屠ほふり、朱雀すざく扇せんを用いずに神鳥を召喚する──その程度のことなら、力の一割、いや、一分さえも必要なくできる。

　もし桂が己の力の大きさを把握し、使いこなしていたとしたら、梟きよう龍りゆうの能力を以もつてしても防ぎきれずに、桜は滅ぼされていたかもしれない。

　桜は三度──今度は肩と喉のどを震ふるわせて笑った。

──余は天に護まもられているらしい。

　ひとしきり笑った後で、傍らの燐りんに顔を向ける。

　燐は、きょとんとした顔で桜を見つめている。

　口元を歪ゆがめ、桜は不快を露あらわにした。

　驚おどろき、戸惑い──燐の顔には感情の色が薄うすからず滲にじんでいる。

　傀儡くぐつの術が綻ほころんでいるのだ。

　桂と相対したがために。

「……」

　桜は表情を消し、燐に掌てのひらを向けた。

「……桜様……？」

　小首を傾かしげる燐。

　無気質な声こわ音ねで、桜は短い呪しゆを口にした。

　とたん、燐りんは頭を抱えて苦しみ始めた。

　桜さくらが唱えた呪しゆは、先程、桂けいの胸を貫いた燐を、桂から引き離す際に唱えたのと同じものだ。

　桜は目を細め、その呪を繰くり返し繰り返し唱えた。

「あっ……あっ……ああああっ！」

　身体からだを折り、抱えた頭を激しく振って、燐は苦く悶もんする。桜の口が呪を紡ぐごとに、苦悶の声は大きくなってゆく。

　やがて──燐の全身から、赤黒い蒸気のようなものが立ち昇り始めた。

　それは見る間に勢いを増し──。

「ああああああああああっ！」

　燐が折っていた上体をのけ反ぞらせて叫ぶのと同時に、ぴたりとやんだ。

　糸の切れた操り人形のように、その身体が傾く。

　桜さくらは空間転移で燐の背後に回り、抱き止めた。

　桜に全体重を預け、その腕の中で肩と胸を大きく上下させる燐。

　そんな彼女の耳元に唇を寄せて、桜は囁ささやいた。

「解き放たれた気分はどうだ？」

　瞬しゆん間かん、燐の全身がビクッと震ふるえ、強こわばった。

「ふふっ」

　笑んで、桜は燐の首筋に口づけした。

「……て」

　燐の口が動いた。しかし洩もれたのはかすれた吐息だけで、言葉になってはいなかった。

「なんだ？　今一度申してみよ」

　桜が促すと、燐は細く、しかし深く息を吸い込み、

「──放してっ！」

　叫んだ。そして桜の腕を振りほどこうと激しく動いた。

　ふっ、と笑みをこぼし、桜は腕を離した。

　転がるように桜から離れ、振り返った燐の顔には、驚おどろき、戸惑い、嫌悪、怒り──様々な感情が色いろ濃こく表れていた。

　もはや、彼女は傀儡くぐつではない。

「解き放たれた気分はどうだ？」

　髪を撫なでつけながら、桜は前と同じ問いを投げかけた。

　燐は無言。見開いた蒼あおい瞳ひとみに桜を映し、荒い呼吸を繰くり返しているだけ。褐色の肌は冷や汗に濡ぬれている。

「答えられぬ……か。ならば問いを変えよう」

　言って、桜は空間転移で燐の眼前に移動した。

「──！」

　息を吞のんだ燐りんの腰に腕を回して抱き寄せ、もう片方の手で頤おとがいをすくいあげる。

　そして微笑混じりに問いかけた。

「余を愛しているか？」

　見開いていた目をさらに大きくした燐は、

「……っ！」

　下唇を嚙かみしめて桜さくらを両腕で突き飛ばし、翻ひるがえって駆け出した。

「そうか……」

　離れてゆく燐の背中を見つめながら、桜は唇をなめた。そして、

「ならば、おまえはもう要らぬ」

　酷こく薄はくに言って、片手を振り下ろした。

　風が奔はしった。

　風は瞬またたく間に燐に追いつくと、刃やいばと化して迦か陵りよう頻びん伽がごと彼女を斬きり裂いた。

「──っ！」

　声にならない悲鳴をあげてつんのめる燐。

　彼女が倒れた先には、地面がなかった。

　桜が引き起こした地じ震しんによって生じた、巨大な地割れ──燐はそこに、鮮せん血けつを散らしながら落ちていった。

「余の愛を拒こばんだ己の愚かさを、奈な落らくの底で呪のろうがいい」

　吐き捨てるように言って、桜はスッと片手を持ちあげた。手の動きに合わせるように、足元に転がっていた魔ま剣けん・絶ぜつが、ふわりと浮かびあがる。絶は音もなく宙を移動し、桜の手に収まった。

　桜は同じ要領で鞘さやを拾って刃を収めると、この場にあるもう一本の剣の許もとに転移した。

　地に深々と突き立てられたその剣の名は、龍りゆう魂ごんの剣。蘭らんが桜を打倒しようとする者たちのために造った五つの武具の中でも、最も大きな力を秘める剣だ。

　厄やつ介かいな封印を施されていたために、これまで手にすることができずにいたその剣の柄つかを、桜は表情なく握りしめた。

　刹せつ那な、その手から白煙が昇った。

　柄を離し、掌てのひらを顔の前に運ぶ。掌は焼けただれていた。

「あくまでも余には触れさせぬ気か……小こ賢ざかしい」

　桜を拒むために施された封印は、橘たちばな春はる海みが解いたもの一つだけではなかったのだ。

　桜は小さく舌打ちすると、手が焼けるのも構わず再び柄を握り、刀身を大地より引き抜いた。

　正眼に構え、その水晶の如ごとき刃を睨にらむ。

　次の瞬しゆん間かん、龍魂の剣の刀身は、シャーンと澄すんだ音をたてて砕け散った。

　嘲あざけりの笑みをこぼして、桜さくらは柄つかを無造作に投げ捨てた。そして掌てのひらに視線を落とし、火傷やけどが完治していることを確認すると、その手を浅く握りしめて、爪つま先さきで地を蹴けった。

　褐色の肢体がふわりと宙に浮いた。ゆっくりと空へと昇ってゆく。

　途中、目の端に引っかかる物があった。

　上空で待機していた──梟きよう龍りゆうだ。

「もはや必要はないが……乗じよう騎きとしては使えるか」

　呟つぶやいて、桜は梟龍に掌を向けた。そして命じた。

「戻れ」

　すると梟龍は、全身から乳白色の光を放って熔よう解かいし、霞かすみとなって桜の掌に吸い込まれた。

　薄うすく笑って掌を閉じた桜は、そこからさらに三百メートルほど上昇し、止まった。

　遥はるかな高みより見下ろした街並みは、炎と黒煙により赤黒く塗り潰つぶされていた。人工の明かりはほとんど見えない。

「神の生せい誕たんを祝うにしては、いささか地味すぎるな。余が彩ってやろう」

　猫ねこのように目を細めて、桜はパチンと指を鳴らした。

　刹せつ那な、桜の周囲に多量の炎が音もなく発生した。

　炎は桜を中心にして広がり、瞬またたく間に都心部の空を覆おおい尽くした。

　火の粉が雨、否、吹雪ふぶきさながらに降りしきる。

　桜は再度指を鳴らした。

　すると、夜空を支配した炎のそこかしこに渦が起こり、その中から神鳥が現れた。

　その数──千。

「行け」

　桜が命じると、千羽の神鳥たちは一いつ斉せいに紅ぐ蓮れんの翼つばさを広げ、高らかに鳴いた。




「冬とう馬まさんっ！」

　呻うめきながら上体を起こしたところに、彼女は泣き叫ぶような声をあげて抱き着いてきた。

「うわ──」

　朦もう朧ろうとしていた冬馬は、その体当たり同然の抱ほう擁ようを受け止めきれずに、後頭部をしたたかにぶつけた。ものすごい音がした。

「……っ」

　あまりの痛さに声も出ない。が、その痛みが意識にかかっていた靄もやを晴らしてくれた。

　大地が揺れていた。《蘭らんの封ふう界かい》が崩ほう壊かいした時と同等の激しい揺れだ。地じ響ひびきも凄すさまじい。

「良かった……冬馬さん……良かった……」

　そんな状況にも構わず、彼女は冬馬の肩口に顔を埋めて、「良かった」を繰くり返している。

──心配かけちゃったみたいだな……。

　苦笑しつつ、冬とう馬まは彼女の髪に手を運び、梳すくように撫なでた。

　随分ほつれてしまってはいたが、それでも彼女の髪は柔らかく、良い匂においがした。

　重ねられた彼女の身体からだの重み、衣装を通して伝わってくる体温と鼓動、そして匂い──それらのすべてが心地良く、また懐なつかしかった。

──しばらくこのままでいたいけど……そういうわけにもいかないよな。

　思っていると、地じ震しんがピタリとやんだ。

──起きて状況を確認しないと……。

　桜さくらに囚とらわれているはずの彼女が、なぜここまで来られたのかも訊きかなければならない。

　彼女に離れてもらうために、彼女の名を呼ぼうと口を開き──冬馬は目をしばたたかせた。

──あ、あれ……？

　彼女の名前が出てこなかった。

「……え……あ……」

　ぽかんと開いた口から意味のない声が洩もれる。

──そんな……なんで……。

　あり得ないことだった。

　家族にも等しい、大切な女性の名前が出てこないなどと。

「冬馬さん……？」

　冬馬が呆ぼう然ぜんとしている間に顔をあげていた彼女が、小首を傾かしげて呼びかけてきた。

「……深み雪ゆき……さん……」

　思い出した。

　そう──。

　深雪。

　彼女の名前は柚ゆず本もと深雪だ。

「どこか痛むんですか？」

　深雪の問いに、冬馬は上体を起こし、軽く頭を振ってから返答した。

「大丈夫……なんともないよ」

　そして安あん堵どさせようと微笑ほほえんでみせたが、深雪の不安げな表情は変わらなかった。

「本当に大丈夫だから……」

　微笑みを苦笑に変えて、冬馬は深雪の頰ほおに手を伸ばした。目の端に浮いていた大粒の涙を、そっと指ですくう。

　大丈夫、というのは[image: 噓]うそではない。

　怪け我がはしていないし、深雪の名前が一いつ瞬しゆん出てこず、言葉に詰まったものの、意識そのものははっきりしている。倒れる直前の記き憶おくが曖あい昧まいになっているということもない。

　静しず華かたちに妖よう魔ま群の相手を任せて、冬馬は巨大妖魔と闘たたかっている静しず馬まの許もとへ急いだ。しかし間に合わなかった。冬とう馬まが戦場に到着した時には既に、静しず馬まは死んでいた。

　命が無残に、理不尽に失われてゆくことへの哀かなしみと怒り、そしてなに一つ守れない己への怒り──それらの想おもいが冬馬の心と月の心を重ね合わせ、冬馬は自らに宿る古き月の力を全解放した。

　冬馬は、その力を以もつて巨大妖よう魔ま──響ひびきを討うち、その直後、力尽きた。

──倒れる瞬しゆん間かん、もう完全に命が尽きた、もう二度と立ちあがれない、って思ったけど……。

　そんな自分が、なぜ再び目覚めることができたのだろう。

──古き月の力が、陣じん内ない甲こう牙がの血と同じように、病巣を抑え込んでくれた、ってことなんだろうか……。

　右手の薬指に嵌はめられた、ひびだらけの指輪──『久く遠おんの月つき』を見つめながら考えていると、不意に空が明るくなった。

　振り仰ぎ、冬馬は仰天した。

「空が……燃えて……」

　両手で口元を覆おおって、深み雪ゆきが呆ぼう然ぜんと洩もらした。

　空一面が緋ひに染まっていた。

　月も、雲も、星の一つさえも見えないほどに、炎は空をすっかり覆っている。

　冬馬も深雪も、瞬まばたきすることも忘れて、その信じ難い光景を凝ぎよう視しした。

「桜さくら……」

　冬馬は悟った。

　古き月の力が教えてくれた。桜が目的を達してしまったことを。

　ラグナウルフの本能が告げている。桜の手にした力が、冬馬の古き月の力に匹敵、あるいは凌りよう駕がするほどに強大であるということを。

「くっ……」

　歯は嚙がみしながら、火の粉を豪雨の如ごとく降らせ始めた空の炎を睨にらんでいると、炎のそこかしこに渦が起こり、その渦の中心から見覚えのある異形が現れ出いでた。神鳥だ。

「な──」

「冬馬さん……」

　驚おどろきの声をあげた冬馬の腕に、深雪が怯おびえた表情で寄り添ってきた。

　夜空に張られた炎より生まれた無数の神鳥は、一いつ斉せいに翼つばさを広げると、やはり一斉に鳴いて降下し始めた。

　速度はまちまちだが、どの神鳥も地上めがけて直進している。

──地上を火の海にするつもりか！

　歯を食いしばり、拳こぶしを握りしめて、冬とう馬まは立ちあがろうとした。と、その腕を深雪がぐいと引っ張った。

　彼女を見やり、冬とう馬まは目を丸くした。

「深み雪ゆきさん……」

　深雪は、親に置き去りにされようとしている子供のような、そんな今にも崩れそうな顔をしていた。

　冬馬は彼女から視線を逸そらし、

──どうする……？

　逡しゆん巡じゆんした。

　桜さくらが桂けいの肉体を奪って得た力は強大だが、古き月の力を使いこなせるようになった現在の自分なら、渡り合うことはできるはずだ。

　だが、ここで闘たたかえば、確実に深雪を巻き込んで死なせてしまう。

──いったん、退ひくしかないか……。

　思った直後、飛行速度の速い神鳥の一羽が、冬馬たちの十メートルほど後方に嘴くちばしから激突し、炸さく裂れつした。

「くっ──！」

　冬馬は咄とつ嗟さに深雪を担ぐように抱きあげ、地を蹴けった。

　轟ごう音おんと熱風が夜気を裂く。次いで灼しやく熱ねつの炎が津波となって追いかけてきたが、冬馬は振りきった。

　生身とは思えない冬馬の速さに、担がれている深雪は驚おどろきの声もあげられずに硬直している。

　冬馬の脚力は、古き月の力によって強化されていた。

　生身のままでも、多少ならば古き月の力を扱うことはできる。

　最初に爆ばく発はつした神鳥の炎が消えるよりも早く、幾羽もの神鳥が地上にたどり着き、轟音とともに炎を放射状に広げた。

　夜空に続いて、地上までもが緋ひに染まってゆく。

──くそっ！

　内心で吐き捨てつつ、冬馬は自らと深雪の全身に極彩色の光を纏まとわせた。爆発の余波程度までなら、これで完全に防げる。

　直ちよく撃げきを受けぬようちらちらと頭上を窺うかがいながら走っていると、斜め前方に人が倒れているのが目に入った。

──あれは……！

　駆け寄った冬馬は、深雪を担いだまま身を屈かがめ、空いている方の手で、倒れているその人物──御み堂どう縁ゆかりの首筋に触れた。

　生きている。

「冬馬さん……？」

　深雪が訝いぶかしげに声をかけてきた。担がれている彼女には縁の姿は見て取れない。

「縁ゆかりくんだ。連れていこう」

　言って、冬とう馬まは縁をわきに抱えた。

「また走るよ。舌を嚙かまないよう気をつけて。耳も塞ふさいでおくんだ」

　冬馬が振り向いて言うと、

「は、はいっ！」

　深み雪ゆきは引きしまった声を返して、言われたとおりに耳を塞いだ。

　冬馬は頷うなずいて正面に向き直り、再び走り出した。

　こちらに向かっているだろう静しず華かたちと合流し、深雪と縁を預ける。

　桜さくらを討うつのはそれからだ。

　脚力同様、古き月の力で嗅きゆう覚かくを高めれば、静華たちの匂においを捉とらえることは難しくない。

　縁にも極彩色の光を纏まとわせて、冬馬は灼しやく熱ねつの海を疾走した。













　　　　第二章　聖夜（Ⅹ）







　深み雪ゆきが違和感を覚えたのは、絶え間なく響ひびいていた轟ごう音おんがやんで、間もなくのことだった。

　冬とう馬まに担がれてきつく耳を塞ふさいでいた深雪は、耳から手を外して小首を傾かしげた。

「……？」

　違和感の正体を求めて、深雪は冬馬の背中から視線を動かした。

　体勢が不十分なために満足に首を巡らせることもできなかったが、それでも街が文字どおりの炎の海と化していることはわかった。

　目に映るのは、ただひたすらに、炎、炎、炎──。

　桜さくらが召喚した炎の鳥が炸さく裂れつしたのは渋しぶ谷や一帯だけではない。相当な広い範はん囲い──規模は想像もつかない──が同じような状態になっていることだろう。

　そんな暴悪極まる状況の中を、冬馬は深雪と縁ゆかりを抱えて休むことなく疾走していた。

　深雪たちは何度となく爆ばく圧あつに襲おそわれ、炎に吞のまれていたが、冬馬が纏まとわせてくれた極彩色の光のおかげで傷一つ負わずに済んでいた。

　炎の津波にまともに吞のまれたりしない限りは、熱さもほとんど感じない。

　冬とう馬まが操っている、獣じゆう気きとは異なる不思議な力──違和感の正体はそれだろうか。

　極彩色に光る自身の掌てのひらを見やりながら思った深み雪ゆきは、しかし、すぐに「違う」と内心で首を振った。

──冬馬さんは、なにも感じていないのかしら？

　訊たずねたいが、迂う闊かつに喋しやべると舌を嚙かんでしまいかねない。

　そこで深雪は、目を閉じ、鼻を利かせてみることにした。

　人じん狼ろう族ぞくの嗅きゆう覚かくは、時として視覚以上に頼りになる。

　そして、しばし──。

　違和感の正体に気づいた深雪は、

──え……？

　閉じていた目をいっぱいに見開いた。

　嗅覚が告げた違和感の正体──それは深雪にとって、信じ難い、そして受け止め難いものであった。

　しなかったのだ。

　冬馬の身体からだから。

　生命の匂においが。

──う、[image: 噓]うそ……。

　縁ゆかりからは、はっきりと生命の匂いを嗅かぎ取れているから、深雪の鼻がおかしくなっているわけではない。

──そんな……どうして……？

　思考が凍る。

　瞬まばたきすることも忘れ、全身を強こわばらせていると、不意に冬馬が立ち止まった。

「姉様たちの匂いが薄うすまった……多分、地下に避ひ難なんしたんだな……」

　首をもたげて呟つぶやくと、彼はまたすぐに走り始めた。

「待ってください！」

　舌を嚙む危険も顧かえりみず、深雪は声をあげた。

　その声に立ち止まった冬馬は、ちょうど横手にあった火の気の薄い路地に入り、そこで深雪を下ろした。

「どうかし──わっ！」

　足が地に着くや否や、深雪は冬馬の胸に飛び込んで、彼を驚おどろかせた。

「み、深雪さん……？」

　きょとんとしている冬馬の胸に深く顔を埋めるようにして、深雪は確かめた。

　彼の心臓が鼓動を刻んでいるか否かを。

「どこか怪け我がでもしたの……？」

　問いかけてくる冬とう馬ま。

　深み雪ゆきはふるふると首を振った。唇を嚙かみしめている彼女には、言葉で返答することはできなかった。

　冬馬の心臓が鼓動を刻んでいるか否か。

　その答えは──。

　否、だった。

　生命の匂においがなく、鼓動もない。

　それがなにを意味するのか──考えるまでもなく、答えは一つ。

　彼は、甦よみがえってなどいなかったのだ。

　そして、死んだままの身体からだで動いている。

　冬馬の胸に顔を埋めたまま、深雪は動けなくなった。

　この時、冬馬は、深雪が街の惨状に怯おびえ、抱き着いてきたのだと解釈していた。

「先を急ごう、深雪さん。まずは、とにかく姉様たちと合流しないと……」

　言った冬馬の顔を見あげ、深雪は瞳ひとみと唇をわななかせた。

　冬馬は知っているのだろうか。

　自分が死んでいるということを。

　深雪はしかし、それを訊たずねることはできなかった。

　唇はただ震ふるえるばかりで言葉を紡いではくれなかったし、なにより答えを聞くことが怖くてたまらなかった。

　冬馬が知っていると答えても、知らなかったと答えても、深雪はその場に崩れ、立ちあがれなくなってしまうだろう。

　動くことも声を発することも叶かなわぬまま、震える瞳でじっと彼を見つめていると、彼は穏おだやかな表情と声こわ音ねで、「急ごう」、もう一度そう言った。

　深雪は奥歯を食いしばって頷うなずいた。

「それじゃあ、俺おれの首に腕を回して。担がれるのは苦しいだろうから」

　言われるまま、深雪は姿勢を低くした冬馬の首に両腕を回した。すると冬馬の腕が脚の後ろに宛あてがわれ、深雪はその腕に抱えあげられた。

「しっかりつかまってて」

　深雪が頷くと、冬馬もまた頷いて駆け出した。

　彼の肩に顔を埋めるようにうつむき、深雪は打ち震えた。




　それから間もなく、冬馬と深雪は静しず華かたちとの合流を果たした。

　原はら宿じゆく駅に程近い雑居ビルの地下駐車場。静華たちはそこにいた。

　そのビルは、建物それ自体は地じ震しんにより半はん壊かいしていたが、地下はさしたる被害は受けていなかった。天井と壁かべの一部が崩れているだけで、火の気もない。

「あっ！」

　地下に入ってきた冬とう馬またちの姿を真っ先に見つけたのは、由ゆ花かだった。

「冬馬さぁん！」

　転がるように駆けてくる。

　冬馬は小さく微笑ほほえむと、左腕に抱えていた深み雪ゆきを下ろして、脚に抱き着いてきた由花の頭に掌てのひらを載せた。そして髪をくしゃっと撫なでてやると、由花は瞳ひとみを潤うるませ、やがて大声で泣き始めた。

　冬馬は、今度は苦笑して、

「深雪さんを取り戻してきたよ」

　言った。

　すると由花は、しゃくりあげながら冬馬の傍らに立つ深雪の脚にしがみつき、

「深雪さぁん！」

　また大声で泣いた。

──本当に、今日は由花を泣かせてばかりだな……。

　独白して、泣きじゃくる由花から深雪の横顔に目を移した冬馬は、深雪が死人のように青ざめた顔をしているのに気づいて、眉まゆをひそめた。

　表情も酷ひどく強こわばっていて、由花との再会を喜んでいる様子はない。

　やはり、どこか痛めているのだろうか。

「みゆ──」

　問おうとした瞬しゆん間かん、ひゅっ、と空を切る音がした。

「え……？」

　正面に向き直った冬馬は、

　ぱこんっ。

「いでっ！」

　顔面に空き缶かんの直ちよく撃げきを受けて、大きくのけ反ぞった。腕から縁ゆかりが落ちかけた。

「……は、鼻にきた……」

　深雪の様子に気を取られていたうえに、炎を防ぐために纏まとった極彩色の光は既に解いてしまっていたので、かなり効いた。

「ううっ……」

　涙目になっていると、

「なにがどうなってるのか、説明しな」

　空き缶を投げつけた犯人──無論、静しず華かだ──が、荒っぽく髪を搔かきあげながら言った。

　その隣となりでは、口をへの字に曲げた真ま矢やが、片足を踏み出した格好で固まっている。深み雪ゆきの姿を認めて駆け寄ろうとしたが、由ゆ花かに先を越されてしまったために、動くに動けなくなった──大方、そんなところだろう。

　真矢の隣は鷹たか秋あき。彼の背中には、どういうわけか睦むつ美みがおぶわれており、さらにその隣に立つ橘たちばなの腕には、見知らぬ男の子が抱かれていた。

　冬とう馬まと別れた後、静しず華かたちの方にも色々とあったようだ。

「さっきのバカでかい地じ震しんと神鳥の大群はなんだ？　なにが起きてる？　それに静しず馬まはどうした？　妖よう魔まの親玉は倒したのか？　その小わきに抱えてる子供は？」

　静華に矢継ぎ早に問われた冬馬は、

「順を追って話すよ」

　深雪の様子を気にしつつ、そう返した。




　桜さくらは、一分でも一秒でも早く倒さなければならない存在だ。

　桜を生かしておけばおくほど、街が消え、人の命が失われてゆく。

　話し込んでいる時間はない。

　橘から上着を借りて羽は織おった冬馬は、静華たちと別れてからここに至るまでの出来事を、要点だけを拾って話した。

　巨大妖魔の正体が響ひびき忍しのぶであったこと。

　それを自分が倒したこと。

　香か沙ざ薙なぎ桂けいが、『最さい後ごの月つき』で力を解放したこと。

　そして、桜が桂の肉体に精神を移し、強大無比な力を手に入れてしまったこと。

　桜と桂が敵対している理由を知らない深雪のために、桂が恋仲にあった異母妹を桜に操り人形にされているということも話した。

　静馬については、冬馬は[image: 噓]うそをついた。

　静馬は響との闘たたかいで負傷し、冬馬が戦場に到着するのと入れ換わりに、その場から退ひいた、と──。

「怪け我がっていっても、命にかかわるようなものじゃなかったから、心配はいらないよ。今いま頃ごろはきっと、俺おれたちみたいに火の手の届かないところに避ひ難なんして、傷の手当をしてるんじゃないかな」

　苛か烈れつ極まる状況の中、皆の──なにより姉の心を乱したくないという気持ちが、冬馬に[image: 噓]をつかせた。

　兄の死、という事実を口にしたくないという気持ちもあった。

「とりあえず無事なことがわかって良かったぜ。ま、あのメガネは殺されて素直にくたばるほど可愛かわいげのある奴やつじゃねえから、心配なんてしてなかったけどな」

　冬とう馬まの言葉に、鷹たか秋あきが軽く笑った。ひび割れた地面にあぐらをかいている彼の隣となりでは、男の子を膝ひざに乗せた睦むつ美みが、胸に手を当てて安あん堵どの息をついていた。

「静しず馬まさんが盾になって、あたしとこの子を逃がしてくれたの。もし静馬さんが助けてくれなかったら、あたしもこの子も、きっとあのでっかい怪物に殺されてた……」

　今し方、睦美はそんな風に話していた。

　彼女の静馬を案じる気持ちは、人一倍だったに違いない。

　鷹秋の向かいで腕組みして立っていた真ま矢やは、鷹秋の言葉にうんうんと頷うなずいている。

　橘たちばなと、冬馬の隣に座っている由ゆ花かも、睦美と同様に安堵の表情を見せていたが、静しず華かだけは違った。

　冬馬の向かいで壁かべに寄りかかっている彼女は、あさっての方を向いて沈ちん黙もくしている。髪を束ねていたゴムは外されており、その横顔はすっかり髪に覆おおわれていた。

──姉様……。

　お見通しなのかもしれない、と冬馬は思った。

──俺おれの[image: 噓]うそが姉様に見破られなかったことなんて、一度もないもんな……。

　静華は、静馬の死を悟っていて、あえてなにも言わずにいるのだ。

　冬馬と同じように、皆の心を乱したくないと考えてのことだろう。

　やはり、冬馬と同じように、弟の死、という事実を口にしたくないという気持ちもあったのかもしれないが、その心中を訊たずねることは、今この場では許されないことだった。

[image: ]

　桜さくらに囚とらわれていたはずの深み雪ゆきが、なぜ、渋しぶ谷やまでやって来られたのか──それについては深雪自身の口から語られた。

「香か沙ざ薙なぎ桂けい……あの人が、『院いん』に閉じ込められていたわたしを連れ出してくれたんです」

　うつむき加減で、それもどこか弱々しい声で言った深雪に、皆、怪け訝げんな顔をしたが、誰だれもなにも言わなかった。

　疲労と緊きん張ちようで元気を失なくしている。皆、そんな風に解釈したのだろう。

　深雪の様子は明らかにおかしい。

　疲れている、緊張しているというよりは、なにかに怯おびえているように見える。

　最初は、街の惨状に竦すくみあがってしまったのだろうと思っていたが、どうもそういう雰囲気ではない。

　訊ねるべき、だったのだろう。

　しかし、どうにもはばかられてしまい、結局訊ねないまま、冬とう馬まは話を進めた。

「これからのことなんだけど──」

　皆の視線が深雪から冬馬に移る。

　冬馬は橘たちばなに向けて言った。

「長距離の空間転移は使えますか？」

「へ？」

「この一帯は戦場になります。橘さんには、みんなを安全なところまで送り届けてもらいたいんです」

「冬馬くん、それって──」

「待てよ」

　鷹たか秋あきが割って入った。

「月つき森もり……おまえ、まさか一人で桜さくらの野郎と闘やり合うつもりじゃねえだろうな？」

　厳きびしい目で見み据すえてくる鷹秋。

　真っ向から受け止めて、冬馬は頷うなずいた。

「桜とは、俺おれ一人で闘たたかう」

「ぬかしてんじゃねえ！」

　鷹秋の怒声が地下内に響ひびいた。

「いくらおまえがラグナウルフだからって、あんなバカでかい地じ震しんを軽々と起こしちまうような化け物とサシで闘り合って、勝てるわけねえだろうが！　俺も闘うぜ！」

「僕もだ」

　真ま矢やが、相変わらずの愛あい想そうのかけらもない口調で言った。

「『長おさ』は姉さんを攫さらった。この手で一いち撃げきくれてやらないと気が済まない」

　冬とう馬まは、薄うすく苦笑して口を開いた。と、

「やめな」

　静しず華かの声が、冬馬の言葉を塞ふさいだ。

「『長おさ』は正真正銘の化け物だ。もう事態は、あたしやあんたたちにどうこうできるレベルをとっくに超えちまってる」

　静華の視線が鷹たか秋あきから冬馬に移る。

「そうだろ？」

　その問いに、冬馬は無言で頷うなずいた。

「けどよ──！」

「そんなに犬死にしたいってんなら、あたしは止めないけどね」

　食ってかかろうとした鷹秋を、静華はぴしゃりと制した。

「あんたが死ぬと、睦むつ美みちゃんが天涯孤独になっちまうよ。それでも構わないなら、行って殺されてきな」

　言葉に詰まる鷹秋。彼は隣となりの妹をちらりと見やると、舌打ちして、わななかせていた拳こぶしを収めた。

「そっちはどうする？」

　問われた真ま矢やは、憮ぶ然ぜんとした顔で静華から目を逸そらした。

「行かない方がいいよ」

　橘たちばなが言った。

「尋常じゃないよ……『長』の魔ま力りよくは。獣じゆう聖せいが……ううん、日本中の獣人が束になってかかっていったって、歯が立たないよ……」

　橘の声はかすかに震ふるえていた。

　寒さで震えているわけではない。術者である彼は、桜さくらの振り撒まいている魔力を、静華や鷹秋以上に敏感に感じ取っているのだ。

「で、おまえはどうなんだ？」

　ため息を一つ落として、静華が再び問いかけてきた。

「『長』にしてみれば、あたしらもおまえも五十歩百歩……勝算はあるのか？」

「古き月の力があるから」

　冬馬は短く答えた。

「古き月の力？」

　聞き覚えのない単語に、静華は眉まゆをひそめ、橘を見た。

　橘は眉を八の字にして首を振った。

「なんだ、その、古きなんとかってのは？」

　訊たずねてくる鷹秋。

　真ま矢やも冬とう馬まに訝いぶかしげな表情を向けている。

「月と心を重ねることのできる者が月より与えられる力……そんな風に言い伝えられている力だよ」

「説明になってねえぞ」

　鷹たか秋あきに顔をしかめられた冬馬は、人差し指で頰ほおを搔かきながら、「うーん」と唸うなった。

「口で説明するのはすごく難しいんだけど……とにかく大きな力だよ。それが俺おれに宿ってるんだ」

「ますますわかんねえ。かつ[image: 噓]うそくせえ」

「えーっと……」

　今し方言ったとおり、古き月の力を言葉で語るのは難しい。

　説明すればするほどに、聞いている側は混乱してゆくだろう。

　古き月の力を理解できるのは、古き月の力を宿す者だけだ。古き月の力に関する言い伝えが曖あい昧まい模も糊ことしているのは、そのあたりが原因になっている。

　困っていると、

「妖よう魔まの親玉を倒したのは、その力か？」

　静しず華かが問いかけてきた。

　冬馬は頷うなずく。

「みんなよりも鼻の利かない俺が、姉様たちの居場所を知ることができたのも、古き月の力のおかげだよ」

「それって、その古き月の力で、嗅きゆう覚かくを高めたってこと？」

　橘たちばなの問い。

「そうです」

　頷くと、橘は、「へえーっ」と感嘆の声をあげた。

「闘たたかい以外にも使えるんだね、古き月の力っていうのは。嗅覚を高める他ほかには、どんなことができるのかな？　当然、腕力とか脚力とか、身体能力は全般的に強化できるよね？　治ち癒ゆとかはどう？　やっぱり力の性質は魔力よりも獣じゆう気きに近いのかな？」

　好奇心に目をキラキラさせて、橘は質問を雨あられとぶつけてくる。

「ええっと……」

　返答に窮きゆうしていると、

「くだらない質問は、事が片づいてからでいい」

　静華の声が割って入ってきた。

「……くだらないなんて言うことないのに……」

　不満げな顔でぶつぶつ言っている橘を無視して、静華は続けた。

「一番肝心なことだけ訊きく。その古き月の力ってので、『長おさ』に勝てるのか？」

　深み雪ゆきを除いた全員の視線が再び冬とう馬まに集まる。

　一呼吸してから、冬馬は答えた。

「力の大きさでいうなら、上うわ手てなのは桜さくらの方だよ。俺おれの力を十とするなら、桜は十二とか十三とか……それぐらいはあると思う」

「冬馬さん……」

　由ゆ花かが、今にも泣き出しそうな顔で上着の袖そでを握りしめてきた。

「厳きびしい闘たたかいになると思う。けど──」

　袖を握る由花の小さな手に掌てのひらを重ねて、冬馬は微笑ほほえみかけた。そして正面に向き直り、きっぱりと言った。

「俺は必ず勝つよ」




「それじゃあ術の準備を始めるから、みんなはちょっと下がってて」

　言いながら立ちあがった橘たちばなは、駐車場の中央まで歩くと、そこで両手の指を複雑に絡め合わせて精神集中を開始した。

　すぐにその額ひたいに珠たまのような汗が浮かぶ。

　響ひびきの妖よう魔ま群との闘いから多少は時間が経たっていたが、その間じっと休んでいたわけではないので、橘の魔力はたいして回復していない。長距離の、しかも大人数を転移させる空間転移は相当に辛つらいはずだ。だが、彼は、

「今の僕の魔力じゃあ転移できる距離はたかが知れているけど……でも、うん、頑張らせてもらうよ」

　笑いながらそう言ってくれた。

──橘さん……すみません……。

　冬馬が心中で詫わびていると、

「月つき森もり、下がってようぜ」

　後ろから鷹たか秋あきに声をかけられた。

　ひび割れたコンクリートの地面には、橘を中心にして、青く輝かがやく法ほう陣じんが浮かびあがろうとしていた。冬馬が腰を下ろしている場所も陣の範はん囲い内に入っている。

　術者でない者が陣の中にいると、陣の完成を妨げてしまう。

　頷うなずいて、冬馬は、傍らで今も意識なく横たわっている縁ゆかりを抱えて立ちあがった。

　異変は、既に出入り口の前まで下がっていた皆の方を振り返り、数歩歩いた瞬しゆん間かんに襲おそいかかってきた。

　なんの前触れもなく脚から力が抜け、視界を暗幕で遮断されたかのようになにも見えなくなってしまったのだ。

　よろめいて、冬馬は横手の壁かべに片手をついた。

「く……そっ」

　身体からだを折り、場の誰だれにも聞こえない小声で吐き捨てる。

──古き月の力でも、病巣は抑えきれないのか……！

　思い、歯を食いしばると、視界から闇やみが晴れて鈍にび色いろの地面が見えた。

　深呼吸して、驚おどろきと焦りに乱れていた息を整える。

　そこに声がかけられた。

「月つき森もり、どうかしたのか？」

　面おもてをあげた冬とう馬まは、目の前にやってきた青せい龍りゆう刀とうを担いだ青年の顔を見て、眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「き、君……は……？」

「は？　なに言ってんだ、おまえ？」

　青年は顔をしかめる。

「冬馬さん、どうしたの？」

　小走りにやってきた少女が、不安げに訊たずねてきた。

　冬馬は、くっきりした眉まゆを寄せているその少女と目を合わせ、そしてすぐに逸そらした。

──そんな……なんで……。

　壁かべについていた手を額ひたいに宛あてがい、冬馬は頭を振った。

　わからなかったのだ。

　青年と少女の名前が。

　冷たい汗が背筋を走る。

　冬馬は、恐る恐る青年の後方に目を向けた。そして、そこにいる五人の人物を順に見ながら、彼らの名前を呟つぶやいていった。

　深み雪ゆきと静しず華か。

　呟くことができた名前は、二人分だけだった。

　青龍刀の青年の妹と、彼女に手を引かれているパジャマ姿の男の子、深雪の弟の名前は、出てこなかった。後方で術の準備をしている男性の名前も。

「なにぶつぶつ言ってんだ？　深雪さんと姐あねさんがどうかしたのかよ？　おい、月森、おい──」

　青龍刀の青年の呼びかけは、冬馬の耳には入っていなかった。

──そうだ……さっきだって同じように深雪さんの名前を忘れたけど、すぐに思い出すことができたんだ。今度だって……。

　自らを落ち着かせるために、冬馬はまた深呼吸をした。

──でも、他人の名前がわからなくなるなんて、こんな症状は初めてだな……。

　一いつ瞬しゆん、目が見えなくなり、よろめきはしたものの、身体からだの痛みも喀かつ血けつもない。

　これまでにない症状に戸惑っていると、少女に上着の裾すそを引っ張られた。

「冬とう馬まさん、汗びっしょりになってるよ？」

　そう言うと、少女はコートのポケットからハンカチを取り出し、「はい」と両手で差し出してくれた。

「ああ、ありがとう……」

　礼を言ってハンカチを受け取った瞬しゆん間かんだった。

　冬馬にその声が聞こえたのは。

「え……？」

　ハンカチを握りしめて、冬馬は目を見開いた。

「月の……声……？」

　思わず洩もれた呟つぶやきに、少女は首を傾かしげ、青せい龍りゆう刀とうの青年は、「だから、さっきからなにぶつぶつ言ってんだよ？」、尖とがった声をぶつけてきた。

　しかし、やはり彼の声は冬馬の耳には入らなかった。

　この時、冬馬の耳には、この星でただ独り、冬馬にしか聞くことのできない声が聞こえていたので。




　その声は、冬馬に一つの事実を告げた。

──本当……なのか……？　それは……？

　冬馬は目を閉じ、心の中で声の主に問いかけた。




──俺おれが深み雪ゆきさんやみんなの名前を忘れたのも、そのせい……なんだね……？




──だったら……俺に残された時間は、あとどれだけあるのかな……。




──そうか……うん、わかったよ……ありがとう……。

　冬馬は瞼まぶたを開き、小さく息を吐いた。そして深雪に目を向ける。

──深雪さんは気づいてたんだな……。

　今もうつむいている深雪の姿に、冬馬は僅わずかに目を伏せた。

──俺がもう死んでるってことに……。

　恐らくは匂においで悟ったのだろう。

　冬馬は、月の声に言われるままに鼻を利かせてみて、ようやく気づいた。

　自分の身体からだから、少しも生命の匂いがしていないことに。

　先程、地上で深雪が急に抱き着いてきたのは、あれは、心音の有無を確認するためだったのだ。

──深み雪ゆきさん……ごめん……。

　冬とう馬まが死んでいることに気づいた際の深雪の驚おどろきは、いかばかりだっただろうか。

　そして今、一言も発することなくうつむいている深雪の心を支配しているのは、どんな思いだろう。

　哀かなしみか、恐怖か、あるいは絶望か。

　罪悪感が冬馬の胸を抉えぐった。

　自分が既に死んでいるという事実よりも、深雪に辛つらい思いをさせてしまっていることの方が、冬馬には苦しかった。

──深雪さん以外には気づかれていないのが、不幸中の幸いだな……。

　少女が貸してくれたハンカチを汗に濡ぬれた首に当てて、冬馬は伏せていた目をあげた。

　静しず華かも、青せい龍りゆう刀とうの青年も、深雪の弟も、皆、負傷と消耗で感覚や注意力が鈍っているのだろう。そうでなければ、誰だれかが冬馬が生命の匂においを失っていることに気づいていたはずだ。

　思いつつ、深雪たちの方から目の前の青年に視線を移すと、

「やっと反応しやがった」

　彼は青龍刀の峰でポンポンと肩を叩たたきながら、呆あきれ口調で言った。

「いくら呼んでもボーッとしたまま、うんともすんとも言いやしねえ。かと思ったら、急にぶつぶつ言い出したりしてよ……ホントにどうしちまったんだ？　もしかして、あれか？　そのなんとかっていう指輪の副作用か？」

「ああ……うん」

　冬馬は曖あい昧まいに頷うなずいた。

「でも、大丈夫。ちょっと立ちくらみがしただけだから……」

　軽く笑いかけると、青年は一いつ瞬しゆん、逡しゆん巡じゆんするような表情を見せた後、耳元に顔を寄せてきて、

「ちょいとしんどくても、顔はキリッとさせておけよ？　でないと、深雪さんやそっちの小っちゃい彼女を不安にさせちまうぜ？」

　少女に聞こえないよう囁ささやき、冬馬の二の腕をバシッと叩いた。少し痛かった。

　少女は、冬馬と青年の顔を交互に見て、首を傾かしげている。

「うん……ありがとう」

　笑って応こたえると、青年が、今度は空いている方の腕を差し出してきた。

「……？」

「そのクソ生意気なガキは、俺おれが預かっとくぜ」

「え……あ？」

　青年に言われて、冬馬は自分が少年を抱えていることを思い出した。

　金褐色の髪をしたその少年は、御み堂どう巽たつみの息子だ。

　御堂巽の名前は覚えていたが、少年の名前はわからなくなっていた。

──これが代だい償しよう……。

　月の声は言っていた。

　古き月の力は万能ではないと。

　死に抗あらがいきることなどできはしないと。

　生命を失った冬とう馬まの身体からだは、今、古き月の力を仮の生命とすることで動いている。

　しかし、その時間には限りがある。

　そしてさらに、古き月の力を仮の生命とするには、代償が必要だった。

──記き憶おく……。

　それが、既に亡き者であるはずの冬馬が、桜さくらと闘たたかうために支払わなければならない代償だった。

──俺おれの記憶は、これからどんどん壊こわれていく……楽しかったことも、辛つらかったことも、思い出は全部失われていく……。

　大切な人たちのことも、名前だけでなく、いずれは存在そのものさえ忘れていってしまうだろう。

──そして、すべての記憶を失った時、俺は……。

　抱えている少年をぼんやりと目に映し、独白していると、

「なに、またボーッとしてんだよ？」

　青せい龍りゆう刀とうの青年に胸を小突かれた。

「あ、ご、ごめん……」

「ったく……ホントに大丈夫かよ？　ほれ、ガキを渡しな」

「うん……頼むよ」

　冬馬は、少女に借りたハンカチをズボンのポケットに突っ込み、抱えていた少年を青年に預けた。

「バカみてえに軽いな、こいつ」

　青年は肩から青龍刀を下ろすと、無造作に、というよりは、むしろ乱暴に、少年を担いだ。

「傷はもう治ってるみたいだから、直に目を覚ますと思うよ」

「起きたら一発ぶん殴っていいか？　深み雪ゆきさんかっ攫さらったうえに、目つきが悪いだの頭が悪そうだの、なめた口利きまくってくれたからな、このガキは」

「……あんまり手荒にはしないであげて欲しいけど……」

「ま、ガキだしな。ちょっとは手加減してやるよ。真ま矢やの奴やつは思いっきりやりそうだけどな」

　言って、青年はニッと歯を見せた。

「……真矢……くん」

　青年が口にしたその名は──そう、深雪の弟のものだ。

──そう……そうだ……深雪さんの弟の名前は真矢……それで彼は……。

　目の前の青年の顔をまじまじと見る。

──鷹たか秋あき……南なん原ばら鷹秋くんだ……。

「ん？　俺おれの顔になにかついてるのか？」

「いや……なんでもないよ」

　首を振りながら、冬とう馬まは内心で安あん堵どの息をついた。そして、

──真ま矢やくんと鷹秋くん……。

　思い出すことのできた二つの名前を、少しでも長く覚えていられるよう、心の中で反はん芻すうした。

　その直後、背後で声があがった。

「陣に力が満ちたよ！」

　振り返り、完成した法ほう陣じんの眩まぶしさに目を細めた冬馬は、鷹秋に向き直って言った。

「その子のこと頼むよ。もう無む闇やみに人を傷つけたりはしないと思うから……」

　少年が狂ったように叫びながら桜さくらをめった刺しにし、大声で泣きじゃくっていた場面が思い出される。

　彼の心を歪ゆがませていたものは、少なからず吐き出されたはずだ。

「おう、頼まれたぜ」

　鷹秋は頷うなずくと、少年を担ぎ直しながら冬馬の横を通り、メガネの男性の側そばに移動した。

　静しず華か、真矢、男の子を抱いている鷹秋の妹が、鷹秋に続いて法陣内に入ってゆく。

　深み雪ゆきだけが動かない。彼女の顔は未いまだ伏せられたまま、露あらわになっている細い肩は小刻みに震ふるえている。

──深雪さん……。

　声をかけようと口を開いた時、「冬馬さん」、呼び声とともに、上着の裾すそが引っ張られた。

　視線を落とすと、そこには少女の笑顔があった。

　冬馬は、胸がしめつけられる思いがした。

　少女のその笑顔が、不安な気持ちを懸けん命めいに嚙かみ殺して作られたものであることがわかってしまったから。

　実際、冬馬の上着を握る少女の手は震えていたし、目には涙の粒が見えた。

「由ゆ花か……」

　自然とその名前が口をついて出た。

──良かった……。

　少女の名前もまた、記き憶おくの中から完全には失われていなかったのだ。

「由花……」

　その名前を、今度は嚙みしめるように口にして、冬馬は身を屈かがめた。

　そして、今にもあふれそうになっていた由花の涙を、指で少し荒っぽく拭ぬぐってやった。

　すると由花は、おもむろに後頭部に手を伸ばし、髪をポニーテールにしていた白いリボンを解ほどいた。

　さらっと音をたてて、髪が肩と背中にこぼれる。

「冬とう馬まさん、これ……」

　そう言うと、由ゆ花かは目をしばたたかせている冬馬の左の手首にリボンを結びつけた。

「あたしは、いつでも一緒だから……冬馬さんが独りで闘たたかってる時も、ずっと一緒にいるから……だから……」

　懸けん命めいに保っていた由花の笑顔は、そこで崩れた。

　大きな瞳ひとみからポロポロと大粒の涙をこぼしながら、由花は言葉を続けた。しかし、しゃくりあげながらであったために、ほとんど言葉にはならなかった。

「ありがとう……由花……」

　冬馬は微笑ほほえんで、また由花の涙を拭ぬぐった。

──本当にありがとう……。

　心中で付け足したその言葉は、由花だけではなく、皆に向けたものであった。

　恐らくは静しず馬まの死を悟っていながらも、気丈にその哀かなしみをこらえてくれた姉・静しず華か。

　疲労困こん憊ぱいの身を押して、皆を安全圏に避ひ難なんさせる役を買ってくれたメガネの男性。

　励ましてくれた鷹たか秋あき。真ま矢やも敵と闘ってくれた。

　皆が支えてくれている。

[image: ]

　冬とう馬まは、たくさんのものを失った。

　父と、兄と、そして自らの命と──。

　守れなかったものの、なんと多いことか。

　しかし──。

──俺おれにはまだ、守りたいものが……守りたい人たちが、こんなにもいる……。

　由ゆ花かがリボンを結んでくれた左手をぎゅっと握りしめて、冬馬は立ちあがった。

「さあ、由花も陣の中に入るんだ」

　促すと、由花はあふれる涙を拭ぬぐいながら頷うなずいて、法ほう陣じんの中に入った。

「そのリボンはこの子の一番のお気に入りのやつだ。失なくすんじゃないよ」

　由花の頭をポンポンと叩たたきながら声をかけてきた静しず華かに、冬馬は頷いて応こたえた。

　リボンを見やり、思う。

　これは由花の──いや、自分を支えてくれるすべての人たちの心だと。

──記き憶おくが壊こわれて、俺がみんなのことを忘れてしまっても、みんなの心はここにある。ずっと俺と一緒にいてくれる……。

　思って、目を細めていると、

「深み雪ゆきさんも、早く陣の中に入って！」

　橘たちばなから声があがった。

　冬馬は視線をあげて振り返った。

　深雪と目が合う。

　長らく面おもてを伏せていた彼女の瞳ひとみは、潤うるみ、震ふるえていた。

　捨てられた子犬のようだと、冬馬は思った。

　誰だれよりも微笑ほほえみの似合う彼女に、そんな表情をさせてしまっている自分が恨めしくてならなかったが、冬馬は心中とは裏腹の笑顔で、彼女に法陣に入るよう声をかけた。

　正真正銘、これが最後の別れだ。

　できうるならば、深雪には、あの日だまりのように温かな笑顔で見送ってほしかった。

　しかし、深雪は冬馬が既に死んでいるということに気づいている。

　そんな彼女に、笑顔で見送ってくれ、などと言えるわけがない。

　だから、せめて、自分だけは笑顔でいよう──冬馬はそう思っていた。

　深雪との別れを、ただ悲痛なだけのものにしたくはなかったから。

　促された深雪は、苦しげにうつむいて歩き出した。

　その足は、しかし法陣内に入る前に止まってしまった。

　目の前で立ち止まった深雪の背中に手を添えて、冬馬は再度彼女を促した。

　すると深雪は、バッと顔をあげて口を開いた。だが、

「……」

　叫ぶように開かれた口は、言葉を紡ぐことなく閉ざされた。

「深み雪ゆきさん……」

　震ふるえる唇を嚙かみしめて、深雪は冬とう馬まの胸に飛び込んできた。そして言った。

「わたし……わかりませんっ」

　胸に顔を埋めて発せられたその声は、冬馬の耳には少しくぐもって聞こえた。

「自分がどうすればいいのか、どうしたいのか、なにを言えばいいのか、なにを言いたいのか……全然わからなくて……わたし……わたし……っ」

「うん……」

　小さく頷うなずいて、冬馬は崩れ落ちそうになっている深雪を淡く抱きしめた。

「なにも言わなくていいよ……こうしていれば、全部伝わるから……」

　幼子をなだめるように、ぽんぽんと背中を叩たたく。

　深雪は瘧おこりのように震え、嗚お咽えつのような声を洩もらしてはいたが、涙だけは流していなかった。

　冬馬には伝わっていた。

　深雪が、この別れが永遠の別れであるという事実を、必死に受け止めようとしているということを。

　最後の別れを、ただ悲痛なだけのものにしたくはない。

　深雪もそう思っているのだ。

　しかし、感情がついていかない──。

　ついていくわけが、ない。

　深雪は言っていた。なにを言えばいいのかわからない、と。

　冬馬は思う。それは自分も同じだ、と。

　必ず帰ってくるから。

　そう言えれば、言ってやることができれば、どんなにいいだろう。

　しかし、それは許されないこと──。

　現在の冬馬に許されていることは、ただ一つ。

　桜さくらと闘たたかうこと。

　ただ、それだけ。

　深雪の髪にそっと口づけして、冬馬は腕を解ほどいた。

　深雪は深く顔を伏せて冬馬から離れ、法ほう陣じん内に入った。

　冬馬は軽く瞼まぶたを下ろし、一度深呼吸してから、陣の中央で今も指を絡めているメガネの男性に向けて言った。

「お願いします」

　男性は童顔を引きしめて頷いた。

　法陣が一際に輝かがやき、駐車場内を青く染めてゆく。

　その光の中で、由ゆ花かは静しず華かの上着の裾すそを握りしめて、しゃくりあげていた。

　静華は表情なくこちらを見つめていた。

　鷹たか秋あきは青せい龍りゆう刀とうを掲げて笑っていた。

　真ま矢やは、そっぽを向いていた。

　鷹秋の妹は心配そうな顔をしていた。彼女に抱かれている男の子は、心配そうな顔をしている彼女を、やはり心配そうな顔で見あげていた。

　そして深み雪ゆきは、深く顔を伏せたまま、震ふるえる手を胸の前で重ね合わせていた。

　音もなく光が弾はじけた。

　目を焼かれぬよう顔を背けた冬とう馬まは、光が薄うすれるのを待ってから正面に向き直った。

　そこにはもう、誰だれの姿もなかった。

　冬馬は、手首に巻かれた由花のリボンに掌てのひらを重ねて、穏おだやかな声こわ音ねで言った。

「さようなら……みんな」




　地下駐車場から外に出た冬馬は、肌に火がつきそうなほどの熱気に嘆息した。

　いくら首を巡らせてみても、目に映るのは炎ばかり。

　原はら宿じゆくの街並みは、もはや完全に失われていた。

「深雪さんたちが避ひ難なんした先までこうなっていなければいいけど……」

　冬馬は空を仰いだ。

　桜さくらが張りめぐらせた炎は既に消えていたが、地上で激しく逆巻く炎に照らされ、夜空は今もまだ緋色に染まっていた。

「まずは、この火を消さないとな……」

　地上をこのまま火の海にしておくわけにはいかない。深雪たちの命にもかかわる。

　冬馬は右の掌を顔の前に運び、薬指に嵌はめられた銀色の指輪を見た。

　用いる度に冬馬の生命を削り、そして死に至らしめたその指輪──『久く遠おんの月つき』は、砕けていないのが不思議なほど、ひびだらけになっている。

　響ひびき忍しのぶにとどめを刺すために変身した際に、砕け散ってしまうだろうと思っていたが、奇跡的にもってくれた。

　古き月の力を百パーセント駆使するためには、やはり変身しなければならない。

　しかし、冬馬は、『久遠の月』を用いずには変身できない。

　もし、先程の変身で『久遠の月』が砕けてしまっていたとしたら、桜を討うつどころか、闘たたかうことさえできなくなっていた。

「この指輪にも、感かん謝しやしなくちゃいけないな」

　これまで我が身を蝕むしばんできた指輪が、急に希望の象徴のように思えてきて、冬馬は苦笑した。

　そして右手を眼前から左の手首に持ってゆき、そこに結びつけられていた由花のリボンを解ほどいた。

　身につけたままでは、変身した際に破れてしまう。

　リボンを軽く丸めてズボンのポケットにしまうと、冬とう馬まは右手を拳こぶしの形にして再び顔の前に運び、咆ほう哮こうした。

『久く遠おんの月つき』が虹にじ色に輝かがやき、黄金の光が全身から噴ふき出す。

　その光の中で上半身を狼おおかみへと変じた冬馬は、両腕を振るって光をガラスのように砕き散らし、最後の変身を完了させた。

　同時に、『久遠の月』が、りん、と鈴の音に似た音をたてて割れた。

　破片は虹色の燐りん光こうとなって、地に落ちることなく灼しやく熱ねつの空気に溶けた。

　燐光が完全に消えた後、冬馬は由ゆ花かのリボンをポケットから取り出し、左の──今度は手首よりもいくらか高い位置に結び直した。

　そして跳ちよう躍やくする。

　瞬またたく間に空の高みに至った冬馬は、踵かかとの下に生み出した獣じゆう気きの塊の上に立ち、由花のリボンが巻かれた腕を真っすぐ天に伸ばした。

　大きく広げられた掌てのひらの中心には、極彩色の光の点が灯ともっている。

──行け。

　念じると、古き月の力を凝ぎよう縮しゆくして生み出された光の点は、冬馬の掌から離れて上昇し始めた。

　一直線に、ぐんぐんと昇ってゆく。

　冬馬は、その光の点が視認できなくなったところで、再び念じた。

──弾はじけて、広がれ。

　刹せつ那な、冬馬の遥はるか頭上で無音の爆ばく発はつが起こり、空の色が一いつ瞬しゆんのうちに緋ひ色から極彩色に染め変えられた。

　掲げていた腕を下ろし、冬馬は、ふーっと長い息を吐いた。

　間もなく──。

　雨が降り始めた。

　雨雲どころか、薄うす雲ぐもの一つさえもない空から降るその雨の色は──空と同じ極彩色。

　冬馬は仰あお向むき、空と降りしきる雨の眩まぶしさに目を細めた。

　冬馬が降らせた極彩色の雨は、その実、光であって液体ではない。

　いくら浴びたところで、身体からだが濡ぬれるということはない。

　細めた目を眼下に向ける。

　深夜の空を緋色に染めるほどに激しく逆巻いていた炎が、綺き麗れいさっぱり消えていた。

　冬馬は軽く息を吐いた。

　光の雨を降らせた範はん囲いは都心部だけにとどまらない。神鳥の炎だけでなく、桜さくらが引き起こした大地じ震しんによって発生した火災も、すべて鎮ちん火かできたはずだ。

「火はうまく消せたけど……これで俺おれが生きていることが桜さくらにバレたな……」

　桜は、冬とう馬まが古き月の力を全解放したことも、その力で一時的に甦よみがえっていることも、知らなかったに違いない。

　もし、それらに桜があの場で気づいていたとしたら、冬馬が深み雪ゆきと縁ゆかりを連れてあの場から退くことはできなかっただろう。

──俺が生きていることがバレていないままだったら、不意打ちを仕掛けることもできたんだろうけど……。

　思いながら、冬馬は、桜の匂においのする方面に身体からだを向けた。

　距離はそう離れてはいない。渋しぶ谷やの中心街があったあたりから動いていないようだ。

「向こうが攻めてくるのを待つよりは、こっちから出向いた方が早いよな……」

　冬馬には時間がない。

　こうしている間にも、様々な思い出が失われていっているはずなのだ。

　桜との闘たたかい──短時間で決着をつけるつもりではいるが、二人の力に絶対的な差がない以上、どうしても長引いてしまうだろう。

　一分一秒が今は惜しい。

──急ごう。

　出向くことを決めた、まさにその瞬しゆん間かんだった。

「よもや生きているとは思わなかったぞ」

　背後からその声が聞こえたのは。

　冬馬は咄とつ嗟さに振り返り、視線をあげた。

　白髪に褐色の肌、真紅と蒼あおの瞳ひとみの男が、無数の神鳥を従えて虚空に立っていた。

　吹雪ふぶきのような火の粉と凄すさまじい熱気。そして男の放つプレッシャーに、冬馬は総気立った。

「さく──」

　冬馬が男の名を言い終えるよりも早く、男──桜の手が動いた。

　神鳥たちが一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。

　圧倒されていた冬馬は、迎げい撃げきはおろか回かい避ひすることさえできなかった。

　視界が緋ひに染まる。

　轟ごう音おんに空が震ふるえた。




　爆ばく炎えんは、未いまだ極彩色に染まったままの空を紅ぐ蓮れんに塗り変えるように広がった。

　その光景を、桜は炎の届かない高みから表情なく見下ろしていた。

──神鳥の一群に吞のまれたのだ。彼か奴やつの力がどれほどに増していたとしても、生きてはいられまい……。

　しかし──。

　桜さくらは首を巡らせ、色彩鮮あざやかに輝かがやく空を見渡した後、炎の支配から解放された地上に視線を落とした。

　あれだけ激しく、しかも広範はん囲いにわたって燃え盛っていた炎が、十秒足らずのうちに消し去られてしまった。

　月つき森もり冬とう馬まは、《蘭らんの封ふう界かい》で闘たたかった時とは比較にならないほど、その力を高めている。

　内に秘めていた古き月の力のすべてを解き放った、ということなのだろう。以外には考えられない。

──甦よみがえったのも、古き月の力によってか……。

　口く伝でんによれば、古き月の力は使い手に不老をもたらすという。死の淵ふちから舞まい戻ることができたとしても、そう不思議ではない。

──だが、骨のかけらも残さず灼やき尽くされてしまえば、甦ることもできまい。

　思った瞬しゆん間かん、桜の耳元で風が唸うなった。

　どこからか唐突に吹きつけてきたその風は、びょうびょうと唸りをあげて台風さながらに荒れ狂い、神鳥の爆ばく発はつによって広がっていた炎を吹きちぎった。

　そして露あらわになった黄金の人じん狼ろうの姿に、桜は小さく口元を歪ゆがめた。

　冬馬は、両腕を交差させた体勢で宙に留とどまっていた。

　十数羽もの神鳥をまともに喰くらったにもかかわらず、その金色の体毛は少しも血に汚れていない。

「古き月の力……いささか見くびっていたようだ……」

　独白しつつ、風で乱れた髪を撫なでつけた桜は、冬馬よりもいくらか高い位置にまで降下し、問いかけた。

「その力……『最さい後ごの月つき』を用いずに、如何いかにして解き放ったのだ？」

　ゆっくりと腕を下ろした冬馬は、その問いには答えず、真っすぐに見あげてきた。

　双そう眸ぼうには戦意が漲みなぎっている。臆おくしている気配は微み塵じんもない。

　桜は問いを変えた。

「古き月の力は使い手に不老をもたらすという……それは真まことであったか？」

　これには返答があった。

「俺おれは不老になんかなってない。古き月の力は、言い伝えにあるような……あんたが思っているような力じゃない。自分を慈いつくしむことしか知らないあんたには、決して理解できない力だ」

　桜は微笑した。

「そうか……ならば、貴様ではなく桂けいの肉体を奪った余の選択は、やはり正しかったというわけか」

　冬馬の言葉は偽りではないだろう。

　もし、口く伝でんにあるように、古き月の力が不老をもたらすものであるとすれば、太古から生き延びている古き月の力の使い手が幾人かは残っているはずだ。

　しかし、桜さくらが長い年月をかけて探したにもかかわらず、これまで古き月の力を宿した者は、冬とう馬まを除いては一人も見つかってはいない。

　やはり、古き月の力が不老をもたらすというのは、伝説にすぎなかったのだ。

　だが──。

──その力が龍りゆう人じんをも超えるほどに甚大であるという部分に関しては、口伝は誤ってはいなかったな。

　燐りんも言っていた。

　月つき森もり冬馬に眠る力は、桂けいに眠る力に匹敵するほどに大きい、と。

「面おも白しろい」

　猫ねこのように目を細め、桜は舌なめずりをした。

　ちょうど力試しの続きをしようと思っていたところだ。

　月森冬馬が古き月の力を極めているのであれば、力試しにこれ以上相応ふさわしい相手はいない。

「その力、どれほどのものか見極めさせてもらうぞ！」

　高らかに叫びつつ、梟きよう龍りゆうを封じてある珠たまを手中に出現させた桜は、それを投げ放ち、

「来きたれ──梟龍！」

　声を張りあげた。

　カッ。閃せん光こうとともに珠が四散し、そこに桜を桂の攻こう撃げきから守り通した四枚の翼つばさを持つ卑龍──梟龍が現れた。

　梟龍は、現れるや否や、身体からだの前で重ね合わせていた翼を広げ、顔の面積の六、七割を占めているであろう大きな眼めを限界まで見開いて、冬馬めがけて急降下を開始した。

　剣のような爪つめを振りかざし、頭上から襲おそいかかる。

　梟龍のスピードはさして速くはない。

　虚空を蹴けって飛び退のき、爪の一閃を難なくかわした冬馬は、そのまま落下することなく宙に留とどまった。獣じゆう気きの塊の上に立っているのではない。どうやら空を飛べるようになったらしい。

──力の扱いも、上達したようだな。

《蘭らんの封ふう界かい》で闘たたかった時の冬馬は、古き月の力を攻めの力として撃うつことしかできないでいた。

　古き月の力を全解放するのと同時に、駆使できるようにもなったようだ。

　薄うすく笑った桜を一いち瞥べつして、冬馬は梟龍に向けて片腕を突き出した。極彩色の光の点が掌てのひらの前に無数に瞬またたく。

　一いち撃げき目をあっさりと避けられた梟龍は、再び爪を振りかぶり、今度は正面から冬馬に仕掛けた。

　冬馬の光と梟龍の爪。先に放たれたのは冬馬の光の方だった。

　百本以上もの極彩色の光の矢が、梟きよう龍りゆうめがけて一直線にほとばしる。

　しかし、矢は梟龍に突き刺さることなく、すべてその眼前でフッと消失した。

　冬とう馬まの目が驚おどろきに見開かれる。

　そこに梟龍が肉にく薄はくした。

　振り下ろされた爪つめを、今度も飛び退のいてかわした冬馬は、すぐさま宙を蹴けり、一気に間合いを詰めて、梟龍の顔面に拳けん打だを放った。だが、矢の如ごとき勢いで突き出された拳こぶしは、梟龍の鼻先でピタリと止まった。

「無む駄だだ」

　桜さくらは鼻で笑った。

「拳で攻めようと同じこと……梟龍には届かぬ」

　梟龍の防御能力に死角はない。獣じゆう気きや魔ま力りよくだけではなく、拳や武器による攻撃も無力化できる。

　梟龍を倒す方法は、ただ一つ。

　桜は、己おのが手に握られている、黒塗りの鞘さやに収められた太刀たちに目をやった。

　あらゆるものを斬きり裂くことのできる、この太刀──魔ま剣けん・絶ぜつによる斬ざん撃げき。それが梟龍を討うつ唯一の方法だ。

　その絶が桜の手中にある以上、冬馬は決して梟龍に勝つことはできない。

　しかし、冬馬が解放した古き月の力が、燐りんの未来視どおり、桜の力に匹敵するほどに大きいものであるのならば、絶なしで勝つことも不可能ではないはずだ。

　眼下の対決に視線を戻す。

　梟龍が一方的に爪で攻め立てており、冬馬は、その猛攻をすべて紙一重で避けている。

「梟龍ごときにてこずるようでは、余の力試しの相手は務まらぬ。次に一撃放って、それで梟龍を仕留められぬようであれば──」

　独白の途中で、冬馬が動いた。

　袈け裟さ懸がけに振り下ろされた梟龍の爪を大きく飛びすさってかわした冬馬は、右腕を高く掲げた。すると天にかざした掌てのひらから極彩色の光があふれ、剣の形を成した。

　日本刀のような反りはなく、刃渡りは一メートル半ほど。刀身のまわりの空間が陽かげ炎ろうのように揺らいでいる。

　掌の上に浮かぶ、その光の剣をつかみ取って、冬馬は突進してきた梟龍を迎え撃うった。

　爪の一撃をかい潜くぐって、剣を一いつ閃せんさせる。

　極彩色の軌跡が虚空に描かれるとともに、梟龍の首が高く舞まった。

「──！」

　桜は目を見張った。

　冬馬は、極彩色の刃やいばをさらに振るって梟龍の胴を真っ二つに斬り裂くと、掌から光を放って、梟きよう龍りゆうの首と胴をともに消滅させた。

　その光景に、桜さくらは、目を大きくしたまま唇の端を吊つりあげた。

「ふっ……ふふっ……」

　笑みがこぼれた。

「ふふっ……ふふふふふっ……」

　肩と喉のどが歓喜に震ふるえる。

　倒したのだ。月つき森もり冬とう馬まは。

　絶対的な防御能力を持つ、魔ま剣けん・絶ぜつなくしては倒せないはずの梟龍を──いとも容易たやすく。

　桜は哄こう笑しようし、そして叫ぶように言い放った。

「合格だ、月森冬馬！　神鳥の炎に耐え、梟龍を屠ほふったその力、申し分ない！」

　桜の全身から魔ま力りよくが噴ふき出した。

　龍りゆう人じんであった頃ころを遥はるかに凌りよう駕がする、その甚大極まる魔力は、冬馬の力によって極彩色に染められていた空の色を、瞬またたく間に黒みがかった濃のう厚こうな赤に塗り替え、さらに一帯の空間に歪ゆがみと亀き裂れつを生じさせた。

　言わずもがな、眼下に広がる焦土にも、新たな地割れが次々と刻まれていっている。

　そんな中にあっても、冬馬は微み塵じんも臆おくすることなく、射い貫ぬくような眼まな差ざしを桜に向けている。

　桜は、荘そう厳ごんな舞ぶ台たいを演じるかのように両腕を大きく広げ、声高に言った。

「来るがいい、太古の力に祝福されし人じん狼ろうの子よ！　神の力を以もつて、冥めい府ふへと送り還かえしてくれる！」




　最後の闘たたかいの幕が開いた。







　びょうびょうと吹きすさぶ風が、立ち込める黒煙をちぎり、溶かしてゆく。

　激しくなびく髪を押さえながら、深み雪ゆきは空を見つめていた。

　ついさっきまで極彩色に輝かがやいていた空は、現在は黒みがかった濃厚な赤に塗り込められている。

「血の色みたい……」

　そう不安げな声で言ったのは、深雪の斜め後ろに立っている睦むつ美み。その脚には彼女が渋しぶ谷やで助けた男の子がしがみついている。

「いよいよ始まったみてえだな」

　睨にらむような目つきを空に向けて、鷹たか秋あきが言った。冬馬と別れる際に肩に担いでいた縁ゆかりは、今はわきに抱えられている。意識は未いまだ戻っていない。

　深雪の隣となりにいる真ま矢やも、やはり険しい顔で空を仰いでいる。

「大気の乱れ方が尋常じゃないし、空の色まで変わっちまってる……冬とう馬まが負けたら、この国は終わりだね……」

　深み雪ゆきと同じように、なびく髪を押さえながら、静しず華かはどこか力のない声で言った。

　そんな養よう母ぼを隣から見あげて表情を曇くもらせていた由ゆ花かは、きゅっと唇を嚙かみ、胸の前で両手を組んで、祈るような眼まな差ざしを血の色をした空に向けた。

　冬馬は決して負けない、必ず生きて帰ってくると、由花は静華にそう言いたかった。

（俺おれは必ず勝つよ）

　冬馬が言ったその言葉を、由花は誰だれよりも信じている。

　しかし、桜さくらの魔ま力りよくに当てられて激しく乱れた大気と、不吉な色に染まった空とが、由花に言葉を吞のみ込ませた。

　人じん狼ろうの力に目覚めたとはいえ、闘たたかいに関しては全くの素人である由花や、まだ人狼の力に目覚めてもいない睦むつ美みにも、吹き荒れる風に漂う桜の魔力が尋常のものではないということはわかる。

　空が血の色に染まり、風が荒れ始めた直後から、由花も睦美も悪寒と吐き気を覚えていた。肌も粟あわ立だっている。

「ううっ……は、吐きそう……」

　皆が空に目を向けている中、一人だけ瓦が礫れきに寄りかかって、がっくりとうなだれている人物がいた。橘たちばな春はる海みだ。

　術者であるがために魔力に敏感な彼は、一同の中で最も酷ひどく桜の魔力に当てられていた。

　静華や鷹たか秋あき、真ま矢やは、獣じゆう気きを纏まとうことで凌しのげるが、橘にその技術はない。

　無論、術を以もつてすれば凌ぐことはできる。しかし、魔力を振り絞って、皆をここ──池いけ袋ぶくろまで運んできた橘には、もう薄うすっぺらな結界を張ることもできなくなっていた。

──もっと離れたところまで転移できていれば、ここまで酷く当てられずに済んだんだろうけど……。

　胸をさすりながら、橘は視線だけを動かした。

　ＪＲ池袋駅──その東口の前だ。

　妖よう魔まの攻こう撃げきこそ受けていなかったものの、池袋一帯も地じ震しんによって酷い有り様になっていた。

　視界内の建物は、駅ビルを含めてほとんどが半はん壊かい、あるいは全壊していたし、サンシャイン60に至っては、その姿が見えなくなっている。

　冬馬と桜の闘いの余波から完全に逃れようと思ったら、もっと遠くまで避ひ難なんしなければならないのだろうが、橘の魔力ではここが精一杯だった。

「橘さん」

　ふと静華が橘を呼んだ。

「え……？」

　重たげに真っ青な顔をあげた橘たちばなに、静しず華かは言った。

「携帯電話を貸してもらいたいんだけど」

「携帯……？　構わないけど、どこにかけるんだい？」

　言いつつ、橘はポケットから携帯電話を取り出し、やってきた静華に手渡した。

「家だよ」

　答えて、静華はディスプレイに視線を落とした。

「ああ、そっか……さっきの地じ震しんの範はん囲い、都心部だけって感じじゃなかったもんね……」

　神妙な面持ちで言った橘に、「駄だ目めだ」、静華は苦々しい表情で携帯電話を返した。

「駄目って……なにが？」

「圏外になってる」

「え……あ、ホントだ」

　自分の目でディスプレイを確認した橘は、「電波が死んじゃってるんだね、きっと」、携帯電話をポケットにしまった。

「僕の家は京都だから大丈夫だと思うけど……静華ちゃんの方は心配だね……」

　橘の言葉に、静華は苦笑めいた笑みをよぎらせた。そして、

「家うちの亭主は、あれで結構しぶとい奴やつだからね。家が潰つぶれようが燃えようが、チビたち連れてしっかり逃げ出してるさ」

　再び空に顔を向け、遠くを見るように目を細めた。

　橘は静華の横顔を見つめた。

　ああは言ったが、やはり静華の胸は、夫や子供、それに弟を案じる気持ちで張り裂けそうになっていることだろう。

──本当は、今すぐ飛んで帰りたいんだろうけど……。

　橘の魔ま力りよくが尽き、すべての交通機関がマヒしてしまった今、移動手段は徒歩以外には残されていない。しかし──。

──徒歩っていっても、これじゃあな……。

　首を巡らせ、橘は嘆息した。

　どの方向に目をやっても、倒とう壊かいした建物がものの見事に道を塞ふさいでいる。

　どこも似たような状態だろう。人じん狼ろう族であってもこの悪路を往いくことは難しい。

「やっぱり、僕の魔力が回復するまでは身動きはできないな……うっ」

　呟つぶやいたとたんだった。

「うええっ」

　吐き気が込みあげてきて、橘は半泣きになった。

「おいおい……大丈夫かよ、春はるちゃん？」

　心配半分、呆あきれ半分の顔で鷹たか秋あきが声をかける。

「わ。唇、紫色になっちゃってますよ？」

　男の子の手を引いて橘たちばなに近づいた睦むつ美みは、橘の顔をのぞき込んで眉まゆをひそめた。

「魔ま力りよくに敏感っていうのも、善し悪しだね」

　橘を見やり、軽く息をついた静しず華かは、

「深み雪ゆきちゃん」

　振り向いて、じっと空を見つめ続けている深雪に声をかけた。

「橘さんにヒーリングを使ってやってくれないかい？　怪け我がってわけじゃないから、たいした効き目はないだろうけど、それでも少しは楽になるかもしれない」

　静華の声に、しかし深雪は振り返らなかった。

「……？」

　風の音で聞こえなかったのだろうか。

　怪け訝げんに思った静華は、歩み寄り、

「深雪ちゃん」

　再度呼びかけながら、彼女の肩に手を伸ばした。

　しかし、その手はむなしく空をつかんだ。

　静華の手が肩に触れようとした瞬しゆん間かん、いきなり深雪が走り出したのだ。

　静華は、一瞬目をぱちくりさせた後、「深雪ちゃん！」、慌てて深雪を追った。

　追いつくことはすぐにできた。

　細い肩を鷲わしづかみにして、無理やり深雪を振り向かせた静華は、深雪の目を見てハッとなった。

「深雪……ちゃん……？」

　大きく見開かれた深雪の瞳ひとみには、静華の顔が映し出されている。

　しかし静華には、深雪がこちらを全く見ていないということがすぐにわかった。焦点が合っていないのだ。

「……」

　かすかに唇を動かし、何事かを呟つぶやくと、深雪は静華の手を振り解ほどいて再び駆け出した。

「深雪ちゃん！」

　静華は、今度は腕をつかんで深雪を引き戻し、その頰ほおを平手で打った。

　よろめいた深雪は、少しの間の後、ゆっくりと静華に向き直り、目をしばたたかせた。

「し、静華……さん……？」

「目が覚めたかい？」

　両肩にそっと手を置いて話しかけると、深雪はすがるように静華のジャケットを両手でつかみ、声を震ふるわせた。

「静華さん……わ、わたし……わたし……っ」

　見開かれた瞳ひとみは、涙に揺れていた。

「わたし、行かなくちゃいけないんです！　冬とう馬まさんの側そばに！」

　泣き叫ぶような声で、深み雪ゆきは、目の前の静しず華かと駆け寄ってきた皆にそう訴えた。

　ずっと考えていた。

　自分はどうしたいのか。

　自分はどうするべきなのか。

　冬馬は既に死んでいる。そして彼自身、自分が生きてはいないということに気づいている。

　桜さくらに勝ったとしても、彼が帰ってくることはない。

　待ち受ける定めのすべてを受け入れて、彼は桜との闘たたかいに赴いていった。

　あの、ひび割れた地下駐車場での別離──深雪はなにも言うことができなかった。

　哀かなしくて、苦しくて、怖くて、悔しくて、泣きたくて──。

　けれど、冬馬を困らせたくなかったから、泣くことも引き留めることもできなくて──。

　ただ、涙をこらえることしかできなかった──。

　自分はどうしたいのか。

　自分はどうするべきなのか。

　橘たちばなの術で皆とともにあの場から離れ、冬馬の姿が目の前から失われた今になって、深雪はようやく答えを見つけることができた。

　冬馬の側にいたい。

　彼の側で、すべてを見届けたい。

　彼の闘いも、最期も、すべて。

　ずっと側にいると──喜びも痛みも分かち合って生きてゆくと決めた人なのだ。

　なのに、一人で行かせてしまった。

　ついてゆけばよかったのだ。

　ついてゆくべきだったのだ。

　彼の足を引っ張ってしまうかもしれない。

　彼の無残な姿を見ることになるかもしれない。

　側にいることを、彼はきっと望まないだろう。

　それでも、自分には──どこまでも彼とともに生きてゆくと決めた自分には、すべてを見届ける義務がある。

　なにより、誰だれの目も届かない場所で、彼が孤独に終わってゆくことなど、深雪には耐えられなかった。

　その答えにたどり着いた瞬しゆん間かん、深雪の心は後悔という名の刃やいばに切り刻まれた。

　冬馬の側に行きたい。

　冬馬の側に行かなければ。

　深み雪ゆきは、その想おもいに取り憑つかれたように駆け出し、そして静しず華かの呼びかけと平手打ちで我を取り戻した。

「わたし、行かなくちゃいけないんです！　冬とう馬まさんの側そばに！」

　その叫びと一緒に、これまでずっとこらえてきた涙があふれた。

「あんたが行ったって、冬馬の力にはなれないよ。足手まといになるだけだ」

　静華がにべもなく言った。

　それに続いて鷹たか秋あきが口を開く。

「姐あねさんの言うとおりだ。心配な気持ちはわかるけどよ、月つき森もりの奴やつを信じて待とうぜ。必ず勝つって自分で言ったんだ。あいつは絶対に生きて帰ってくる」

　歯を食いしばって、深雪はふるふると首を振った。

　冬馬は帰ってこない。

　勝っても負けても、彼はそこで終わってしまう。

　しかし、口が裂けても、皆にその事実を話すわけにはいかない。

　深雪は深くうつむくと、握りしめていた静華のジャケットを離し、静華に背中を向けて歩き出した。すると、

「深雪さん！」

「行っちゃダメだよ、深雪さんっ！」

　睦むつ美みと由ゆ花かから制止の声があがった。さらに、

「姉さんが行っても、月森冬馬は喜ばない」

　真ま矢やが行く手に立った。

「どいて、真矢……わたしは行かなくちゃいけないの」

　真矢は首を横に振り、言った。

「父親が殺されたんだ」

「え……？」

　意味がわからず眉まゆをひそめた深雪に、真矢は改めて言った、

「月森冬馬の父親は、『長おさ』に殺された」

「──！」

　深雪は息を吞のみ、目を剝むいた。

「う、[image: 噓]うそ……」

　振り返って静華を見る。

　静華は無言で頷うなずいた。

　両肩を抱いて、深雪は打ち震ふるえた。

　深雪の知らないところで、冬馬は哀かなしみに心を刻まれていたのだ。

　そして、深雪はふっと思った。

　静しず馬まは生きているのだろうか。

　響ひびき忍しのぶとの闘たたかいで傷ついた静馬は、冬とう馬まが戦場に着いたのと入れ代わりに退ひいた、と冬馬は言っていた。命にかかわる傷は負っていないから心配しなくていい、と。

　あれは、皆の心を乱さないためについた[image: 噓]うそなのではないだろうか。

　現に静馬はこの場にいない。

　もし、静馬が無事に戦場から退いていたのであれば、冬馬は、彼が合流してから皆を避ひ難なんさせたはずだ。

──冬馬さん……っ！

　深み雪ゆきは両手で口を覆おおい、あふれる嗚お咽えつを押し殺した。

　一体、どれだけ苦しめばいいのだろう。彼は。

　父を失い、兄を失い、自らも命を失って──それでもまだ、彼の苦しみは終わっていない。

「……どうして……どうして、こんな……っ」

　涙が止まらない。

　次から次にあふれては、頰ほおに、手に、そして黒く焦げた地面に染みてゆく。

「月つき森もり冬馬は、もう誰だれも死なせたくないと思って闘っている……だから姉さんは行っちゃいけないんだ」

　背後からの真ま矢やの声に、深雪は口を覆ったまま激しく頭を振った。涙に濡ぬれた頰に髪が張りつく。

　わかっている。

　わかっているのだ。

　自分が行っても、冬馬が喜ばないということは。

　けど、それでも──。

「……それでも、わたしは行かなくちゃいけないんです……っ！」

　口元から手を離し、深雪は叫んだ。言葉じりが嗚咽にかすれた。

　眼前に立つ静しず華かの目が、スッと鋭するどくなった。

　突き刺さるような視線。

　深雪は口を引き結び、涙に霞かすむ瞳ひとみで、その視線を受け止めた。

　たとえ冬馬が望まなくても、皆に止められても、自分は冬馬の許もとに行く。

　彼の側そばで、すべてを見届ける。

　決意と覚悟を視線に込めて、深雪は静華にぶつけた。

「静華さん……深雪さん……」

　由ゆ花かが不安げに呟つぶやいたが、その声は吹きすさぶ風の音にかき消され、深雪の耳には届かなかった。

　他ほかの者も皆、不安と困惑の表情で深雪と静華を見つめている。

　二人の対たい峙じは一分以上に及び──。

　やがて、静しず華かがフッと息をこぼした。

　彼女は髪を搔かきあげながら微苦笑し、言った。

「いいよ、行ってきな。あたしが許す」

　とたん、

「静華ちゃん!?」

「おい、待てよ！」

「どうしてそんなことを言うんだ！」

　橘たちばな、鷹たか秋あき、真ま矢やの三人から声があがった。

　すると静華は彼らを一いち瞥べつし、

「男は黙だまってな！」

　一喝した。

　風音を散らすように響ひびいた声に、「ご、ごめんなさいっ！」、橘はただでさえ青い顔をさらに青くして謝あやまり、他ほかの者は目をぱちくりさせた。

「だ、黙ってろって……」

　恐る恐るといった感じで、鷹秋が静華に声をかける。

　静華は、またフッと息をこぼして、

「深み雪ゆきちゃんはね、女なんだ」

　言った。

「自分が行ったってなにもできない。冬とう馬まは喜ばない。そんなことは、誰だれに言われるまでもなくわかってるんだよ」

「わかってるんなら──」

「女はね」

　鷹秋を遮って、静華は続けた。

「女にはね、好きな男以上に大事なモンなんてありゃしないんだ。好きな男のためなら、命なんていくらだって投げ出せちまう……それが女って生き物なんだよ」

「そ、それを言うんだったら、男だってなあ──」

　食ってかかろうとした鷹秋を、

「男の気持ちなんてどうでもいいんだよ」

　静華はにべもなく斬きり捨てて、深雪の前に歩み寄ってきた。そして深雪の頭にポンと掌てのひらを載せた。

　一刀両断にされた鷹秋は、がっくりとうなだれ、肩を震ふるわせている。

「一つだけ約束しな」

　深雪の頰ほおに張りついている髪を指先でそっとのけつつ、静華は言った。

「冬とう馬まのところに行くのは構わない。ただし、必ず生きて帰ってきな。二人一緒にね」

　そして微笑ほほえむ。

「静しず華かさん……」

「約束できるかい？」

　深み雪ゆきは、コクンと頷うなずいた。

「なら、行ってきな」

　深雪の前髪をくしゃっと撫なでて、静華は振り向いた。

「橘たちばなさん。こき使って悪いけど、もう一回転移してもらえるかい？」

「無理っ！　不可能っ！」

　橘は速攻で拒否した。

「僕には、もうこれっぽちの魔ま力りよくも残ってないし、それに、そもそも空間転移は、空間が歪ゆがんでたり大気が乱れていたりする場所では使えないし、そういう場所に転移することもできないんだ。それは前にも説明したよね？」

「不可能を可能にしてみせるのが、男ってモンじゃないのかい？」

「いや、だから……」

「深雪ちゃんを連れて行ってくれないなら、結婚式の前夜に橘さんがどこでなにをしていたのか、法のり子こさんに話すよ」

「えええええっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげた橘は、

「ど、どうして静華ちゃんが、あの夜のことを知ってるのさ──って、ふうーっ」

　頭に血が昇ったのか、目をぐるぐる回して卒倒してしまった。

「ひでえ……半病人にとどめ刺しやがった……」

　苦々しい口調で鷹たか秋あきが言ったが、静華は全く意に介さず、

「困ったね……どこでもドアが完全に壊こわれちまった」

　腰に手を当てて、ため息をついた。

「走って行くとしても、この悪路で、しかも深雪ちゃんの足じゃあ、時間がかかりすぎちまうね……」

　深雪は唇を嚙かんだ。

　静華の言うとおりだ。冬馬と桜さくらが闘たたかっているのは、原はら宿じゆくのあたり。深雪の足でたどり着いた頃ころには、すべてが終わってしまっているだろう。

　冬馬について行かなかったことが悔やまれてならず、深雪は自分を呪のろった。

　その時──。

「僕が、送って行ってあげるよ」

　思いがけないところから声があがり、深雪は目を大きくした。

　一同の視線が鷹たか秋あきに──正確には鷹秋の左腕に抱えられている少年に集まった。

「離してよ」

　その少年──御み堂どう縁ゆかりは、驚おどろき顔の鷹秋の胸を押しやって地面に立つと、額ひたいに掌てのひらを当てて軽く頭を振った。

「姉さん、下がって」

　深み雪ゆきの背後にいた真ま矢やが、自らを壁かべにするように、さっと深雪の前に移動した。

　由ゆ花かは静しず華かに駆け寄って脚にしがみつき、睦むつ美みは男の子の手を引いて後じさった。

　縁の真後ろにいる鷹秋は、厳きびしい表情で青せい龍りゆう刀とうを構えている。

　縁が僅わずかでも妙な動きを見せたら、彼は迷わず斬きりかかるだろう。

　皆が注視する中、縁はゆっくりと額から手を下ろした。そして、

「そんな怖い顔して身構えなくても、暴れたりなんかしないよ」

　振り向いて鷹秋に言い、疲れきっているかのような、ひどく弱々しい笑みを浮かべた。

　深雪は、目を丸くしたまま、小さく首を傾けた。

　深雪の知っている──深雪を攫さらった御堂縁という少年は、苛いら立だちを全身から見えない炎として立ち昇らせているような、そんな少年だった。

　しかし、今の縁からは、あの焼けつくような苛立ちは微み塵じんも感じられない。

　一切の覇は気きが失われているように見えた。

「いつから起きてやがった」

　青龍刀を構えたまま鷹秋が問いかける。

「月つき森もり冬とう馬まが、あの地下の駐車場でお兄さんたちと合流する、ちょっと前ぐらいかな」

「それから、今の今まで狸たぬき寝ね入いりしてたってわけかよ」

「そういうことになるね」

　淡泊に返答して、縁は深雪の方に顔を戻した。

「大気の乱れと空間の歪ゆがみが酷ひどいから、桜さくらと月森冬馬が闘たたかってるところに直接転移することはできないけど、いくらか離れた場所になら、連れて行ってあげられるよ」

「ふざけるな！」

　真矢が怒鳴った。

「今度は姉さんをどうするつもりだ！　月森冬馬はおまえを殺すなって言ったけど、まだ姉さんや月森冬馬に危害を加える気があるのなら、僕は容赦しないぞ！」

　敵意を露あらわに真矢は一歩踏み出す。と、その手前に立っていた静華の腕がスッと持ちあがり、真矢を制した。

「どういう風の吹き回しだい？」

　切れ長の目を縁に向けて、静華は訊たずねた。

「深雪ちゃんを人質にして、冬馬を蘭らんのなんとかっていう異空間に呼び出したあんたが、急にそんな味方じみたことを言い出すなんてさ」

　縁ゆかりは少しの間の後、目を伏せるように小さくうつむき、言った。

「……謝あやまってくれたんだ」

「謝ってくれた……？」

　おうむ返しにした静しず華かに、縁は「うん」と頷うなずいた。

「たくさんのものを奪ってしまって、すまなかった、って……」

「親父おやじ……か」

　縁は、また頷いた。

「たくさん教えてくれたんだ……父さんと母さんのこと。親のことなんて、別に興きよう味みなかったけど、でも、どうしてかよくわからないけど、僕はじっとおじさんの話を聞いていて……そしたら、そこにあの男が……桜さくらが来て……それで……」

　痛みに耐えるように、縁は眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「それで、おじさんは……」

　胸が詰まり、硬く目を瞑つむった深み雪ゆきは、縁の次の言葉にハッとなった。

「ずっと考えてたんだ……自分はどうすればいいのか、自分はどうしたいのか……」

　瞑っていた目を、一転、大きく見開いて、深雪は縁を見つめた。

「ずっと考えて……けど、自分がどうすればいいのか、よくわからなくて……でも……それでも、なにかしなくちゃいけない気がして……」

「それで、深雪ちゃんを送って行ってやろう、って思ったわけかい？」

　頷く縁。

「なるほど、ね」

　呟つぶやいた静華は、風に乱れた髪を撫なでつけながら振り返り、

「どうする？」

　深雪に問いかけた。

「あの坊やは、ああ言ってる。信用するかしないかは、深雪ちゃん次第だよ」

　深雪は、ぐっとあごを引いて答えた。

「わたしは、あの子を信じます」

「姉さん！」

　振り向いて非難の声をあげた真ま矢やに、「大丈夫よ」、深雪は微笑ほほえみかけた。

　縁の目にも匂においにも[image: 噓]うそや敵意は感じられないし、なにより彼を信じてあげたかった。

　そうすることが、きっと相そう馬まの弔とむらいにもなるはずだと、深雪は思った。

「お願いします。わたしを冬とう馬まさんのところに連れていってください」

　深雪が頭を下げると、縁は僅わずかに視線をずらして、「うん」と頷いた。

「決まりだね」

　静しず華かが軽く息をつく。

　深み雪ゆきの選択に、真ま矢やは不満を、由ゆ花かと睦むつ美みは不安を、それぞれ表情に露あらわにした。

　鷹たか秋あきは、「ま、しゃーねえか」、ため息をついて、青せい龍りゆう刀とうを肩に担いだ。

「で──」

　縁ゆかりに向き直り、静華が言った。

「ホントに転移できるのかい？　そこでぶっ倒れてるウチのどこでもドアは、大気が乱れてるから空間転移は使えない、って言ってたけど」

「術者の技量によるよ。このぐらいの大気の乱れなら、僕なら転移できる。けど、さっきも言ったとおり、桜さくらと月つき森もり冬とう馬まの闘たたかってる場所は、ここより大気の乱れが酷ひどいから、少し離れた場所にしか渡れないけど……」

「それでも構いません」

　深雪がきっぱりと言うと、縁は微苦笑して頷うなずいた。

「それじゃあ、行くよ。お姉さんは僕の隣となりに立って。他ほかの人は離れて」

　言いつつ、縁は、橘たちばながそうしていたように、胸の前で十本の指を複雑に絡めた。

　彼を中心にして、青い法ほう陣じんが焼け焦げた地面に浮かびあがる。

　深雪は言われたとおりに縁の傍らに立ち、静華、由花、真矢の三人は数歩下がった。

　深雪の側そばに倒れていた橘は、鷹秋に引きずられて陣の外に出された。

「橘さんは陣に力が満ちるのに結構時間がかかってたけど、こっちの坊やは全然かからないみたいだね」

　縁と引きずられてきた橘を見比べて、静華は言った。

「こんなていたらくで、よく獣じゆう聖せいになれたもんだよな」

「きっとコネでなったんだ」

　鷹秋、真矢も、本人に意識がないのをいいことに、好き勝手言った。

　睦美は哀あわれみの目で橘を見、男の子は屈かがんで橘の頰ほおをつんつんとつついている。

　ただ一人、由花だけは、祈るように手を組んで、深雪を見つめ続けていた。

「由花ちゃん……」

　法陣の輝かがやきが増してゆく。

　と──。

「ちょっと待った」

　声をあげて、静華が法陣内に入ってきた。

「少しだけ、時間をもらうよ」

「手短にしてよ。この状態を維持してるのって、結構大変なんだ」

　静華に言われた縁は、一歩下がって、絡ませていた指を緩ゆるめた。

　法陣の輝きが僅わずかに薄うすまった。

「すぐに終わるよ。深み雪ゆきちゃんにこいつを渡すだけだから」

　言いながら、静しず華かはジャケットの内ポケットから、なにか細長い物を取り出した。

「お守り代わりに持っていきな」

　そう言って静華が差し出したのは、一枚の真っ赤な鳥の羽根だった。

「はね……？」

「朱雀すざく扇せん。冬とう馬まの奴やつが、やっぱりお守り代わりに、って言って、出がけにあたしに預けて行った武器だ」

「武器……なんですか？　この羽根が……」

　深雪は、受け取ったその羽根をまじまじと見つめた。ただの羽根にしか見えない。

「神鳥を召喚して操れる。獣じゆう気きの消耗量が半端じゃないから、そうそうは使えないけど……危なくなったら、そいつで身を守りな」

「……はいっ」

　朱雀扇を両手でしっかりと握りしめて、深雪は頷うなずいた。

「冬馬のこと、頼んだよ」

　微笑ほほえみで締しめくくって、静華は皆のところに戻った。

「もう、いい？」

「はい。お願いします」

　縁ゆかりに答えて、深雪はぐっと表情を引きしめた。

「それじゃあ、いくよ」

　一歩前に出て、縁は緩ゆるめていた指を再びきつく絡め合わせた。

　法ほう陣じんが一際に輝かがやく。

　青い光が一面に広がり、深雪と縁は、その場から消えた。




　傷だらけの身体からだを引きずるようにして、彼女は歩き出した。

　治ち癒ゆの術を施してはいるが、桜さくらの操る風に斬きられた傷はどれも深く、完全に塞ふさがるまでにはまだしばらくかかりそうだった。

　ほんの数歩歩いたところで脚から力が抜け、彼女はがっくりと両手て膝ひざをついた。

「兄さん……」

　喘あえぎながら、彼女──燐りんは、蒼あおい瞳ひとみに血の色に染まった空を映した。

「急がなくちゃいけないのに……」

　桜の風に斬り裂かれ、地割れの底に落とされた燐は、そこで苦痛に抗あらがいながら自身に治癒の術を施し、身動きできるようになるのを待った。

　間もなく、轟ごう音おんとともに多量の炎が地の底まで押し寄せてきたが、迦か陵りよう頻びん伽がが自動的に結界を展開して防いでくれた。

　それからしばらくして、桜さくらの気配が不意に遠ざかった。

　治ち癒ゆの術が効いて多少は動けるようになった燐りんは、浮遊の術で地上に戻った。

　そして──。

「くっ……」

　歯を食いしばって、燐は立ちあがった。そして再び歩き出す。

　百年以上もの長い時間、燐を桜の操り人形にしていた傀儡くぐつの術は、完全に解けていた。

　これまでの、術に支配されていた間の記き憶おくは、すべて残っている。

　嘲あざけり笑う桜の顔が脳裏をよぎり、燐は両肩を抱いて打ち震ふるえた。

　里を滅ぼされ、桂けいと引き離されたあの日からずっと、燐は桜のために生きて──否、生かされてきた。

　桜の望むままに抱かれ、桜の命じるままに人を殺あやめてきた。

　両手を顔の前に運び、燐は唇を嚙かみしめた。

　血塗られた──咎とが人にんの手だ。

　数えきれないほどの命が、この手によって散らされてきた。

　桂を傷つけたことも一度や二度ではない。

　そして、その桂もまた、燐を取り戻すために咎人に堕おちてしまった。

　込みあげてきた涙に掌てのひらがぼやける。

　燐は掌に爪つめが食い込むほどにきつく両手を握りしめ、涙をこらえた。

　泣くことは許されない。咎人に己を哀れむ資格などない。

──生きている資格だって、私にはないけど……でも、このまま死ぬなんてできない……。

　桜の望みを叶かなえてしまったのは、他ほかの誰だれでもない──自分だ。

　その責任は、自らの手で以もつて取らなければならない。

　それに──。

　なにより、桂を救いたかった。

　燐は、桜に多くのものを奪われ、汚され、狂わせれた。

　桂だけは渡さない。

（心配しないで、兄さん。あんな奴やつに、兄さんを渡したりなんかしない。あたしが守ってあげる）

　里が滅ぼされたあの日、燐は、そう誓いながらも、桂を守りきることができなかった。

　今度こそ、桂を守り抜いてみせる。

　たとえ、命と引き換えにしてでも。

──桜の強さは桁けた違ちがいだけど……勝機が全くないわけじゃないわ……。

　桂は、眠っていた力を『最さい後ごの月つき』によって目覚めさせた。

　ならば、『最後の月』を破は壊かいしてしまえば、あるいは力を再び眠りにつかせることができるかもしれない。

　力が再び眠りにつけば、燐りんの力でも勝つことができる。

　追い詰めれば、桜さくらは桂けいの肉体を捨てて、眼前の燐に精神を移そうとするだろう。

　桜の精神それ自体には、何の力もない。桂の肉体から離れた瞬しゆん間かんに攻こう撃げきすれば、容易に滅ぼすことができる。

『最さい後ごの月つき』を破は壊かいしたからといって、一度解放された力が戻るとは限らないし、なにより桜が、そう簡単に『最後の月』を壊こわさせてくれるわけがない。

　勝算は限りなく無に近い。しかし、決して無ではない。

──彼が……月つき森もり冬とう馬まが桜の相手をしている今なら、不意打ちで『最後の月』を破壊できるわ……。

　迦か陵りよう頻びん伽がも、桜の風に裂かれたことにより、その力を大きく増している。絡みつかせてやれば、そう長くはもたないだろうが、それでも桜の動きを妨げることはできるはずだ。

　問題は──。

「……っ」

　また脚から力が抜けて、燐はつんのめった。

　問題は、桜と冬馬の闘たたかいが終わるまでに、燐が桜の許もとにたどり着けるのか、ということだった。

　大気の乱れにより空間転移が使えないうえに、傷のため歩くこともままならない。

　普通に歩けるぐらいにまで回復すれば、飛ひ翔しようの術で飛んでゆくことができるのだが──。

「くっ……」

　彼方かなたの空を睨にらみ、歯は嚙がみしたその時だった。

　視界の隅でなにかが光った。

　燐はそちらに顔を向け、蒼あおい瞳ひとみを大きくした。

　刃やいばのない剣──つまりは柄つかの部分だけ──が、白く輝かがやきながら宙空に浮遊していた。

「あれは……龍りゆう魂ごんの剣けん……？」

　浮遊する柄の周囲の地面から、星ほし屑くずのようにキラキラと瞬またたく細かな物が、無数に浮かびあがった。

　それは、まるで吸い寄せられているかのように浮遊する柄の前に集まり、カッと強い光を放った。

　眩まぶしさに顔を背けた燐は、数秒経たって、光が薄うすれているのを確認してから視線を戻した。そして目と口を丸くした。

　龍魂の剣が、水晶のように透き通った刀身を取り戻して、そこに滞空していた。

「……」

　しばし、呆ぼう然ぜんとその姿を見つめた燐は、

「……！」

　表情を引きしめ、痛みに耐えながら剣の許もとまで歩いた。

　両手で柄つかをつかむ。とたん、刀身全体からぱあっと燐りん光こうが昇った。

「軽い……」

　刀身だけで燐りんの身長と変わらない長さがあるにもかかわらず、龍りゆう魂ごんの剣けんにはほとんど重さが感じられなかった。

──これなら、私にも扱える。

　思っていると、柄から不思議な力が流れ込んできた。

　ぬるま湯に浸つかっているような感覚が掌てのひらからじわじわと全身に広がり、傷の痛みがやわらいでゆく。

──龍魂の剣に、こんな効果があったなんて……。

　炎の使い手が手にすれば炎の威力を、術の使い手が手にすれば術の威力を──といった具合に、使用者の能力を増幅させる能力が龍魂の剣にあるということは、桜さくらに教えられて知っていたが、癒いやしの効果があることまでは知らなかった。

　燐は柄を握る手に一層の力を込め、自身に施していた治ち癒ゆの術の効果を、龍魂の剣の能力で以もつて増幅させた。

　龍魂の剣が与えてくれる癒しの力と、効果を何倍にも高められた治癒の術により、歩くこともままならないほどに燐を苦しめていた傷は、ものの三秒で完治した。

「すごい……」

　燐は感嘆した。

　桜の双子の姉であり、桂けいの実母でもある龍りゆう人じん・蘭らんが、精神の一部をこめて造ったという剣は、燐の想像を超える代物だった。

　龍魂の剣を正眼に構え、燐は、その水晶のような刀身を凝ぎよう視しした。

　迦か陵りよう頻びん伽がだけでは心もとなかったが、これで『最さい後ごの月つき』を破は壊かいすることは、そう難しいことではなくなった。

　剣を下ろし、目を伏せて、燐は心の中で蘭に感かん謝しやの言葉を述べた。

　そして、桜と冬とう馬まの闘たたかっている方角に身体からだを向け、そっと呟つぶやいた。

「待っててね、兄さん。必ず……必ず私が助けてあげるからね」













　　　　第三章　二人の光（Ⅲ）







　冬とう馬まと桜さくら。

　二人の激突が始まって、およそ十分──。

　闘たたかいの舞ぶ台たいは、いつしか原はら宿じゆく上空から皇こう居きよ上空へと移されていた。




　闘いの初め、桜は笑っていた。

　古き月の力を使いこなすようになった月つき森もり冬馬は、力試しにうってつけの相手だと、そう思っていた。

　しかし、現在──。

　桜の顔からは完全に笑みが失われていた。

　獣けもののように歯を剝むいて、桜は掲げていた腕を振り下ろした。

　掌てのひらの上に浮遊していた、直径にして三十メートルはあろうかという巨大な赤い光の球が、唸うなりをあげ、周囲の空間をねじ曲げながら降下してゆく。

　標的は、言うまでもなく冬馬。

　今し方、魔ま剣けん・絶ぜつで肩口を裂かれ、さらにみぞおちに魔力のこもった拳こぶしを叩たたき込まれた彼は、うずくまって咳せき込みながらも、それでも空に留とどまっていた。

「消えるがいい！」

　振り下ろした腕を引き戻し、桜は眉み間けんに人差し指と中指を添えた。双そう眸ぼうをカッと開く。

　刹せつ那な、冬馬めがけて比較的ゆっくりとした速度で降下していた光球が、音もなく炸さく裂れつした。

　鋼こう鉄てつをも瞬しゆん時じに溶かす灼しやく熱ねつの閃せん光こうが、冬馬と地上に降り注ぐ。

　生きていられるはずのない攻こう撃げき。

　しかし、桜は笑むことも息をつくこともせず、太刀たちを振りかざして空を蹴けった。

　そして叫ぶ。

「月森冬馬ああああっ！」

　神鳥よりも遥はるかに熱い光を浴びたにもかかわらず、冬馬はなおもそこにいた。

　古き月の力を纏まとって、一切の熱を遮しや断だんしたのだ。

　桜の叫びに振り仰いだ冬馬は、一瞬、桜を激しく睨ねめつけた後、咆ほう哮こうした。

　大気が震しん撼かんした。

　極彩色の光を帯びた衝しよう撃げき波はが、嵐あらしのような唸うなりをあげて桜を襲おそった。

　咄とつ嗟さに桜は腕を横よこ薙なぎに振るって結界を張った。だが、衝撃波の威力は結界の防御力を凌りよう駕がしており、結界は粉々に砕かれた。

「がっ──！」

　褐色の肌から鮮せん血けつをほとばしらせて、桜さくらは上方に吹っ飛ばされた。

「お……のれ……っ！」

　呻うめき混じりの声を洩もらしつつ、下方に憤ふん怒ぬの形相を向ける。しかし、そこに冬とう馬まの姿はなく、桜は目を見開いた。

　次の瞬しゆん間かん、雷鳴に似た音が耳をつんざき、同時に凄すさまじい衝しよう撃げきが全身を駆け抜けた。

「があああああああっ!?」

　死角からなんらかの攻撃を受けたのだと、桜は瞬時に理解した。

「小こ賢ざかしい真似まねをっ！」

　叫んで振り返る。

　冬馬はそこにいた。梟きよう龍りゆうを斬きってのけた、あの光の剣を大きく振りかぶって。

「おおおおおっ！」

　雄お叫たけびとともに、極彩色の刃やいばが桜の脳天めがけて振り下ろされる。

「下げ賤せんがあああっ！」

　冬馬の雄叫びをはねのけるような怒号をあげて、桜は太刀たちを振るった。

　古き月の力の結晶である冬馬の剣と、すべてを斬り裂く魔ま剣けん・絶ぜつ。

　二つの刃は真っ向から激突し、激しい火花を散らして拮きつ抗こうした。

「……っ！」

　弾はじき飛ばしてやるべく、桜は腕に渾こん身しんの力を込めた。しかし、冬馬はビクともしない。

──おのれっ！

　歯は軋ぎしりしつつ、桜は心中で吐き捨てた。

　力試しにちょうどいい──。

　そう思っていた。

　古き月の力がどれほどのものであろうと、その気になりさえすれば、簡単にねじ伏せることができると。

　だが、実際はどうだ。

　手加減なしの一撃を以もつてしても致命打を与えられず、それどころか反撃を喰くらって手傷を負わされた。

　否いや応おうなく、桜は認識を改めさせられた。

　月つき森もり冬馬は、力試しの相手などではない。

　桜が未来永えい劫ごう、この世に君くん臨りんするために、今この場で殺しておかなければならない──最大の敵だ。

「おおおおおおおおおっ！」

　吠ほえて、桜さくらは全身から魔ま力りよくを放出した。

　その強大無比な魔力は、雷鳴を数百倍に増幅したような轟ごう音おんを天地に響ひびかせるとともに、冬とう馬まを攻め立てた。

　冬馬は、全身から血ち飛沫しぶきをあげて吹っ飛んでゆく。

　哄こう笑しようをあげて飛ひ翔しようした桜は、一いつ瞬しゆんで冬馬に追いつくと、のけ反ぞってがら空きになっている首めがけ、

「死ねええええええいっ！」

　太刀たちを振り下ろした。

　しかし、その一いち撃げきが冬馬の首と胴を斬きり離すことはなかった。

　浅からぬ傷を負い、さらに体勢が不十分であるにもかかわらず、冬馬は身を撚ひねって桜の斬ざん撃げきをかわしたのだ。

　それだけではない。冬馬はかわしながら蹴けりを繰くり出してきた。

　その蹴りは鞭むちの如ごとくしなって桜の手の甲を打ちすえ、太刀を弾はじき飛ばした。

「貴様ああああっ！」

　激げつ昴こうした桜は、きつく握りしめた拳こぶしを冬馬の胸板に突き入れた。

　骨が砕ける確かな手て応ごたえがあったが、その程度では桜の溜りゆう飲いんは少しも下がらない。

「死ね、死ね、死ね、死ね、死ね、死ねえええええええええっ！」

　怒声とも歓声ともつかない叫びを繰り返しながら、桜は拳けん打だの雨を降らせた。




　重い衝しよう撃げきが立て続けに全身を襲おそい、突き抜けてゆく。

　冬馬は懸けん命めいに両腕を盾にしようとしたが、叶かなわなかった。

　なす術すべもなく、降り注ぐ拳のすべてをもらう。

　拳が一撃入る度に硬い物が砕ける音が耳じ朶だに響ひびき、四肢から力が失われてゆく。

──まだ……まだだ……！

　一方的に攻められながらも、冬馬の戦意は未いまだ折れてはいなかった。

──俺おれは負けられない……っ！

　牙きばを食いしばって、冬馬は心の声を張りあげた。

──俺が守るんだ！　みんなを……みんなの命を……俺が守るんだ！

　ふと、一人の女性の姿が脳裏をよぎった。

　癖くせのない栗くり色の髪にリボンを飾ったその女性は、大きな花束を抱いて、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

　しかし、冬馬にはもう、その女性の名前も、彼女が自分にとってどういう存在であるのかも、わからなくなっていた。

　無論、静しず華かや由ゆ花か、鷹たか秋あきたちのことも。

　間もなく、自分の名前さえもわからなくなるだろう。

　それは一分後かもしれないし、あるいは次の瞬しゆん間かんかもしれない。

　冬とう馬まの記き憶おくの崩ほう壊かいは、既にそこまで進んでいた。

「とどめだ！　父親と同じ死に様をさらすがいい！」

　叫びつつ冬馬の喉のどを左手で鷲わしづかみにした桜さくらは、右手を大きく振りかぶり、五本の指を蠢うごめかせた。

　冬馬は、その光景を霞かすむ瞳ひとみに映しながら、

「たた……かうん……だ……まもる……んだ……」

　声を絞り出し、身じろぎした。

「黙だまれ！　死ねっ！」

　桜の手が魔ま力りよくを帯びて蒼あおく輝かがやく。

　冬馬が咆ほう哮こうしたのは、その手が心臓めがけて突き下ろされた瞬間だった。

「──!?」

　目を剝むく桜。

　冬馬の咆哮は、先程と同様、極彩色に輝く衝しよう撃げき波はと化して桜を襲おそった。

　桜は恐慌に顔を歪ゆがめて絶叫したが、その声は轟ごう音おんにかき消され、冬馬の耳じ朶だにまでは届かなかった。

　咆哮衝撃波をもろに、しかも至近距離で喰くらった桜は、瞬またたく間に冬馬から百メートル以上も離れたところまで吹っ飛んだ。

　間髪入れず、冬馬は跳ちよう躍やくした。

　上半身の骨は、ほとんどがバラバラになっていたが、それでも冬馬は動いた。

　闘たたかうために。

　皆を守るために。

　冬馬の頭には、もう、その思いしか残されてはいなかった。

　どれだけ痛めつけられようと、もはや痛みなど感じない。

　一瞬のうちに桜の頭上高くに移動した冬馬は、突き出した掌てのひらの中心に光の点を生み、そこに古き月の力を収束させた。

　四肢をだらりと垂らして宙を漂っている桜めがけ、一気に解き放つ。

　無数の色が混ざり合った鮮あざやかな光の奔流が、桜を吞のみ干し、そして爆ばく発はつした。

　その瞬間、すべてが極彩色に支配された。

　桜の魔力に当てられ血の色に染まっていた空も、灼やき尽くされた地上も、冬馬の姿も、すべて。

　さらに次の瞬間には、衝撃波が放射状に広がった。

　避けることも防ぐこともできず、冬馬は自らの攻撃の余波に吹き飛ばされた。

　皮ひ膚ふが裂け、肉が裂けて、鮮せん血けつが目の前を赤く染める。

　強風に煽あおられた紙くずのように無造作に宙を舞まいながらも、冬とう馬まは感じていた。

　桜さくらの気配を。そのどす黒い力の波動を。

「ぐ……っ」

　冬馬は懸けん命めいに上体に力を入れた。

　しかし、骨という骨を砕かれ、火傷やけどと裂傷でズタズタになった上半身は、少しも動いてはくれなかった。

　闘たたかう力など、もう残ってはいない。

　だが、そんなことは、冬馬にとっては関係のないことだった。

　敵を倒す。

　そうしなければ、皆を守れない。

　だから、闘う。

　力が尽きても。

　命が尽きても。

「闘うんだ……守るんだ……」

　うわ言のように繰くり返しながら、冬馬は焦土へと落ちて行った。




「やっぱり、すごい風ですね」

　右手で髪を、左手で衣装の裾すそを押さえながら、深み雪ゆきは縁ゆかりに声をかけた。

　しかし、縁は返事はおろか、振り向きもしてくれなかった。

　深雪は小首を傾かしげ、もう一度声をかけた。

「ここは、どのあたりなんでしょうか？　建物がみんな崩れちゃってるから、全然わからなくて……」

　今度は返事があった。

「……青あお山やま霊れい園えんの近くだよ」

　深雪は眉まゆをひそめた。

　振り返らずに答えた縁の声が、心なしか震ふるえていたように聞こえたからだ。

「……縁さん？」

　縁の前に回った深雪は、うつむいている彼の顔をのぞき込むように小さく身を屈かがめ、目をしばたたかせた。

　縁は、まるでここが極寒の地であるかのように唇の色を変え、その身をわななかせていた。

「どうなさったんです？」

　橘たちばなのように、桜の魔ま力りよくに当てられて具合が悪くなってしまったのだろうか。

　一帯に漂う桜の魔力は、やはり池いけ袋ぶくろにいた時よりも、ずっと濃こくなっている。

「大丈夫ですか？」

　問うと、縁ゆかりはうつむいていた顔をあげ、

「は、はは……」

　泣き笑いの表情になった。

「やっぱりダメみたいだ……」

「……？」

「怖いんだ」

　呟つぶやいて、縁は再びうつむいた。

「えっ？」

「情けないよね……これから桜さくらに会わなくちゃいけないって思ったら、それだけで身体からだが勝手に震ふるえてきちゃったんだ……」

　くそっ、と縁は吐き捨てる。

「さっきまでは、やっぱり怖いって気持ちはあったけど、それでも我慢できてたのに……転移してきたとたん、これだよ……」

　縁は、深み雪ゆきに見せつけるように両手を顔の前で広げた。

　透き通るような白い手は、どちらもぶるぶると震えていた。

「縁さん……」

「でも、大丈夫」

　縁は両手を下ろし、

「お姉さんのことは、ちゃんと戦場まで送り届けるから……」

　苦しげに笑った。

「少し下がってて。蟲むしを召喚するから。それに乗っていけば、すぐに──」

「縁さん」

　遮って、深雪は真しん摯しな面持ちで言った。

「ここから先は、わたし一人で行きます。あなたは、このまま静しず華かさんたちのところに戻ってください」

　縁は目を丸くする。

「なにを……」

「わたしは、一人でもへっちゃらです」

　両方の拳こぶしをぐっと握ってみせると、縁は困惑顔になった。

「へっちゃらです、って言ったって……あっ……」

　深雪は縁の震える手を取り、その上にそっと掌てのひらを重ねた。そして微笑ほほえむ。

「……本当にいいの？」

「はい」

　深み雪ゆきが頷うなずくと、縁ゆかりは数秒の逡しゆん巡じゆんの後、「うん……」、複雑な表情で小さく頷いた。

　深雪はもう一度、今度は無言で頷いた。

　冬とう馬まの側そばですべてを見届けたいというのは、深雪のわがままにすぎない。

　そのわがままに、これ以上、縁を付き合わせるわけにはいかない。

　このまま彼を死地にまで付き添わせて死なせてしまったら、彼を守るために果てた相そう馬まの想おもいが無む駄だになってしまう。

「ここまで送ってくださって、本当にありがとうございます」

　微笑ほほえんで頭を下げようとしたその時、不意に前方から叩たたきつけるような風が吹いてきて、「きゃっ!?」、深雪は顔を背けた。

「なに……!?」

　縁が驚おどろきの声をあげる。

　深雪は、顔に絡みついた髪を払いのけながら正面に向き直り、そして目を大きくした。

　少女が、雪のように白い髪と衣装を激しく風になびかせて、そこにいた。

　体格に不釣り合いな大振りの剣を携えた、その少女は、褐色の肌を深雪と同じ衣装に包み、その上に鮮あざやかな虹にじ色の羽衣を羽は織おっている。

　香か沙ざ薙なぎ桂けいと桜さくらが闘たたかっていた最中に白い龍りゆうに乗って飛来し、桂を背後から斬きりつけた、あの少女だ。

「燐りん……」

　縁の口から低い呟つぶやきがこぼれた。

「燐？」

　おうむ返しに訊たずねた深雪に、

「香沙薙桂の腹違いの妹だよ」

　縁はそう答え、舌打ちした。

「まさか、こんなところで出くわすなんて……」

　忌ま忌ましげに口元を歪ゆがめた縁は、深雪を守るように燐と向かい合った。

「燐……彼女が……」

　冬馬が言っていた。

　香沙薙桂には、恋仲にあった腹違いの妹がいると。

　彼が由ゆ花かを妖よう魔まに変えたのも、冬馬の命を狙ねらったのも、すべては桜の操り人形にされた妹を取り戻すためだったのだ、と──。

──顔立ちはあまり似てないけど、やっぱり匂においはよく似てます……。

　燐の、その空のような蒼あおい瞳ひとみをまじまじと見つめながら思っていると、

「なぜ、あなたたちが、こんなところにいるのです？」

　燐が口を開いた。

「そっちこそ、どうして桜さくらの側そばじゃなく、こんな中途半端なところにいるのさ？」

　問われた縁ゆかりは、尖とがった声を返した。

「気配を消して、飛んでたみたいだけど……」

「私は兄の許もとへ向かう途中です。上からあなたたちの姿が見えたので、下りてきました」

「──！」

　燐りんの返答に、なぜか縁は身を強こわばらせた。

「兄って……」

　なにかに酷ひどく驚おどろいている縁と、そんな縁の様子に眉まゆをひそめた深み雪ゆきに、燐は哀かなしげな微笑ほほえみをよこした。

「もう、傀儡くぐつじゃない……？」

　恐る恐るといった感じで縁が口にした問いに、燐は頷うなずいた。

「そんな……でも、どうして……？」

「あなたと一緒ですよ」

「ああ……そういうことか……」

　燐の返答に納得したらしい縁は、大きく息をついて、強ばらせていた肩から力を抜いた。

「あの……えっと……」

　二人の会話の意味がさっぱりわからなかった深雪は、困惑顔で縁に声をかけた。

　すると縁は振り返り、

「自分の思いどおりにならない物は、壊こわして捨てる……桜はそういう男だってことさ」

　怒っているとも笑っているともつかない、複雑な表情を見せた。

「……」

　深雪は、そんな縁と燐の顔を見やり、目を伏せた。

　不老不死の術の実験台にされ、生命を歪ゆがめられてしまった縁。

　心を支配され、桜の操り人形として生きてきた燐。

　どちらも哀れだ。彼らの心境を思うと、やりきれない。

──でも、燐さんの術が解けて、本当に良かった……。

　桜に肉体を奪われてしまった桂けいだが、燐を桜の手から解放するという目的だけは果たすことができたのだ。それは彼にとっては大きな救いだろう。

「あなたたちは、どうしてこんなところに？」

　燐が訊たずねてきた。

「そっちと同じ。桜のところに行く途中だよ。こっちのお姉さんが、どうしても月つき森もり冬とう馬まの側そばについていたい、って言うから……」

　縁の答えに、燐は目を大きくした。

　そして、その目を深雪に向けてきた。

　深み雪ゆきが黙だまって頷うなずくと、燐りんは眉まゆをひそめた。

「そんなことをして、彼が……月つき森もり冬とう馬まが喜ぶと思っているのですか？」

「思いません」

　深雪は、きっぱりと答えた。

「それでも行くと？」

「はい」

　やはり、深雪はきっぱりと答えた。

　燐は、しばし睨にらむような目つきで深雪を見つめた後、

「わかりました」

　ふっと表情をやわらげた。そして言った。

「なら、私と一緒に行きましょう」

　その言葉に、深雪と縁ゆかりは揃そろって目を瞬またたかせた。

　燐は、穏おだやかに微笑ほほえんで深雪の隣となりまで歩いてくると、縁に向けて言った。

「彼女は私が送り届けます。あなたは引き返してください。桜さくらは、あなたが生きているとは思っていないでしょう。生きていることを気取られないうちに、逃げ延びてください」

　縁は肩を竦すくめて苦笑し、燐は、そんな彼の反応に訝いぶかしむような顔をした。

「実はね、さっき、こっちのお姉さんにも、もう帰っていいって言われたんだ」

「わたしのわがままに、これ以上、他ほかの人を巻き込むわけにはいきませんから……」

　深雪が言うと、縁は、「うん」と頷き、

「ここから先は、そっちに任せるよ」

　そう燐りんに言った。

「ええ」

「それで、そっちは桜のところに行って、どうするつもりだったの？」

　縁の問いに、燐は即答した。

「兄を取り戻します」

「……どうやって？」

「『最さい後ごの月つき』を破は壊かいします」

　その答えに、縁は、「あ」、目と口を丸くして、ポンと手を打った。

「なるほど……確かに、それで桜の力が弱まれば、香か沙ざ薙なぎさんを死なせずに、桜だけを滅ぼすことができるかもしれない……でも……」

　一転、縁は表情を険しくした。

「『最後の月』を壊こわしたからって、桜の力が弱まるとは限らないし、そもそも桜がそう簡単に『最後の月』を壊させてくれるはずがない……」

「望みの薄うすい策だということは、わかっています。けれど他に方法はありませんから……」

「そう……だね」

　縁ゆかりは目を伏せるようにして頷うなずいた。

「あの……」

　二人のやりとりを聞いているだけだった深み雪ゆきは、会話が途切れたところで口を開いた。

「『最さい後ごの月つき』っていうのは、香か沙ざ薙なぎさんが使った、あの珠たまのことですよね？」

「ええ」

　燐りんが答える。

「あの珠を壊こわせば、香沙薙さんを助けることができるかもしれないんですね？」

「確証はないけどね。あの珠の性質はよくわかっていないから」

　今度は縁が答えた。

「でも、可能性はあるんですよね？」

「ええ……」

「万に一つ、ってところだと思うけど……」

「なら……」

　深雪は真っすぐに燐を見つめ、言った。

「わたしにも、香沙薙さんを助けるお手伝いをさせてください」

　縁の金褐色の瞳ひとみと燐の蒼あおい瞳が、同時に見開かれた。




「さすがだね、呪じゆ符ふでこんなものまで創つくれるなんて」

　深雪と燐の乗った白い巨鳥を見あげて、縁が感嘆の声をあげた。

　クルクルと可愛かわいらしく喉のどを鳴らしているその鳥は、燐の呪符が姿を変えたものだ。人ひと懐なつっこい目をしており、怖さは感じない。

　闘たたかう力こそないが、飛行能力は桂けいの妖よう魔まや桜さくらの卑ひ龍りゆうに劣らないという。

「ふかふかです……」

　ここに由ゆ花かがいたら、「可愛い！」と大喜びしていたことだろう。

　真っ白で柔らかい羽毛を撫なでながら、深雪がそんなことを思っていると、

「しっかり私につかまっていてください」

　燐が振り向いて声をかけてきた。

「あ、はい」

　こくんと頷いて、深雪は燐の胴に両腕を回した。

　すると、それを待っていたかのように、白い巨鳥がぐーっと首を伸ばして、たたんでいた翼つばさを大きく広げた。そして羽ばたく。

　生じた風に髪と上着をなびかせながら、縁がなにかを言ったが、翼のはためく音に邪じや魔まされ、よく聞き取れなかった。

　深み雪ゆきは、すうっと息を吸い込み、声を張りあげた。

「本当にありがとうございました！　静しず華かさんたちのこと、よろしくお願いします！」

　その声は、しっかり縁ゆかりの耳に届いたらしく、彼は頷うなずいてくれた。

「飛びますよ。舌を嚙かまないように気をつけて」

　言って、燐りんは縁の方に顔を向けた。

　微笑ほほえむように目を細めた彼女は、すぐに正面に向き直り、巨鳥の首の付け根に掌てのひらを押し当てた。

　一際に大きく翼をはためかせて、巨鳥は勢いよく飛び立った。

　瞬またたく間に空の高みへと至る。

「正直、驚おどろいています」

　燐が口を開いたのは、鳥がゆるやかに空を滑り始めて、すぐのことだった。

「え？」

「御み堂どう縁のことです」

　振り向いて、燐は小さく笑った。

「彼が、あなたたちに力を貸すようになるなんて、思いもしませんでした」

　深雪もまた、笑った。

「相そう馬まさんのおかげです」
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　縁ゆかりが力を貸してくれたことには、無論、深み雪ゆきも驚おどろいていた。

　彼は深雪をここまで送ってくれただけでなく、静しず華かたちを守ることまで引き受けてくれたのだ。

　もしかしたら、相そう馬まが縁を通じて助けてくれているのかもしれない。

　深雪は、縁と接しているうちに、そんな風に考えるようになっていた。

「そうですか……」

　燐りんが哀かなしげに微笑ほほえんでうつむく。

　彼女が自分を責めているのだとわかった深雪は、

「相馬さんが亡くなったのは、燐さんのせいじゃないです」

　言った。

　すると燐は、今度は曖あい昧まいな微笑を浮かべて首を振った。

「あなたは、私が憎くないのですか？」

　そして訊きいてくる。

「私は、傀儡くぐつにされていたとはいえ、これまで桜さくらに命じられるまま、多くの命を奪ってきました。月つき森もり冬とう馬まとも闘たたかいましたし、あなたを攫さらいもしました。忌ま忌ましいとは思いませんか？」

「思いません」

　そう答えた深雪は、すぐに、「ううん」と首を振り、言い直した。

「思えません」

「思えない……？」

「はい。だって、香か沙ざ薙なぎさんが『院いん』から連れ出してくれなかったら、わたしも燐さんと同じようになっていたかもしれないんですもの」

「兄さんが……？」

　驚きを露あらわにした燐に、

「はい。助けてくれました」

　深雪は明るく微笑みかけた。

「きっと、香沙薙さんには、わたしに燐さんが重なって見えたんだと思います」

　そうでなければ、桂けいは容赦なく深雪を殺していただろう。

　彼は相手が人じん狼ろう族ぞくであれば、女子供であろうと容赦はしない。

　彼の人狼族に対する憎しみは、それほどに深い。

「兄さんが……人狼のあなたを……」

　信じられないといった様子の燐の横顔を見つめながら、深雪は思っていた。

　彼女に桂を取り戻させてやりたい、と。

　悪意によって大切な人と引き離され、そして今、その人を救うために死地に赴こうとしている。

　彼女の気持ちは、痛いほどに理解できる。

　だからこそ、深み雪ゆきは燐りんとともに桜さくらと闘たたかうことを心に決め、そう申し出たのだ。

　燐の狙ねらいが成功すれば、冬とう馬まもそれ以上闘わずに済む。

　深雪が闘うことに、燐と縁ゆかりは揃そろって反対したが、深雪の意志は変わらなかった。

「燐さん」

　深雪が呼ぶと、燐はうつむき加減だった顔をハッとあげた。

　そんな彼女に、深雪は、

「頑張りましょうね」

　笑顔で言って、ぐっと拳こぶしを握ってみせた。

　すると燐は、一いつ瞬しゆん、目を真ん丸にした後、

「はい」

　朗らかに笑った。

　その次の瞬間だった。

　目指す先の空で光が炸さく裂れつしたのは。

「きゃあっ!?」

　その光量は凄すさまじく、正面を向いていた深雪は、悲鳴をあげて目を瞑つむった。

　間髪入れずに燐が叫ぶ。

「しっかりつかまって！」

「えっ!?」

「衝しよう撃げき波はが来ます！」

「は……はいっ！」

　なにが起きたのか全くわからない深雪は、言われたとおり燐に力いっぱいしがみついた。




　極彩色の光が薄うすい霧きりとなって、一面に漂っていた。

　風が静まったために、その霧は晴れることなく、星を撒まいたように大気をきらきらと輝かがやかせている。

　嵐あらしさながらに荒れ狂っていた風が静まったのは、冬とう馬まが古き月の力を収束させて桜を撃うった直後からだった。

　渾こん身しんの一撃だった。そして直撃だった。

　しかし、桜は死んではいない。

　未いまだ空が血の色のままでいるのが、その証拠だ。

「あ……う……」

　呻うめきとも唸うなりともつかない声を絞り出しながら、冬馬は立ちあがった。

　脚に力が入らず、よろめく。

　手近に壁かべかなにかがあれば、そこに身体からだを預けることもできたのだが、冬とう馬まと桜さくらの闘たたかいの余波によって、地上は見渡す限り瓦が礫れきの一つすら転がっていない平地と化しており、冬馬はそのまま前のめりに倒れた。

　焼け焦げた地面に、じわじわと血が染み広がってゆく。

「た……た……かう……んだ……まも……る……んだ……」

　力が入らないどころか、既に感覚さえ失なくしている四肢に、それでも無理やり力を入れて、冬馬は再び立ちあがった。

　血と焼けた土にまみれてボロ布のようになった身体を引きずるようにして、前に進んでゆく。

　数歩歩いたところで、光の霧きりの向こうに人影が見えた。こちらに向かって歩いてきている。

　冬馬は足を止めた。

　間もなく、人影が光の霧を抜けて、その姿を冬馬の目にさらした。

「やはり、貴様も生きていたか」

　言って、桜は白い歯を剝むいた。

　笑った──のだろう。その顔は全面赤黒く焼けただれており、表情をはっきりと見て取ることは困難になっていた。

　上半身も、指先から背中に至るまで同様に焼けただれており、今なお白煙を昇らせている。

「あれはさすがに効いたぞ」

　焼けただれた指先で、やはり焼けただれた首筋をむしるように搔かきながら、桜はさもおかしげに笑った。と、首筋を搔く手の中指──正確には、中指に嵌はめられた指輪が仄ほのかに輝かがやき、同時に醜みにくく焼けただれた桜の褐色の肢体が再生を始めた。

　黒く焦げた肉がみるみるうちに鮮あざやかな紅色を取り戻し、その上を甦よみがえった皮ひ膚ふが覆おおってゆく。

　ものの三秒で、冬馬の与えた傷は裂傷も含めて一つ残らず消えた。

「貴様の力には驚おどろかされたが……その力ももはや尽きかかっているようだな」

　桜は立ち止まって言った。

「終わりだ」

　そして、全身に魔ま力りよくを漲みなぎらせる。

　とたん、静まっていた大気が再びざわめき始めた。

　桜の身体からあふれ出た魔力が、そこかしこに不可視の渦を起こし、景色を歪ゆがめてゆく。

　冬馬の渾こん身しんの一いち撃げきを浴びてもなお、桜の魔力は少しも衰えてはいなかった。

「二度と甦ってこれぬよう、精神ごと滅ぼしてくれるわ」

　言いつつ、桜はゆっくりと掌てのひらを冬馬に向けた。その手前にぽつぽつと光の点が生まれる。

　両腕をだらりと垂らして立っているだけだった冬馬が動いたのは、桜の生んだ光の点が激しく瞬またたき始めた瞬しゆん間かんだった。

　かすれた雄お叫たけびをあげて、冬とう馬まは利き腕を最上段から袈け裟さ懸がけに振り下ろした。

　鈎かぎ爪づめから極彩色の光がほとばしった。

　刹せつ那なの速さで桜さくらを襲おそった光は、しかし桜の眼前でガラスのように砕け散った。結界に阻まれたのだ。

　驚おどろきも怯ひるみもせずに、冬馬はすぐさま反対の鈎爪を振るい、光を放った。

　だが、結果は前と変わらなかった。

「ほう……なおも刃向かうか」

　目を細めて舌なめずりをすると、桜は掌てのひらの前に瞬またたかせていた光を消して、地を蹴けった。

　半はん瞬しゆんで肉にく薄はくしてくる。

　冬馬は迎げい撃げきの鈎爪を繰くり出したが、それは手の甲で難なく払われてしまった。刹那──。

「無む駄だだ」

　桜の囁ささやきが耳じ朶だをくすぐり、同時に左の下腹部に衝しよう撃げきが走った。

　桜の手刀が深く突き刺さったのだが、冬馬は見もしなかった。

──闘たたかうんだ。みんなを守るんだ。

　その言葉を心の中で繰くり返しながら、冬馬は右の鈎爪を振りかぶった。

　冬馬の下腹部に指を刺したまま、桜がその鈎爪を見やる。と──。

　ぼんっ。くぐもった破裂音を響ひびかせて、振りかぶられた冬馬の掌の、その上半分が弾はじき飛んだ。

　笑む桜。

　構わず、冬馬は手を振り下ろした。

　しかし、親指しか残っていないその手にできたことは、桜の頰ほおに血を塗りつけることだけだった。

　下腹部から桜の指が引き抜かれる。

──闘うんだ。みんなを守るんだ。

　なおも繰り返す冬馬だったが、身体からだはもう少しも言うことを聞いてはくれなかった。

　大きくよろめいたそこに、桜の次の一いち撃げきが加えられた。

　閃せん光こうのような蹴しゆう撃げきが側頭部に決まる。

　首と頭ず蓋がいの両方から、硬い物が砕ける音があがった。

　間髪入れず、魔ま力りよくの輝かがやきを帯びた拳けん打だを胸板にもらって、冬馬は吹き飛ばされた。

　桜から数十メートル離れたところに背中から落ち、地面を滑る。

　桜の攻撃はさらに続いた。

　立ちあがることはおろか、指先さえ動かすことのできない冬馬の身に、紅ぐ蓮れんに輝く槍やりが上空から無数に降り注いだ。

　炎を凝ぎよう縮しゆくして生み出された、その紅蓮の槍は、冬馬の右肩と両脚、そして左胸と先程抉えぐられた左下腹部を貫き、冬とう馬まを地に縫ぬいつけた。

　焼かれた傷口から白煙が昇る。

　その白煙が視界を覆おおってゆくのと一緒に、冬馬の意識も白くなってゆく。

「冬馬さんっ！」

　遠くで女の叫び声があがったが、その声はもう、冬馬にはただの音にしか聞こえなかった。




　すべてを見届けたい。

　冬馬の闘たたかいも、最期も、すべて。

　その想おもいを抱え、深み雪ゆきはここまでやってきた。

　どんなに苛か酷こくな光景からも決して目を背けたりはしないと、固く心に誓った。

　なのに──。

「冬馬……さん……」

　叫びながら冬馬の許もとに駆け寄った深雪は、彼の余りに無残な姿に耐えきれず、両手で顔を覆って、その場に崩れた。

　吐き気がした。耳鳴りがした。熱病に冒されたように身体からだが震ふるえた。

「だ……だめ……だめよ……」

　目を背けてはならない。

　ここで崩れてはいけない。

　必死に自分を叱しつ咤たして、深雪は顔を覆っていた手を下ろした。そして冬馬に目を向ける。

　冬馬は、人の姿で仰あお向むけに倒れていた。

　無数の裂傷と火傷やけどで変わり果てた身体には、さらに五本もの真紅の槍やりが突き立てられており、その傷からは白煙が昇っていた。

　肉の焦げる臭においが吐き気を増させる。

「ああ……」

　深雪の口から絶望の声がこぼれた。

　生きていられるはずのない傷を負いながらも、冬馬はまだ終わってはいなかった。

　立ちあがろうとしているのだろう。しきりに身じろぎしている。

　口も動いていた。大きく目を見開いてなにかを言っているのだが、その口は、ただぱくぱくと開閉を繰くり返すばかりで、声は全く出ていない。

　うなだれて、深雪は焼けた土を両手で握りしめた。

　あふれた涙が、膝ひざの上にいくつもの染みを作る。

　哀かなしみに息が詰まり、目が眩くらむ。

　ここに来るべきではなかった。

　もうなにも見たくない。

　湧わきあがってきたその思いを、激しく頭を振って払い、深み雪ゆきは面おもてをあげた。

　涙を拭ぬぐうことも手についた土を払うこともせずに、冬とう馬まの胸を貫いている真紅の槍やりを両手でつかむ。

　とたん、手から白煙が昇った。

　皮ひ膚ふが溶け、肉がただれ、焦げる。

　しかし、深雪は手を離すどころか、さらに手に力を入れて槍を引き抜いた。抜けると同時に槍は火の粉となって消滅した。

「……っ！」

　深雪は、歯を食いしばって残りの槍も抜くと、焼けただれた手で冬馬の上体を抱え起こした。

　冬馬は、前と変わらず目を見開き、口を動かしている。

「冬馬さん……」

　涙に濡ぬれた顔に微笑ほほえみを浮かべ、深雪は穏おだやかな声こわ音ねで話しかけた。

「わたし、来ちゃいました」

「……」

「冬馬さんが喜ばないってわかってたけど……でも、どうしても冬馬さんの側そばにいたくて、来ちゃいました」

「……」

　冬馬は反応を示さない。ただ口をぱくぱくさせながら、身じろぎするだけ。

「縁ゆかりさんが、途中まで送ってくれたんですよ」

　彼が応こたえることなどないとわかっていながらも、それでも深雪は話し続けた。

「燐りんさんとも会ったんですよ。大きな白い鳥に乗せてくれて……」

　してやれることは、他ほかにはもうなにもなかったから、話し続けた。

「途中で空が光って……すごい風が吹いてきて、危なかったけど……でも、燐さんが……守って……くれ……て……」

　涙に声が詰まり、それ以上喋しやべれなくなった深雪は、冬馬の頭を胸にかき抱いて深くうつむいた。

　と──。

「……う……だ……」

　それまで金魚のように、ただぱくぱくと開閉しているだけだった冬馬の口から、かすかな声が洩もれた。

「……る……んだ……」

　身じろぎしながら、懸けん命めいに喉のどと唇を震ふるわせている。

「……？」

　自分になにかを訴えかけようとしているのかもしれない。そう思った深雪は、彼の唇に耳を寄せ、そのかすかな声を聞いた。

　そして、涙に濡ぬれた瞳ひとみを大きく見開いた。

　闘たたかうんだ。

　みんなを守るんだ。

　彼は、そう言っていた。

　擦すり切れかけた糸のような細い声で、その二つの言葉を繰くり返していた。

「……冬とう馬ま……さ……」

　深み雪ゆきは再び声を詰まらせた。

「……た……た……かう……だ……みん……を……ま……るん……だ……」

　全身を裂かれ、焼かれ、貫かれ、立ちあがることはおろか、喋しやべることさえままならなくなってもなお、冬馬は闘おうとしていた。

　皆を守ろうとしていた。

　胸が潰つぶれてしまうほどにきつく冬馬の頭を抱きしめ、深雪は声をあげて泣いた。

　全身で──身体からだと心の全部で泣き叫んだ。

　その慟どう哭こくも、もはや聞こえてはいないのだろう。冬馬は前の言葉をひたすらに繰り返している。

「……お願い……します……」

　冬馬の顔に涙の雨を降らせながら、深雪は誰だれともなく懇こん願がんした。

「お願いですから……もう……もう、これ以上、この人を傷つけないでください……」

　もう、これ以上、この人を苦しめないでください。

　優しい人なんです。

　傷つけることが、なによりも嫌いな人なんです。

　闘いなんて、本当はできる人じゃないんです。

　なのに、ずっと闘って──。

　こんなに、傷だらけになって──。

　だから──。

　だから、お願いします。

　もう誰も、この人を傷つけないでください。

　苦しめないでください。
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「よくもここまで来られたものだな」

　唐突に聞こえたその声が、深雪の思考を遮った。

　冬馬を抱きしめたまま、深雪は涙にまみれた顔をあげた。

　いつからそこにいたのか──白髪に褐色の肌、真紅と蒼あおの瞳の男が、中空から傲ごう然ぜんとこちらを見下ろしていた。

　その男──桜さくらは、深み雪ゆきの腕の中にある冬とう馬まの顔を見やり、愉悦の笑みを浮かべた。

「あれだけ痛めつけられても、まだ息があるとは……ほとほとしぶとい奴やつよ」

　睨にらむでもなく、激しい言葉をぶつけるでもなく、深雪は、ただじっと桜の笑みを見つめた。

　怒りも、憎しみも、不思議と湧わいてはこなかった。

　深雪の心にあるのは、これ以上、冬馬を傷つけさせはしないという、その想おもいだけ。

「退のいていろ」

　桜が深雪に向けて言った。

「これより、そやつの四肢と首をもぎ取り、灼やく。汝なんじは傍で見ているがよい」

「どうして……ですか？」

　冬馬の顔を桜の目から隠すように衣装の袖そでで覆おおって、深雪は静かに問いかけた。

「どうして、あなたは人を傷つけて笑っていることができるんですか？　あなたにとって人を傷つけることは、そんなに楽しいことなんですか？」

　息を吹きかけられたロウソクのように、桜の顔からフッと笑みが消えた。

　深雪は、さらに問いかける。

「あなたは、今、幸せなんですか？　たくさんの人を傷つけて、永遠の命を手に入れて、そしてまた、今度はもっとたくさんの人を傷つけて……それで、あなたは幸せな気持ちになることができるんですか？」

　桜さくらの双そう眸ぼうを冷たいものがかすめたが、深み雪ゆきは構わず問い続けた。

「優越感以上の気持ちを、得ることができましたか？」

「黙だまれ」

　桜が言った。怒気のこもった低い声で。

「あの愚かな女と同じことを言うな」

　ゴゴッ……。

　彼の怒りに応こたえるかのように、大地が震ふるえ始めた。

　あの愚かな女──それが誰だれのことなのか深雪にはわからなかったが、訊たずねることはしなかった。

「あなたは、可哀かわい想そうな人です」

　抱きしめていた冬とう馬まを、そっと横たえながら、深雪は言った。そして立ちあがる。

「他人を力で従わせて、虐しいたげて、見下すことでしか喜びを得られない、可哀想な人です」

　桜の口の端が歪ゆがみ、犬歯がのぞいた。

　深雪は、さらに言った。

「どんなに大きな力があっても、長い時間を生きたとしても、自分以外の命を尊べない限り、あなたは幸せにはなれません」

　桜は黙って聞いていたが、その左右で色の異なる瞳ひとみには、怒気が業火の如ごとく逆巻いていた。

　深雪は知らない。

　かつて一人の女性が、今、自分が口にしたのと同じ言葉で桜を諫いさめようとしたことを。

　その女性が桜の双子の姉であることを。

　深雪は知らない。

　桜が、その双子の姉を誰よりも敬愛していたことを。

「下げ賤せんが……」

　桜の口が開いた。

「泣きすがって、余を愛することを誓うのであれば、生かしておいてやってもよかったが……」

　ゴゴッ、ゴゴゴッ……。

　地の震えが増した。

　静まっていた風が再び狂ってゆく。

「汝なんじは余を愚ぐ弄ろうした！　この意味がわかるか!?　汝は神を罵ののしったのだ！　余の世界に汝は要らぬ！　そこな死に損ないもろとも消し去ってくれるわ！」

　桜が咆ほう哮こうのような声をあげたが、深雪の表情は微動だにしなかった。

「これ以上、あなたに冬馬さんは傷つけさせません」

　吹きすさぶ風の中、深雪はきっぱりとそう言うと、帯にさしておいた真紅の羽根を手に取った。

「朱雀すざく扇せんか……面おも白しろい」

　桜さくらは歯を剝むいて笑い、自身の胸を指先で叩たたいた。

「撃うってくるがいい」

　一歩前に進み、深み雪ゆきは朱雀扇をしっかりと両手で握りしめた。

　そして、そっと瞼まぶたを下ろす。

　膨ぼう大だいな量の炎が、深雪と冬とう馬まを囲うように虚空より湧わき出た。




　紅ぐ蓮れんが激しく逆巻くその光景を、桜は傲ごう然ぜんと笑いながら見ていた。

　見慣れた炎だ。

　神鳥の威力は凄すさまじいが、桜にとっては脅威たるものではない。

　百羽喰くらったところで、子こ猫ねこに嚙かまれた程にも効きはしない。

「渾こん身しんの力で来るがいい。その時、汝なんじは自らが如何いかに脆ぜい弱じやくな存在であるのかを思い知るのだ。余が絶対者であることを思い知るのだ」

　決意に満ちた深雪の表情が、絶望に歪ゆがみ、崩れる様を想像し、桜は舌なめずりをした。

　朱雀扇に呼ばれた炎は、ごうごうと瀑ばく布ふさながらに唸うなりながら深雪の頭上に集まり、そこで巨大な鳥の形を成した。その数──三羽。

　桜は、「ほう」と口を丸くした。

　朱雀扇で神鳥を呼ぶには、大量の獣じゆう気き、もしくは魔ま力りよくを必要とする。

　獣じゆう聖せい並の使い手であっても、一時に呼べるのは、一、二羽が関の山だろう。

　やはり、深雪の戦士としての資質は並外れている。

　だが、もはや桜には、深雪を我が物にしようなどというつもりはなくなっていた。

　ごうっ。三羽の神鳥が一いつ斉せいに紅ぐ蓮れんの翼つばさをはためかせ、飛ひ翔しようした。

　舞まいあがった多量の火の粉が、吹きすさぶ風に乗って一面に散る。

　神鳥たちを迎えるべく両腕を広げようとして、桜は仰天した。

　突然に、神鳥たちがその身の色を変えたのだ。

　煌こう々こうとした緋ひ色から、汚れなき白に。

「な──」

　なんだ、これは!?

　予想だにしない事態に、桜は、それまで余裕と嘲あざけりの笑みをたたえていた顔を強こわばらせた。

　神鳥たちの眩まぶしいほどに白い翼の一枚が視界を塞ふさぐ。

　その瞬しゆん間かん、桜は悟った。

　神鳥に特異な力がこめられていることに。

　その力の正体が、天てん使しの鉄てつ槌ついと呼ばれる技によって殺傷力に変換された、癒いやしの力であることに。

──バカな！

　心の中で叫びつつ、桜さくらは結界を展開した。

　しかし、その行動は何ら意味をなさなかった。

　桜は驚おどろきのあまり失念していた。

　天使の鉄てつ槌ついが、獣じゆう気きや魔ま力りよくでは防御不可能な技であることを。

　空間転移で逃れるか、あるいは迎げい撃げきするべきだったのだ。

　桜は選択を誤った。

　するりと結界を抜けて、純白の神鳥たちが眼前に迫る。

　桜は絶叫した。

　轟ごう音おんが響ひびき渡り、炎が一面を白く染めた。




「深み雪ゆきさん……！」

　勢いよく噴ふきあがってきた純白の炎を身に纏まとった風でいなしながら、燐りんはぎゅっと目を瞑つむった。

　神鳥三羽分の凄すさまじい爆ばく発はつ。

　深雪と冬とう馬まは、その間近にいた。

　二人とも生きてはいられないだろう。

「燐さんは、あの人に気づかれないように注意しながら、空のずっと上の方で待っていてください」

　それは、数分前の深雪の言葉。

「わたしが、静しず華かさんにもらったこの羽根で隙すきを作ります。燐さんは、その隙をついて『最さい後ごの月つき』を壊こわしてください」

　燐が呪じゆ符ふで創つくった巨鳥から下りた深雪は、そう言って燐を空へと促した。

　真正面から、しかも一人で桜に挑いどむのは危険すぎる。

　燐はそう制したが、深雪はやわらかく微笑ほほえみながら首を振り、闘たたかっている冬馬の許もとへと駆けていった。

　追って止めることもできたが、燐はそうしなかった。

　深雪が桜の注意を引いてくれれば、不意打ちが成功する確率は上がる。

　どちらか一方が囮おとりになるという策は、燐も考えていたことだ。

　どのみち、『最後の月』の破は壊かいに失敗すれば、燐も深雪も殺される。

　危険を気にして、最良の策を捨てるわけにはいかない。

　それに、大切な人の許へと走る深雪を止めることは、燐にはできなかった。

　深雪や冬馬を死なせないためには、燐が不意打ちを成功させるしかない。

　覚悟を新たにした燐りんは、巨鳥を呪じゆ符ふに戻して飛ひ翔しようの術で空に昇り、深み雪ゆきが神鳥を放つその時を待った。

　そして──。

──深雪さん……。

　歯を食いしばって、燐は目を開けた。

　深雪の放った神鳥は、見事に桜さくらを捉とらえた。

　深雪が神鳥に込めた天使の鉄てつ槌ついには、敵の防御を無視してダメージを与えるという特性がある。

　桜の力がどれほどに強大であっても、天使の鉄槌を喰くらって無事でいられるはずがない。

　命と引き換えにして、深雪は絶好の機会を燐にくれたのだ。

　この機をふいにするわけにはいかない。

　左手に龍りゆう魂ごんの剣けんを、右手には五枚の呪符を構え、燐は空を蹴けった。

　迦か陵りよう頻びん伽がをなびかせながら、一直線に桜を目指す。

　と──。

「があああああああああああああああああああああっ！」

　眼下に広がる炎の海のただ中から凄すさまじい雄お叫たけびがあがり、魔ま力りよくに満ちた暴悪な風が吹いた。

「──っ！」

　燐は咄とつ嗟さに迦陵頻伽に結界を展開させ、さらに龍魂の剣の能力で、その結界を強化し、風を防いだ。

　まともに浴びていれば、燐の五体は一いつ瞬しゆんのうちにバラバラになっていただろう。

　それほどの威力が、その風にはあった。

──これが桜の……兄さんに秘められていた力……！

　驚きよう嘆たんと戦せん慄りつが燐の身を震ふるわせた。

　早く『最さい後ごの月つき』を攻こう撃げきできる距離にまで近づかなければならないが、身を守るので精一杯で身動きが取れない。

　焦しよう燥そうにかられていると、不意に結界の軋きしみが収まった。

──風が静まった！

　結界を消して、燐は再び空を蹴けった。全速力で降下する。

　一面に広がっていた白い炎は、桜の風にすっかり消されてしまっている。

　しかし、深雪が放ったその炎は、確実に桜に打撃を与えていた。

　その証拠に、桜は狂ったように激しく身み悶もだえている。

　こちらにはまだ気づいていない。

──兄さん、すぐにその男を兄さんの中から追い出してあげるからね！

　心の中で叫びつつ、燐は右手に構えていた五枚の呪符をまとめて放った。

　呪じゆ符ふは燐りんの倍以上の速さで桜さくらに至ると、蒼あおい炎と化して桜を包んだ。

「──いいいいいいいいいいっ!?」

　桜の口から、男のものとは思えない金切り声があがった。

　龍りゆう魂ごんの剣けんの能力によって、燐の炎の威力は何倍にも増幅している。まともに喰くらって耐えきれるものではない。

──今のうちに！

　燐は龍魂の剣の柄つかを両手で握り、大きく振りかぶった。

　水晶さながらに透き通った刀身が、眼下で逆巻く炎を映して蒼あおく輝かがやく。

　狙ねらう先は、桜の傍らに浮遊している真紅の珠たま。

　龍魂の剣に、燐は持てる魔ま力りよくの大半を込めた。

『最さい後ごの月つき』は、これまで響ひびき忍しのぶや桜の傍らで闘たたかいの余波にさらされ続けながらも、ひびの一つさえ入っていない強固な代物だ。

　燐が術で撃うったところで、ビクともしないだろう。

　だが、燐の手には龍魂の剣がある。

　増幅させた魔力を刀身に込めて叩たたきつければ、あるいは──。

「はあああっ！」

　裂れつ帛ぱくの声とともに、燐は龍魂の剣を力いっぱいに振り下ろした。

　桜が上体をのけ反ぞらせて振り仰いだのは、その瞬しゆん間かんだった。

　もしも、燐の剣速が、あとほんの少し速ければ。あるいは桜が燐の存在に気づくのが、あと少し遅ければ、『最後の月』は砕け散っていたかもしれない。

　だが、現実は無慈悲だった。

　砕け散ったのは、今まさに『最後の月』を捉とらえようとしていた龍魂の剣の方だった。

　シャーンと澄すんだ音を響ひびかせて、龍魂の剣は切っ先から柄つか頭がしらに至るまですべて、粉々になった。

「──！」

　燐は絶句した。

　柄の破片が両手を傷つけたが、その痛みは驚おどろきに麻ま痺ひさせられ、感じなかった。

「……ああ……」

　眼前で星のように瞬またたく破片を呆ぼう然ぜんと見つめながら、燐は弱々しい声を洩もらした。

　心に生まれた絶望という名の黒い染みが、じわじわと広がり、心を侵してゆく。

　しかし──。

──まだよ！　まだ終わってないわ！

　きつく歯を食いしばって、燐は絶望に抗あらがった。

　虚空に新たな呪符を生み、血まみれの手に構える。

　龍りゆう魂ごんの剣けんにこめた魔ま力りよくは、龍魂の剣が破は壊かいされた際に失われている。

　燐りんに残された魔力は少ない。

　だが、やるしかない。

　呪じゆ符ふを放つべく、燐は腕を振りかぶった。その瞬しゆん間かん──。

「があああああああああああああああっ！」

　桜さくらが絶叫をあげ、空に幾筋もの紫電が奔はしった。

　怯ひるみながらも、燐は呪符を放ったが、燐の手を離れたとたん、呪符は一枚残らず紫電に灼やかれてしまった。

「な……」

　一度は抑えつけた絶望が再び胸のうちに広がってゆくのを感じ、燐は脱力した。

　桜がゆるりと振り返った。目が合う。

　左右で色の異なる桜の目は、どちらも張り裂けんばかりに剝むかれて血走っており、燐は竦すくみあがった。

「りいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃん！」

　裏返った声が桜の口からあがる。

「おまえかああああ！　おまえがあの女を連れてきたのかあああああああ!?」

　その声に大気が激しく震ふるえ、虚空に奔る紫電が数と勢いを増した。

　桜の狂気じみた形相と灼けつくような怒気に圧おされた燐は、ぎこちなく首を振りつつ後じさった。

「答えろおおおおおお！　りいぃぃぃぃぃぃん！　おまえかあああああ！　おまえだよなあああああ！　おまえしかいないよなあああああ！」

　対する桜は、叫びながら、ぐらぐらと大きく左右に身体からだを揺らしている。

　口の端からは飢えた獣けものさながらに唾だ液えきが滴っており、真紅と蒼あおの瞳ひとみは、それぞれ違う方向に向けられている。

　明らかに正気を失っていた。

　深み雪ゆきが放った白い神鳥と、龍魂の剣けんによって威力を増幅された燐の蒼い炎は、精神を蝕むしばむほどのダメージを桜に与えていたのだ。

　その事実が、潰ついえかかっていた燐の気力を再燃させた。

　表情に力を漲みなぎらせて、燐は片腕を突き出した。

　吹きすさぶ風になびいていた迦か陵りよう頻びん伽がが、その腕から目にも留とまらぬ速さで伸び、桜の上半身に絡みついた。

「うねらあああああああああああっ！」

　鉄柱すらも瞬時にへし折るほどの力で上半身を圧迫された桜は、首をもたげて意味不明な叫びをあげた。

　好機。

──その者を放すな！

　心中で迦か陵りよう頻びん伽がに命じながら、燐りんは空いている方の手に呪じゆ符ふを呼び、構えた。

　しかし、燐は、その呪符を放つことができなかった。

　呪符を構えた瞬しゆん間かん、桜さくらの上半身を捉とらえていた迦陵頻伽が燃えあがったのだ。

「──！」

　燐は咄とつ嗟さに迦陵頻伽を投げ捨てた。

　その判断は正しかった。炎は次の瞬間には迦陵頻伽全体に広がり、さらにその次の瞬間には迦陵頻伽を灰にした。

　灰は炎ともども風に吹きちぎられ、消滅した。

「……」

　燐は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　迦陵頻伽は、桂けいに二度、桜に一度裂かれたことで、大きく力を増していた。

　桜を長く封じることは叶かなわないとわかっていたが、こうもあっさり片づけられてしまうとは、思ってもいなかった。

　しかも、跡形もなく消されてしまった。

　これでは再生のしようもない。

「そん……な……」

　燐は肩を落とし、うなだれた。取り落とされた呪符が、ひらひらと躍おどりながら地上へと落ちてゆく。

　終わった。

　龍りゆう魂ごんの剣けんに次いで迦陵頻伽まで失われた。燐自身の魔ま力りよくも残されていない。

　打つ手は、もうなにもない。

「りいぃぃぃぃぃぃぃん！」

　叫んで、桜が口の端の片方を大きく吊つりあげた。唾だ液えきにまみれた犬歯がのぞく。

　唾液は首筋や胸にまで滴っており、褐色の肌をぬらぬらと光らせている。

　その醜しゆう悪あく極まる形相に吐き気を覚え、燐は手で口元を覆おおった。

「わかっているのかあああああ!?」

　また、桜は身体からだをぐらぐらと左右に揺らし始めた。

「おまえは神を愚ぐ弄ろうしたのだぞおおおおお！　それがどれほどに罪深いことか、おまえはわかっているのかあああああ!?　わかってやっているのかあああああ!?」

　口を塞ふさいだまま、燐はぎゅっと目を瞑つむった。

　桂に。深み雪ゆきに。冬とう馬まに。縁ゆかりに、そして、これまで殺あやめてきたすべての命に「ごめんなさい」と心の中で詫わびる。

──ごめんなさい……本当に、ごめんなさい……。

　目頭に涙が滲にじむ。

　一切の希望と戦意を失い、打ちひしがれていると、

「罰だあああああ！　罰を与えてやるぞおおおおお！」

　怒号とも哄こう笑しようともつかない桜さくらの声が、燐りんの鼓膜を強く叩たたいた。

　燐はハッと目を開き、硬直した。

　醜しゆう悪あくに歪ゆがめられた桜の顔が、すぐ目の前にあった。

　生温かな息が鼻先にかかる。

　燐には、抵抗はおろか逃げることすらできなかった。

　刹せつ那な、下腹部に衝しよう撃げきが走り、

「──っ！」

　燐は声にならない悲鳴をあげて前まえ屈かがみになった。

　そして見た。桜の手刀が脇わき腹ばらに突き刺さっているのを。

「あっ……ああ……」

　燐は悲嘆の声を洩もらしながら、両手で桜の肩をつかんだ。

　痛みがじわじわと全身に染み広がり、同時に力が抜けてゆく。

「に……さん……」

　つかんだ桜の肩に爪つめを喰くい込ませて、燐はかすれた声を出した。

「……にい……さん……」

　目頭に溜たまっていた涙がこぼれる。

「にい……さん……にい……さ……ん……に……」

　声を絞り出し、燐は繰くり返し桂けいを呼んだ。

　しかし、桂は応こたえなかった。

　代わりに桜が応えた。

「黙だまれ」

　燐の脇腹から桜の手刀が引き抜かれる。

　しとどに濡ぬれたその手は、次の瞬しゆん間かんには拳こぶしに形を変えて燐の腹に突き入れられ、燐は目を剝むいた。

「まだだあ！　そう簡単には楽にしてやらんぞお！」

　甲高く叫びつつ、桜はくずおれた燐を肩に担いだ。

　そして、地上めがけて急降下する。

　地表が間近に迫ってきたところで、桜は燐を投げ捨てた。

　なす術すべもなく背中から地面に叩きつけられた燐は、無造作に転がった後、うつ伏せに倒れた。

　呻うめいて、咳せき込む。唾だ液えきと血が焼けた土に無数の染みを作った。

「まだまだまだまだあ！　この程度で余を愚ぐ弄ろうした罪が贖あがなえると思うなあ！」

　近づいてきた桜さくらの爪つま先さきが脇わき腹ばらの傷に押し当てられる。

　無造作に身体からだを仰あお向むけに返され、燐りんは悶もだえた。

「泣け」

　おびただしく出血している脇腹の傷に、桜が踵かかとを落とす。

　全身に激痛が走った。

　あまりの痛みに、燐が頤おとがいを反らして涙声を洩もらすと、桜は舌なめずりして傷口を踏みにじった。

「もっとだ！　もっと泣け！　喚わめけ！　喘あえげ！　のたうち回れ！　そして悔いろ！」

　歓声をあげながら、何度となく傷口を蹴けりつけ、踏みにじる。

　もはや何の抵抗もできない燐は、なすがままに痛めつけられた。

　景色が次第に白く霞かすんでゆく。

　そんな中、燐は気づいた。

　桜の遥はるか後方に、無数の蛍ほたるが飛び交っていることに。

　蛍──それも、様々な色が複雑に入り交じった、極彩色の蛍だ。

　それが意味するところを悟った燐は、

──早く……早く逃げて！　桜が気づく前に彼を連れて逃げて……っ！　深み雪ゆきさん……！

　唇を嚙かみしめて、心の中で叫んだ。




「こらえてるんじゃあない！　もっとだ！　もっと泣け！　泣きじゃくれ！　泣き叫べ！　泣き狂え！」

　燐が気づいた極彩色の蛍の存在に、燐を嬲なぶることしか頭にない桜は、全く気づいていなかった。

　さらに彼は、自らが重大な過ちを三つも犯していることにも気づいていなかった。

　桜が犯した三つの過ち。

　それは──。




　やめろ。

　彼は獣けもののように歯を剝むき、唸うなっていた。

　果てしなく広く、そして暗い海の底に、彼──香か沙ざ薙なぎ桂けいはいた。

　そこは、音も光も一切存在しない、暗黒の世界。

　物を見ることも聴くことも許されない世界。

　許されているのは、思考を放棄し、たゆたうことだけ──。

　しかし、桂には見えていた。

　彼自身の足に踏みにじられ、苦く悶もんする燐りんの姿が。

　桂けいには聞こえていた。

　彼の肉体を奪い、彼をこの暗黒の海の底に沈めた男──桜さくらの狂喜の声が。

　そして、「兄さん」と彼を呼ぶ燐の心の声が。

　やめろ！

　桂は叫んだ。

　やめろ！

　燐を傷つけるな！

　俺おれの身体からだを返せ！

　だが、深い海の底であげられたその叫びが、桜に届くことはない。

　桜の凶行は止まらない。

　燐の脇わき腹ばらの傷を爪つま先さきで抉えぐりながら、桜は左腕を掲げた。と、彼方かなたから魔ま剣けん・絶ぜつが空を裂いて飛来し、掲げられた桜の手に収まった。

　桂は目を剝むき、吠ほえた。

　しかし、やはり声は桜には届かない。

　桜の凶行は止まらない。

　桜は凄せい惨さんな笑みを浮かべると、太刀たちの切っ先で燐の衣装の裾すそを割り、露あらわになった腿ももを太刀で貫いた。

　悲鳴をあげる力もなくし、ぐったりしているだけだった燐の上体が、激痛に大きく反った。

　そんな燐の反応に歓声をあげた桜は、笑いを嚙かみ殺しながら太刀を引き抜き、もう片方の腿にも凶刃を突き立てた。

　そして燐がのけ反ぞる様を見て、また歓声をあげる。

　その光景に桂は荒れ狂った。

　やめろ！

　やめろ！

　やめろ！

　やめろおおおおおっ！

　繰くり返し繰り返し叫ぶ。

（兄さん……助けて……兄さん……）

　救いを求める燐の心の声が、暗黒の海にこだまする。

「答えろ、燐。次はどこだ？　どこを貫いて欲しい？」

　粘着質の笑みを滲にじませて、桜が燐の眉み間けんに太刀を突きつけた。

「頭ず蓋がいか？　喉のどか？　胸か？　それとも──」

　言いながら、徐々に切っ先を下に動かしてゆく。

「ここにするか」

　切っ先が下腹部に差しかかったところで桜さくらは手を止め、唾だ液えきにまみれた舌で唇をなめた。

　下腹部に切っ先を定めたまま、太刀たちを振りあげる。

　その瞬しゆん間かん、桂けいは咆ほう哮こうした。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　それは、香か沙ざ薙なぎ桂という一人の青年が己おのが存在の全すべてを以もつてあげた、最大級の叫びであった。

　その叫びは、暗黒の海を真っ二つに切り裂き、そして──。

　桂があげたのと同じ叫びを桜にあげさせた。




「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　突如として意志とは無関係に自らの口からあがったその叫びに、桜は目を剝むいた。

　疑問符が頭の中を激しく駆け巡る。

「うあ……っ！　ああああ……っ！」

　よろよろと後じさりながら、闇やみ雲くもに太刀を振るう。

──何だ、これは!?

　片手で額ひたいを鷲わしづかみにし、食いしばった歯の隙すき間まから野太い呻うめきを洩もらす。

「何故なぜ……何故だ……っ！　何故、貴様が……！　貴様の自我など、とうに……とうにいいいいいっ……！」

　額をつかんだまま首をのけ反ぞらせた桜の目には、この時、桂が見えていた。

　真っ二つに裂けた広大な海の上に、蒼あおい炎を纏まとって浮かぶ桂の姿が。

　纏った炎を激しく逆巻かせながら、ゆっくりと虚空を歩き、近づいてくる。

「き、消えろっ！　来るな……！　来るなあああああああっ！」

　冬とう馬まと闘たたかっていた時にさえ感じなかった恐怖にかられ、桜は絶叫した。




　桜は未いまだ気づいていない。

　自らが犯した三つの過ちが、この事態を招いてしまったことに。

　三つの過ち──。

　一つ目は、深み雪ゆきを見くびり、彼女の放った神鳥をまともに喰くらってしまったこと。

　肉体のみならず精神にまで浸透してきた純白の炎が、暗黒の海の底に沈められ、ただたゆたっているだけだった桂の精神を目覚めさせた。

　二つ目は、燐りんを一思いに殺さずに、溜りゆう飲いんを下げるために嬲なぶりものにしたこと。

　その行為が桂を激怒させ、その怒りが桂の精神に力を与えた。桜の精神を押しのけるほどの力を。

　そして、三つ目──これこそが最初の過ちと言うべきか──は、桂と燐の間にある、百数十年の長きにわたって引き離されながらも、失われることのなかった、絆きずなの強さを侮ったこと。

　桜さくらは過ちを犯した。

　その過ちが桜のすべてを崩ほう壊かいさせる──。




　突然に叫びをあげ、迫り来るなにかを追い払おうとするかのように闇やみ雲くもに太刀たちを振るい始めた桜の姿を、燐りんは虚うつろな表情で見つめていた。

　桜の身になにが起きているのかわからないが、逃げ出す好機だ。

　しかし、燐には、もう立ちあがることさえできなくなっていた。

　繰くり返し叫びながら悶もだえる桜を、ただじっと生気を失った蒼あおい瞳ひとみに映していると、桜が地に太刀を突き立てて、がっくりと片かた膝ひざをついた。

　燐はかすかに眉まゆをひそめた。

　と、桜が太刀を杖つえ代わりにして立ちあがった。そして、おぼつかない足取りで歩み寄ってくる。

　燐の傍らまでやってきたところで、桜は再び太刀を地に刺し、言った。

「燐……」

　燐は息を吞のみ、虚ろだった目を大きく見開いた。

　桜が目だけで微笑わらう。

　燐には、それだけでわかった。

「にい……さん……？」

　桜は──否、桂は、穏おだやかな表情で頷うなずいた。

「……ああ……」

　嗚お咽えつ混じりの声を洩もらし、燐は腕を伸ばした。

　その手を桂がつかむ。

　懐なつかしい温ぬくもりに、燐はポロポロと大粒の涙をこぼした。

　苦笑した桂の腕に抱え起こされる。

　彼の胸にすがって、燐は声をあげて泣きじゃくった。

　硬い、しかし温かな胸に顔を埋め、引きしまった二の腕に触れる。

　この胸に、この腕に抱かれて眠ることが大好きだった。

　そこは、一番幸せな場所──。

　涙が止まらない。

　切なさに息が詰まる。

　言いたいこと、言わなくてはならないことは山ほどあるのに、なにも言葉にならない。

　そんな燐の髪を、桂の手が愛めでるように梳すく。

　頰ほおに、耳に、首筋に、肩に、彼の指先が淡く触れる。

　彼が触れた箇所から、幸せが全身に広がってゆく。

「兄さん……」

　桂けいの体温を頰ほおに感じながら、燐りんは甘える子こ猫ねこのように目を細めた。

　と──。

「燐」

　不意に桂が真しん摯しな声を出した。

　背中に回されていた手が両肩に移り、燐は桂の胸から離された。

「あっ……」

　もっと桂の胸に甘えていたい。その腕に抱かれていたい。

　そう思い、燐は桂の胸に戻ろうとしたが、桂の腕には力が込められており、それは叶かなわなかった。

「……兄さん……？」

　きょとんとなった燐を真っすぐに見つめ、桂は言った。

「もう、時間がない」

「え……？」

　小首を傾かしげた燐は、桂が次に発した言葉に絶句した。

「桜さくらが戻ってくる」

　淡々とした口調で桂は言った。

　桜の精神は滅びてはいないと。

　今こうしている間も、桜の精神は肉体の支配権を取り戻そうと桂の中で暴れ狂っていると。

　桂が桜の精神を抑えていられる時間は、あとほんの僅わずかしかないと。

「い、嫌……」

　燐はぎこちなく首を振った。

「そんなの……そんなの嫌っ！」

　そして叫ぶ。

　桂は少し困ったような顔で微笑ほほえむと、燐を荒っぽく抱き寄せた。

「兄さぁん……」

　燐は顔をくしゃくしゃにして、しゃくりあげた。

　消えないで。

　ずっと、このままこうして抱きしめていて。

「心配するな」

　桂の吐息が耳と首筋を撫なでた。

「これ以上、奴やつに俺おれの身体からだは使わせない」

「にい──」

　口を開こうとした燐りんを遮って、桂けいは続けた。

「俺おれの身体からだを失えば、奴やつは一番近くにいるおまえの身体を奪いにかかるだろう。奴の精神が俺の身体から離れた瞬しゆん間かんを狙ねらって撃うて」

　燐は涙に濡ぬれた瞳ひとみを見開き、「え……？」、呆ほうけた声を洩もらした。

　わからなかった。

　俺の身体を失えば──。

　その言葉の意味が。

「おまえは生きろ、燐」

　燐をより深く抱きしめて、桂は言った。

　燐は震ふるえた。

　わかった。

　わかってしまった。

　桂の言葉の意味が。

　これから、彼がなにをしようとしているのかが。

「あっ……あっ……」

　やめて、と叫びたかった。

　しかし、叫ぶことはおろか、まともに声をあげることすら燐にはできなかった。

　恐怖が喉のどをしめつけていた。

「おまえは生きて、幸せになれ」

　桂が言う。穏おだやかな声で。

「おまえはなにも悪くない。おまえは幸せになっていいんだ。おまえには、その資格がある。里の皆の分まで幸せに生きろ」

　恐怖と哀かなしみに喘あえぎながら、燐は首を振った。

　お願いだから、それ以上なにも言わないで。

　お願いだから、私を一人にしないで。

「おまえは生きて、幸せになれ」

　もう一度そう言うと、桂は抱ほう擁ようを解いて、そっと立ちあがった。

　桂に体重を預けていた燐は、地面に両手をついて身体からだを支えた。

　そのままの姿勢で桂を見あげる。

　桂は微笑わらっていた。

　その手には太刀たちが握られている。

「溺おぼれて立ち止まるな」

　言いながら、白刃を自らの首に宛あてがう。

「道は開かれている」
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　桂けいの微笑ほほえみに向けて、燐りんは片腕を伸ばした。いっぱいに伸ばした。

　そして叫んだ。ありったけの声で叫んだ。何と叫んだのかは、自分でもわからない。

　しかし、必死に伸ばした腕も、声の限りにあげた叫びも、桂を止めることはできなかった。

「力強く、前へ──」

　桂の手が動いた。

　白刃が滑らかに彼の首を通過する。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　その一瞬で、燐の世界は激変した。

　突き落とされてしまった。

　桂のいる世界から、桂のいない世界に。

　伸ばした燐の指先をかすめて、桂の首は地面に落ちた。

　無造作に転がって、燐の膝ひざ頭がしらに当たる。

　僅わずかな間を置いて、首を失った桂の身体がぐらりと傾き、倒れた。

　だが、燐は、その光景を見てはいなかった。

　見開かれた蒼あおい瞳ひとみに映っているのは、桂の後頭部。

　香か沙ざ薙なぎの一族の証あかしである真白い髪は、焼け焦げた土にまみれている。

　斑まだらに汚れたその髪を、燐はただ呆ぼう然ぜんと見つめた。

　間もなく──。

　仰あお向むけに倒れている桂けいの胸から、炎とも光ともつかない真紅の球体が浮かびあがってきたが、心を喪失していた燐りんには知覚できなかった。




　桂の死によって心を喪失したのは、燐だけではなかった。

（あああああああああああああああっ！）

　それは、悲願の肉体を失い、精神のみの存在となってしまった桜さくらがあげた、文字どおりの魂の叫び。

（あああああああああああああああっ！）

　そう──。

　失われてしまったのだ。

　力も。

　永遠も。

　桜が切望し続け、そしてようやく手に入れたものは、すべて。

（あああああああああああああああっ！）

　桜は狂乱していた。

　怒り、哀かなしみ、憎しみ、恐怖──それらの感情がない交ぜになって荒れ狂い、桜の自我を蝕むしばんでゆく。

（あああああああああああああああっ！）

　おのれ！

　何故なぜ!?

　身体からだが！

　余の！

　桂め！

　身体を！

　このままでは──！

　新しい身体を──！

　下げ賤せんが！

　姉上！

　滅びて──！

　何故!?

　永遠が──！

　下賤が！

　余は──！

　姉上！

　助け──！

　おのれ！

　消える！

　何故なぜ!?

　桂けいめ！

　新しい身体からだを──！

　消える！

　このままでは──！

　下げ賤せんが！

　滅びる!?

　終わる!?

　終わってしまう──！

　余は──！

　永遠に──！

　身体を！

　姉上！

　助け──！

　姉上──！

　姉上──っ！

（あああああああああああああああっ！）

　崩れてゆく。

　理性が。

　思考が。

（あああああああああああああああっ！）

　肉体を失い、さらに自我まで壊こわれた桜さくらに残されたものは、「生きたい」という本能だけであった。

（あああああああああああああああっ！）

　肉体を。

　早く肉体を得なければ。

　滅びてしまう。

　終わってしまう。

（あああああああああああああああああああああああああ──っ！）

　桂の骸むくろの上に浮遊していた真紅の球体──桜の精神は、一際に高い声を響ひびかせて宙空を奔はしり始めた。




　燐りんが、桂けいの亡なき骸がらの上に浮かぶその真紅の球体の存在に気づいたのは、球体が動き出す直前だった。

「……？」

　燐には、初め、その球体が何であるのかわからなかった。

「あああああああああああああああああああああああああ──っ！」

　突如、球体が絶叫した。

　球体は、それまでに幾度も狂乱の叫びをあげていたが、放心していた燐には全く聞こえていなかった。

　球体のあげた絶叫が、燐に球体の正体を理解させた。

　聞き慣れた──百年以上もの間、聞かされ続けた声。

　燐は息を吞のんだ。

　オーラのようなものをゆらゆらと昇らせている真紅の球体──あれは桜さくらの精神だ。

──兄さん……！

　桂が命を絶つ間際に言った言葉が、脳裏に鮮せん明めいに甦よみがえる。

（俺おれの身体からだを失えば、奴やつは一番近くにいるおまえの身体を奪いにかかるだろう。奴の精神が俺の身体から離れた瞬しゆん間かんを狙ねらって撃うて）

　滅ぼさなければ。

　燐は思った。

　桜を──兄の仇かたきを──討うつ。

　憎悪が、ひび割れていた燐の心を灼やいた。

　歯を食いしばって、燐は呪じゆ符ふを呼ぶために腕を振りあげた。

　だが──。

「──っ！」

　腕を動かした拍子に腹部の傷が激しく疼うずき、燐は声にならない悲鳴をあげてうずくまった。

　うずくまったまま、燐は苦痛に歪ゆがむ顔をあげ、

「──！」

　目を見開いた。

　桜の精神が移動していた。

　それも燐の方にではなく、彼方かなたで今も飛び交っている極彩色の蛍ほたるたちの方に向かって。

──どうして──!?

　啞あ然ぜんとなりながらも燐は桜の精神を追おうとしたが、腹部と両脚の傷が動くことを許してくれなかった。

「深み雪ゆきさん……っ！」

　燐りんは呻うめき混じりの短い叫びをあげた。




　色彩鮮あざやかな蛍ほたるたちがゆるやかに舞まうその光景を、深雪は生気のない目で見つめていた。

　神鳥三羽の召喚と天てん使しの鉄てつ槌ついの使用によって、深雪は疲ひ弊へいしていた。

　桜さくらに追い詰められている燐を助けてやりたいという思いはあったが、深雪にはもう、立ちあがる体力も気力もなかった。

「きれい……」

　力なく呟つぶやきながら、目の前を飛んでいる極彩色の蛍の一つに人差し指を伸ばす。

　指先が触れるや否や、蛍は淡雪が解けるように、すうっと消えた。

　小さく息をついて、深雪は膝ひざの上にある冬とう馬まの顔に視線を落とした。

　冬馬は、未いまだ目を見開いたまま、口を動かし続けている。

「冬馬さん……」

　母親が幼子を寝かしつけるように、深雪は冬馬の額ひたいを淡く撫なでた。

　見開かれた冬馬の目は既になにも映してはおらず、絶え間なく動いている口から言葉が発せられることも、もはやない。

　そんな状態になってもまだ、冬馬は闘たたかっていた。皆を守ろうとしていた。

　飛び交う極彩色の蛍たちが、冬馬の戦意が今なお失われていない証あかしだ。

　深雪は、余波で命を落とすことを覚悟で神鳥を放った。

　三羽の神鳥はいずれも桜を捉とらえて炸さく裂れつし、純白の炎と衝しよう撃げき波はが一面に広がった。

　だが、それらが深雪と冬馬を傷つけることはなかった。

　神鳥が炸裂した瞬しゆん間かん、深雪たちを包むように極彩色の光のドームが出現し、衝撃波と炎の一切を遮断したのだ。

　深雪は呆あつ気けに取られた。

　衝撃波が行き過ぎ、炎が桜の起こした風によって吹き消されると、ドームはガラスのように四散し、さらに細かな粒となって深雪たちの周囲を飛び交うようになった。

「冬馬さん……」

　ほつれた前髪が張りついている冬馬の額を撫なでながら、深雪は穏おだやかに語りかけた。

「もう、いいんですよ……」

　正視し難いほどに傷つきながらも、彼は深雪を守った。

　しかし、深雪は嬉うれしいとは思わなかった。

　彼が守ってくれたという嬉しさよりも、哀かなしみの方がずっと大きかった。

　死してなお闘たたかい、傷つき続けている彼が憐あわれでならなかった。

「もう、休みましょう……？　ね……？」

　彼はもう、充分に闘たたかった。

　充分すぎるほどに傷ついた。

　桜さくらなんて──闘いなんて、もうどうでもいい。

　皆を守れなくたって構わない。

　だから──。

　もう、休もう。

　背負ったもののすべてを捨てて、眠りにつこう。

　背負うもののない、そして傷つくことのない世界へ行こう。

　深み雪ゆきは微笑ほほえみ、目を閉じた。

　このままこうして、終しゆう焉えんの訪れを待とう。

　恐怖はない。

　大切な人とともに終わりを迎えることができるのだ。

　こんなに幸せなことはない──。

　そんな風に思っていると、

（よこせえええええええええええええっ！）

　突如、甲高い男の叫び声が響ひびいた。

　深雪はハッと顔をあげ、そして仰天した。

　歪いびつな形をしたどす黒いなにかが、凄すさまじい勢いでこちらに向かってきていた。

「──!?」

（あああああああああああああああっ！）

　前の叫びと同じ声が、『それ』から発せられ、深雪は竦すくみあがった。

『それ』が眼前に迫る。

　ただ目を見開くことしか、深雪にはできなかった。
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『それ』は、ほんの数秒前まで、子供の頭ほどの大きさの球体だった。色は血よりも深い赤で、全体からオーラのようなものをゆらゆらと昇らせていた。

　だが、今や『それ』──桜の精神は、本来の形と色を見る影もなく失なくしていた。

　完全に壊こわれていた。

（よこせええええええええええっ！）

　桜は叫びをあげて突き進む。

　目指しているのは、極彩色の蛍ほたるたちが飛び交っている、その場所。

　そこに行けば肉体がある。

　そこまでたどり着けば生き延びられる。

　やがて──。

　桜さくらは飛び交う極彩色の蛍ほたるたちのただ中に、一人の女の姿を認めた。

　姉上──!?

（あああああああああああああああっ！）

　桜は歓喜の声をあげた。

　桜には、極彩色の蛍たちのただ中に座しているその女が、敬愛する双子の姉に見えた。

　両腕を広げ、穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

　姉上！

　姉上──っ！

　桜は嬉き々きとして、最愛の姉の胸へと飛び込んだ。




　桜には、他者の肉体に精神を移し、その肉体を我が物にするという能力があった。

　深み雪ゆきの中に入った桜は、その能力で以もつて深雪の肉体を奪おうとした。

　しかし、桜の精神が壊こわれれていたために、肉体を奪うという能力は、正常には働かなかった。

　否、最悪の形で働いてしまったというべきか。

　肩を抱いて、深雪は悲鳴をあげた。




　その物体が燐りんの視線の先に現れたのは、桜の精神が視界から消えて、間もなくのことだった。

「……なんて……こと……」

　桂けいの首を胸に抱いて、燐りんは呻うめいた。

　その物体を目にした瞬しゆん間かん、燐の背筋は凍り、続いて吐き気が込みあげてきた。

　それほどに、それは大きく、醜みにくかった。

　臓ぞう腑ふ。

　そう──臓腑だ。

　燐には、それ以外に、その山のように大きな肉の塊を形容する言葉は思い浮かばなかった。

　それには、四肢はおろか、頭すらついてはいなかった。目や耳、口も見当たらない。

　赤黒い皮ひ膚ふはぬらぬらと光り、不規則に脈打っている。

　そして、皮膚のそこかしこから生えた触手もまた、統一性なく動いていた。

　多くは鞭むちの如ごとくしなって、しきりに地面を打ちすえており、その度に伝わってくる衝しよう撃げきが燐の傷を疼うずかせた。

　痛みに奥歯を嚙かみしめながら、燐は深くうつむいた。

「どうして……どうして、こんな……」

　燐にはわかっていた。

　あれは──あの巨大な臓腑は、深み雪ゆきだ。

　壊こわれていた桜の精神が、深雪をあんな醜しゆう悪あく極まる姿に変えてしまったのだ。

「どうして……」

　燐は呪のろった。

　桜を。

　無力な自分を。

　そして、どこまでも苛か酷こくな──現実を。

「兄さん……」

　桂の首をきつく抱きしめ、燐はぎゅっと目を瞑つむった。

　もう見たくなかった。

　未いまだ血の色に塗り潰つぶされたままの空も。

　焼けた大地も。

　変わり果てた深雪の姿も。

　なにもかも──苛酷なだけの現実など、もう見たくなかった。

　触手が地面を叩たたく音が、絶え間なく耳じ朶だに響ひびく。

　その音は次第に燐の方に近づいてきていたが、燐は顔をあげることも目を開けることもしなかった。

「兄さん……」

　もう一度、そう呟つぶやく。

　腕の中の桂けいが応こたえてくれることは、無論、なかった。




　その巨大で醜しゆう悪あくな肉の塊は、泣いていた。

　触手で地表を打ちすえ、あるいは斬きり裂きながら、泣いていた。

　ナメクジのように粘液を地面に塗りつけて進みながら、泣いていた。

　涙を流す目も、声をあげる口もついてはいなかったが、泣いていた。

　目や口だけではなく、鼻も耳も手も足もなかったが、それでも、その巨大で醜悪な肉の塊には、心があった。

　深み雪ゆきの心が残っていた。

（冬とう馬まさんっ！）

　目はなかったが、しかし、深雪にはすべてが見えていた。

　赤い空も、黒い土も、そして横たわっている冬馬と、離れた場所で桂の首を抱いてうつむいている燐りんの姿も、すべて。

　深雪は理解していた。

　自分が人ならざるものに成り果ててしまったことを。

　その姿が醜悪極まるものであることを。

　深雪を異形に堕おとした桜さくらの精神は、深雪を変へん貌ぼうさせた直後に粉々に砕け散っている。

（やめてえっ！）

　深雪は泣き叫んだ。

　触手の一本が、横たわったままピクリとも動かない冬馬の傍らを叩たたいたのだ。

（嫌っ！　お願い……お願いだから、もうやめてえっ！）

　深雪は懇こん願がんしたが、身体からだは従ってはくれなかった。

　触手をさらに激しく振り回して空と地面を裂きながら、燐のいる方向へと進んでゆく。

　桜の精神は既に失われていたが、しかし深雪には、自らの身体を自らの意志どおりに動かすことはできなかった。

（やめて……もう……このままじゃあ、わたし……わたしがみんなを……）

　深雪の心は、哀かなしみと恐怖で張り裂けそうになっていた。

　このまま身体が意志に反して暴れ続ければ、この場にいる冬馬や燐のみならず、多くの人命が失われることになる。

（嫌……）

　誰だれか──。

（助けて……）

　お願いだから──。

（殺して……）

　わたしを──。

（助けて……）

　殺して──。

（冬とう馬まさん……）

　冬馬さん──。

（助けて……）

　わたしを助けて──。

　わたしを殺して──。

（冬馬さん……）

　冬馬さん──。

（冬馬さん……）

　冬馬さん──。




　深み雪ゆきは願った。

　心のすべてで願った。

（助けて……！　冬馬さん……っ！）

　冬馬の全身が仄ほのかな光に包まれたのは、その時だった。




　音。

　音が聞こえる。

　声。

　そう──声だ。

　人の声。

　誰だれの声だろう？

（ありがとう）

　知っている声。

　懐なつかしい声。

（私たちの子供に産まれてくれて）

　それは、始まりの言葉。

　一番最初の──記き憶おく。

　誰だろう？

　温かい。

　温かくて、いい匂においがする。

（私が、あなたのお母さんよ）

　オカアサン？

　そう──お母さん。

　お母さんだ。

　覚えている。

　お母さんの──母様の声。

　母様の匂におい。

（冬とう馬ま……あなたの力は、人を傷つけるための力じゃないの。愛する人を、あなたが心から大切に思う人たちを、守るための力なの。そのために神様が与えてくれた、大切な力なの。だから、その力でみんなを守りなさい……そして──）

　母様だ。

　母様が泣いている。

（──幸せになってね）

　母様が泣いている。

　母様を泣かせたのは、ぼくだ。

　ぼくの手が濡ぬれている。

　母様の血に濡れている。

　覚えている。

　大好きなのに。

　ぼくは母様が大好きなのに──泣かせてしまった。

　ごめんなさい。

（女を守れない男ほど、惨めで情けない生き物はいない）

　声。

　声だ。

　声が聞こえる。

　母様の声じゃない。

（冬馬……おまえは、なるなよ）

　父様だ。

　覚えている。

　たくさんの人がいて、みんな黒い服を着ている。

　父様も黒い服を着ている。

　ぼくも黒い服を着ている。

（おまえは、俺おれのような男には、なってくれるなよ）

　父様だ。

　父様が泣いている。

　涙を流さないで、泣いている。

　覚えている。

（今日もいじめられて帰ってきたのか、おまえは）

　声。

　声だ。

　声が聞こえる。

（ほら、擦すりむいたとこ洗ってやるから、風ふ呂ろ場に行って待ってな。靴くつ下したは洗せん濯たく機きに入れないで、横のカゴの中に入れとくんだよ）

　姉様だ。

　覚えている。

　泣いているぼくの頭を、少し困った顔で撫なでてくれている。

（これで五日連続だね）

　姉様の後ろには兄様がいた。

　覚えている。

　兄様も、姉様と同じように、少し困った顔をしている。

（どうする、姉様？）

（ちょっとからかってくるぐらいなら口出ししないつもりだったけど……怪け我がまでさせられて黙だまってられるか。乗り込んでって、親もろとも説教してやる。おまえも来な）

（もちろん。姉様一人で行かせたら、大変なことになっちゃうだろうからね）

　姉様と兄様は顔を見合わせて笑った。

　少し怖かったけど、でも、ぼくはとても嬉うれしかった。

　覚えている。

　母様。父様。姉様。兄様。

　家族。

　同じ血を分けた人たち。

　ぼくを愛してくれた人たち。

　大好きな人たち。

　でも──。

　もう、母様はいない。

　父様もいない。

　兄様もいない。

　覚えている。

（あんたあたしのこと守るって言ったんだからね。責任、ちゃんと取りなさいよ。男なんだから）

　声。

　声だ。

　声が聞こえる。

（いいわ。あたしもあんたのこと好きになってあげる。これが、その証拠）

　女の子だ。

　女の子の唇が、ぼくの唇に触れる。

　そこは、大きなケヤキの木の下。

　雨上がり。湿った風の匂におい。

　覚えている。

（ファーストキスなんだからね。これであたしもキズものになったんだから、本当に責任、取ってよね）

　その場所で、ぼくは彼女と出会った。

　覚えている。

（柚ゆず本もと深み雪ゆきです。あ、今日からわたしも月つき森もりになったんですよね。ふつつか者ですけど末長くよろしくお願いしますね、あなた）

　それは、二度目の出会い。

　柚本深雪。

　それが、彼女の名前。

　綺き麗れいな栗くり色の髪。

　大きなリボン。

　ウサギのイラストが入ったエプロン。

　窓から射し込む朝日。

　みそ汁の匂い。

　覚えている。

（わたし、冬とう馬まさんの優しい匂いが大好きです。あなたの匂いの側そばにずっといたいなって思います）

　それは、冬の夜道。

　月を見あげて彼女が微笑ほほえむ。

　綺麗だった。

　満天の星も。

　星を従えて輝かがやく月も。

　月明かりに照らされた彼女の横顔も。

　覚えている。

（わたし、冬馬さんを好きになって良かった……）

　そこは、二人が初めて出会った場所。

　大きなケヤキの木の下。

　彼女は花束を抱いている。

　抱えきれないぐらいに大きな花束を。

（とっても綺き麗れいです）

　彼女は泣いている。

　でも、それは、哀かなしみの涙ではない。

　プロポーズ。

　喜んでくれた。

　嬉うれしかった。

　覚えている。

　ぼくは彼女と約束した。

　一緒に生きてゆくことを。

　喜びを分かち合って。

　哀しみも分かち合って。

　同じ道を歩いてゆくことを。

　覚えている。

　ぼくたちは語り合った。

　これからのことを。

　たくさん。たくさん。

　覚えている。

　この気持ちを──ぼくは覚えている。

（冬とう馬まさん）

　呼んでいる。

（助けて）

　彼女が呼んでいる。

（わたしを助けて……わたしを殺して……）

　ぼくを呼んでいる。

　泣きながら、ぼくを呼んでいる。

（助けて……！　冬馬さん……っ！）

　彼女が呼んでいる。

　ぼくを──俺おれを──呼んでいる。

「あ……」

　かすかに呻うめいて、冬馬は閉じかかっていた瞼まぶたを開いた。

　最初に瞳ひとみに映ったのは、真っ黒に焼けた土。

　身体からだは動かさずに、視線だけを上にずらす。

　黒い土煙の向こうに巨大な臓ぞう腑ふが見えた。

　赤黒い皮ひ膚ふから生えた無数の触手をでたらめに振り回しながら、ゆっくりと這はい進んでいる。

　触手が地面を叩たたく度に、細かな土くれが冬とう馬まの顔や身体にぱらぱらと当たる。

　悪臭がした。腐肉の臭においだ。

　臓腑の皮膚から分泌されている粘液が、その源だ。

──深み雪ゆきさん……。

　冬馬は理解していた。

　その醜しゆう悪あくな肉の塊が深雪であることを。

　聞こえるのだ。

　助けを求める──自分を呼ぶ、彼女の声が。絶え間なく。

「……み……ゆき……」

　応こたえたかった。

　しかし、冬馬には、立ちあがることはおろか、まともに声をあげることさえできなかった。

　視覚も、嗅きゆう覚かくも──五感はすべて冴さえているのに、できるのは、かすれた呻うめきを洩もらすことと、身じろぎすることだけ。

──くそ……っ！

　心の中で吐き捨て、歯は嚙がみしていると、突然、視界がぼやけた。

　同時に酷ひどい耳鳴りがして、それ以外の音が一切聞こえなくなった。

　全身を包んでいた仄ほのかな光も消えた。

「あ……」

　意識が──現実感が薄うすれてゆく。

　また、失われてしまう。

　壊こわれてしまう。

　生命が。

　記き憶おくが。

「待って……くれ……ま……まだ……これ……じゃあ……なんの……意味……も……な……」

　せっかく目覚めることができたのに。

　一番大切な気持ちを思い出すことができたのに。

　俺おれは、なに一つ為なせないまま、再び闇やみに落ちてしまうのか？

　変わり果てた彼女の姿を──苛か酷こくな現実を目まの当たりにするためだけに、俺は戻ってきたのか？

　違う。

「……お……俺おれ……は……」

　彼女を救いたい。

　彼女を救わせてくれ。

　強い想おもい。

　心からの願い。

　しかし、その意志に反して、冬とう馬まの意識はどんどん薄うすれてゆく。

　冷たい闇やみが迫ってくる。

「み……み……みゆ……き……さ……」

　寒い。

　怖い。

　薄れてゆく。意識が。

　崩れてゆく。記き憶おくが。

　冷えてゆく。身体からだと心が。

「う……ああ……」

　嗚お咽えつのような声を洩もらしながら、冬馬は遠ざかってゆく深み雪ゆきに向けて左腕を伸ばした。

　と、ある物が霞かすむ瞳ひとみに映った。

　それは、桜さくらとの激げき闘とうの中にあっても失われることなく、そこにあった。

　左の肘ひじの下に結ばれた──白いリボン。

「あ……」

　冬馬は目を大きくした。

　死にかかっていた心が、動いた。

（あたしは、いつでも一緒だから……冬馬さんが独りで闘たたかってる時も、ずっと一緒にいるから……だから……）

　それは、少女の言葉。

「……ゆ……か……」

　由ゆ花か。

　そう──由花だ。

　そのリボンは、別れ際に由花が結んでくれたものだ。

　あたしは、いつでも一緒だから。

　冬馬さんが独りで闘ってる時も、ずっと一緒にいるから。

　それは、由花がリボンと一緒にくれた言葉。

　そう──そうだ。

「は……はは……」

　冬馬は微笑わらった。

　目頭が熱くなった。

　忘れていた。

　だが、思い出した。

　自分の帰りを待ってくれている人たちのことを。

　ずっと、皆が側そばにいてくれたことを。

　涙がこぼれた。

　たくさんの顔が脳裏をよぎった。

　詩し織おり、相そう馬ま、静しず華か、静しず馬ま、御み堂どう巽たつみ、由ゆ花か、鷹たか秋あき、真ま矢や、睦むつ美み、綾あや瀬せ由ゆ紀き彦ひこ、綾瀬里り花か、永なが島しま里り穂ほ、陣じん内ない甲こう牙が、御堂縁ゆかり、響ひびき忍しのぶ、桂けい、燐りん、蘭らん、桜さくら──そして深み雪ゆき。

　そこには、あらゆる表情が──感情があった。

　喜び、哀かなしみ、怒り、憎しみ、苦しみ、痛み、後悔、欲望、羨せん望ぼう、妬ねたみ、愛情──。

　それらは、どれも等しく尊く、愛いとおしいもの。

　命の証あかし。

「あ……ぐ……」

　きつく歯を食いしばって、冬とう馬まは仰あお向むけになった。

　霞かすむ瞳ひとみに月を映し、願う。

　心のすべてで求める。

　奇跡を。

　背負った想おもいのすべてを守る──力を。




　声。

　声だ。

　声が聞こえた。

　月の声が。




「ああ……覚えてる」

　月からの問いに、冬馬は目を閉じて答えた。かすれた呻うめきではなく、確かな声で。




「はは……そうだね。壊こわれなかった……」




「うん……」




「うん……」




「え……？」




「でも……いいのかい？　そんなことをしたら、君は……」




「そっか……それなら──」

　冬とう馬まは目を閉じたまま、由ゆ花かのリボンが巻かれた左腕を空に伸ばし──掌てのひらを月にかざした。

「おいで」

　かざした掌に、ふわりと温かなものが触れる。

　それは、小さな掌。

　掌が重なったその一いつ瞬しゆん、冬馬の全身が極彩色に光った。

　冬馬は、ゆっくりと目を開けた。

　赤い空と金色の月が鮮せん明めいに見えた。

　息を吐きながら上体を起こす。

「終わらせよう」

　冬馬は立ちあがり、飛ひ翔しようした。




　荒れた風が前髪を撫なでつける。

──酷ひどい姿になっちゃったな……。

　巨大な臓ぞう腑ふと化した深み雪ゆきを上空から見つめながら、冬馬は改めて思った。

「俺おれも人のことは言えないか……」

　己の身体からだを見やり、苦笑する。

　数えきれないほどの裂傷と火傷やけど。真紅の槍やりに貫かれてできた風穴。掌の上半分を吹き飛ばされてしまった右手。どれもたいした傷だ。

　五感は冴さえていたが、痛みだけは少しも感じない。

　冬馬は、また苦笑した。

　身体の痛みは生きている証あかしだという。

──桜さくらと闘たたかっている間は、まだ痛みを感じられていたんだけどな……。

　そんなことを思いつつ、冬馬は深雪に視線を戻した。

「深雪さん……」

　冬馬には、今、この時も聞こえていた。

　冬馬を呼ぶ深雪の声が。

　深雪は、触手を激しく振るいながら、じりじりと燐りんに迫っている。

　燐に動く気配はない。

　冬馬は僅わずかに眉まゆをひそめた。

「生きなくちゃいけないのに……」

　桂けいの首を抱きしめてうつむいている燐りんの姿からは、生きようとする気力が微み塵じんも感じられなかった。

　このまま深み雪ゆきに殺されるつもりでいるのだろう。

「背負った想おもいがあるのに……」

　呟つぶやいて、冬とう馬まは右腕を振りあげた。

「君は、生きなくちゃ駄だ目めだ」

　そして、その腕を斜めに振り下ろす。

　すると燐の周囲の空間が強く輝かがやき、極彩色の光のドームが彼女を包んだ。

　同時に、振り下ろした冬馬の右腕が、音もなく根元から吹き飛んだ。

　血ち飛沫しぶきが半身に張りつく。

「……っ」

　相変わらず痛みはなかったが、血が目に入り、冬馬は表情を歪ゆがめた。

「効果覿てき面めんだな……」

　苦笑いがこぼれた。

「骨が一、二本折れるぐらいのものかと思ってたけど……」

　黄おう金ごん狼おおかみに変身していない状態での古き月の力の使用──冬馬の腕を吹き飛ばした原因は、それだった。

　生身のままでも、ある程度なら古き月の力を扱うことはできる。しかし、ある程度を超えると反動で肉体が壊こわれてしまう。

　変身していれば、反動を気にすることなく力を振るえるのだが、『久く遠おんの月つき』のない今、冬馬はもう変身できない。

「とりあえず、これで彼女は大丈夫だな……」

　独白した刹せつ那な、深雪の触手の一本が燐を襲おそった。

　しかし、地を断ち割る勢いで振り下ろされた触手は、極彩色の光のドームに触れるや否や炭化し、四散した。

　冬馬は小さく頷うなずいた。

　燐を包む極彩色の光のドームは、古き月の力の結晶だ。

　すべてが終わるその時まで、燐を守り抜いてくれるだろう。

「さて──」

　冬馬は軽く目を閉じた。

　聞こえる。

（冬馬さん……）

　深雪の声が。

（わたしを助けて……わたしを殺して……）

「うん……」

　頷うなずいて、冬とう馬まは目を開けた。

　そして左の掌てのひらを深み雪ゆきに向ける。

「今、助けるよ」

　掌の中心に極彩色の光が灯ともった。

　細く、静かに息を吐きながら、冬馬は掌の中心に古き月の力を収束させてゆく。

　全力で以もつて深雪を撃うつ。

　他ほかに彼女を救う術すべはなかった。

　桜さくらの精神が生きていれば、あるいは桜の精神を体外に追いやることで、深雪を元の姿に戻すこともできたかもしれない。

　だが、桜の精神が滅びた今となっては、深雪を元の姿に戻すことは叶かなわない。

　と──。

　右腕が吹き飛んだ時と同じように、今度は背中が破裂した。

　次の瞬しゆん間かんには、右脚が付け根から爪つま先さきまで縦たてに深く裂けて血が噴ふき出し、さらにその次の瞬間には、左の腿ももが破裂して血と肉片が飛び散った。

　古き月の力が高まってゆくにつれ、肉体が壊こわれてゆく。

　しかし、それでも冬馬は古き月の力を使うことをやめなかった。




　声が聞こえた。

　月の声が。

　耳元で。

「え……？」




「そっか……親父おやじが……」




「うん、わかった」

　冬馬は微笑ほほえみ、そして力強く言った。

「行こう！」

　彼女の許もとへ。

　終わりの、その先へ。

　冬馬の掌から光が奔はしった。




「君は、生きなくちゃ駄だ目めだ」

　声が聞こえた気がして、燐りんはうつむいたまま薄うすく目を開けた。

「……？」

　誰だれの声だったのだろう。

　桂けいの声に少しだけ似ていた。

「兄さん……？」

　桂であるはずがないとわかっていながらも、燐はそう呟つぶやいて面おもてをあげた。

　そして見た。

　眼前に迫っていた巨大な臓ぞう腑ふと、空の高みに立つ冬とう馬まの姿を。

　この時、燐は冬馬の創つくった極彩色の光のドームの中にいたのだが、そのドームが内側にいる燐の目に映ることはなく、燐がドームの存在に気づくことはなかった。

「……月つき森もり冬馬……？」

　冬馬が生きているとは思っていなかった燐は、呆ほうけた顔で首を傾けた。

　彼は、一体なにをするつもりなのだろう。

　虚空に立ち、変わり果てた深み雪ゆきに掌てのひらを向けている彼には、右腕がなかった。

　他ほかにも致命傷と思おぼしき傷をいくつも負っており、血が雨のように彼の身体からだから滴っている。

　あんな身体で、一体なにができるというのだろう。

　ぼんやり見ていると、

「行こう！」

　冬馬が高らかに声を放ち、掌から極彩色の光をほとばしらせた。

　光は軌道上にあった数本の触手を断ち切って深雪に突き刺さると、一呼吸分の間の後、弾はじけた。

　その瞬しゆん間かん、世界から一切の音が失われ、そして光が広がった。

　赤い空も、真っ黒に焼けた地上も、首のない桂けいの骸むくろも、その傍らに転がっていた太刀たちと金色の珠たまも、変わり果てた深雪も、上空の冬馬も、そこに存在するすべてが極彩色に染まった。

　たくさんの色があふれた。

　赤。白。青。[image: 翠]みどり。黄。金。銀。橙だいだい。紫──他にも、たくさん、たくさん。

　あらゆる色が互いを打ち消し合うことなく混ざり合い、輝かがやいた。

　淡く、激しく。

「綺き麗れい……でも……」

　込みあげてきた切なさに、燐は桂の首を一際に抱きしめた。

　これは終わりの光だ。

　無残に砕け散った、冬馬と深雪の命の輝きだ。

　そう思いながら見つめていた燐は、薄らぎ始めた光の奥に小さな人影を認め、眉まゆをひそめた。

「……？」

　目を凝こらす。

　深み雪ゆきではない。深雪の醜みにくい巨体は既に影も形もなくなっている。

　冬とう馬まが下りてきたのかと一いつ瞬しゆん思ったが、冬馬にしては小さすぎる。

「子供……？」

　燐りんは内心で首をひねった。

　子供だ。間違いない。

　四、五歳ぐらいだろうか。

　光に邪じや魔まされて、顔が全くといっていいほど見えず、性別も判然としなかったが、その子が左右それぞれの手に珠たまを持っているのだけは、はっきりと見て取れた。

「あれは……」

　大人おとなの拳こぶしより一回りほど大きく、色は濃のう厚こうな金。

　その子が手にしている珠は、紛れもなく、『最さい後ごの月つき』だった。

　闘たたかいで果てた黄おう金ごん狼おおかみの心臓が変化して生まれるという、宝ほう珠じゆ──。

「でも、どうして……？」

『最後の月』が二つもあるのだろう？

　そして、終わりの光の中に現れたその子は、一体何者なのだろう？

　瞬まばたきすることも忘れて見つめていると、その子の足が地から離れた。

　ゆるやかに空へと昇ってゆく。

　やがて、その子は手にした二つの『最後の月』を高く掲げ、言葉を紡いだ。

「眠りし『命』に始まりの時を──」

　直後、その子を中心にして、再び光が弾はじけた。

　汚れのない──純白の光が。




　光──。

　白い光が満ちている。

　それは、始まりの光。

　その中で、二人は再会した。

　還かえろう。

　彼が言った。

　渡したい物があるんだ。

　渡したい物？

　彼女が小さく首を傾かしげる。

　なんですか、それ？

　彼は微笑わらって、答えた。

　花束。

　そして、彼女を抱き寄せる。

　指と指を絡ませ、額ひたいと額を重ねる。

　迎えに行くよ。

　いつか……いつになるかわからないけど……必ず迎えに行くよ。

　両手いっぱいの花束を持って、君を迎えに行くよ。

　約束する。

　くすっと笑って、彼女は、はいと応こたえた。

　還かえろう。

　彼は前と同じ言葉を口にした。

　還ろう。

　そして再び出会ったら、またこうして触れ合おう。

　たくさんの言葉を交わそう。

　たくさんの夢を見よう。

　一つでも多くの夢を叶かなえよう。

　一人では叶えられない夢でも、二人一緒なら、きっと叶えられる。

　夢が叶ったその時は、二人で喜びを分かち合おう。

　歩いてゆこう。

　同じ道を。

　生きてゆこう。

　心を重ねて、命を重ねて、生きてゆこう。

　心から幸せそうに微笑ほほえんで、彼女が頷うなずく。
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　と──。

　時間だよ。

　声がした。

　彼のものでも彼女のものでもない──幼い声が。

　彼は振り向いた。

　そこに、その子がいた。

　それじゃあ、行こうか。

　その子は、そう言って、彼に手を差し伸べた。

　彼は頷いて、差し出された小さな掌てのひらに掌を重ねた。

　彼のもう片方の手を、彼女がしっかりと両手で握りしめる。

　還かえろう。

　彼が彼女に言った。

　還りましょう。

　彼女が彼に言った。

　もう一度、生きるために。

　二人の声が重なった。

　光──。

　白い光があふれる。広がる。

　それは、始まりの光──。




　由ゆ花かは祈っていた。

　胸の前で手を組み、目を閉じて、冬とう馬まと深み雪ゆきの無事を祈っていた。

　桜さくらの気配が消えた、と縁ゆかりが言ったのは、数分前のことだ。

　ほどなくして、彼方かなたの空が激しく光った。

　たくさんの色が入り交じった、綺き麗れいな、しかしどこか物もの哀がなしい光だった。

　間もなく、吹き荒れていた風が静まり、赤く染まっていた空が夜の色を取り戻した。

「終わったんだ！」

　鷹たか秋あきが歓声をあげた。

「月つき森もりの野郎、やりやがった！」

「姉さん……」

　続いて真ま矢やが安あん堵どの息をつき、

「良かった……」

　睦むつ美みが涙ぐんだが、由ゆ花かは喜ぶことも安堵することもできなかった。

　強い不安が胸をしめつけていた。

　静しず華かも同じだったのだろう。由花のすぐ隣となりに立っていた彼女は、口を開くことなく、睨にらむような目つきで極彩色に光る空を見ていた。

　極彩色の光は、徐々に薄うすらいでゆき、やがてほとんど見えなくなった。

「月森と深み雪ゆきさんを迎えに行こうぜ！」

　光が薄らいだところで、鷹たか秋あきがそんなことを言い出した。真矢と睦美、それに縁ゆかりの三人は賛成したが、由花と静華は返答もせずに空を見つめ続けた。

　と、前と同様唐突に、彼方の空で再び光が弾はじけた。

　その光の色は前とは違った。

　白だ。

　汚れのない、純白の光。

──冬とう馬まさん……深雪さん……！

　その光は、前の極彩色の光よりもさらに美しく、鷹秋と真矢の目を見開かせ、縁と睦美に感嘆の声をあげさせたが、由花の不安はいっそう強くなった。

　由花は祈った。

　神様に。亡き両親と里り穂ほに。そして金色に輝かがやく聖夜の月に。

　冬馬さんと深雪さんが、帰ってきますように、と──。

　心の中で繰くり返した。

　どれほどの間、そうして祈り続けたか──。

　不意に閉じた瞼まぷたの向こうでなにかが光り、同時に、「うおっ！」「きゃあっ！」、鷹秋と睦美の悲鳴が聞こえた。

　何事だろうかと目を開けた由花は、

「──!?」

　すぐに、その目を硬く瞑つむって空から顔を背けた。

　由花たちの直上に光が広がっていた。

　彼方かなたの空を染めたのと同じ、純白の光が。

「あれは……！」

　静華が鋭するどい声をあげた。

　由花は目を細め、恐る恐る空に視線を戻した。

　そして見た。

　真白い光の中に、二つの小さな人影が浮かんでいるのを。

　小さな──本当に小さな人影。

「赤……ちゃん……？」

　由ゆ花かは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　と、突然、由花の脳裏に映像と音が流れ込んできた。

　いくつもの光景が、数秒の間に脳裏を駆け抜けてゆく。

　それは、冬とう馬まの記き憶おくの断片であった。

　桜さくらとの死し闘とう。

　変わり果てた深み雪ゆきの姿。

　冬馬が己と深雪の肉体を消滅させた終わりの光と、そして始まりの光──。

「冬馬さん……」

　由花の目から涙がこぼれた。

「深雪さん……」

　由花は知った。

　冬馬の記憶が教えてくれた。

　光の中に浮かぶ二人の赤ん坊が、冬馬と深雪であることを。

　冬馬の記憶が流れ込んできたのは、由花だけではなかった。

　静しず華かも、鷹たか秋あきも、真ま矢やも、睦むつ美みも、縁ゆかりも、由花と同じ光景を見、冬馬と深雪が新たな始まりを迎えたことを知った。

　意識のない橘たちばなも、夢の中で知った。

　頭上の光が揺らいだ。

　光は一いつ瞬しゆん、より強く輝かがやくと、関東の空一面に広がり──。

　やがて、雪が降り始めた。

　それは、どこまでも白く、そして温かな──光の雪。

　螺ら旋せんを描いてゆるやかに降り注ぐ。

　失われた命を悼いたむように、傷ついた命を癒いやすように、降り注ぐ。

　由花は涙を拭ぬぐって、かざすように両手を空に伸ばした。

　そして微笑ほほえむ。

「おかえりなさい」

　すると、まるでその言葉を待っていたかのように、空の赤ん坊が降下し始めた。

　光の雪に祝福されながら、ゆっくり、ゆっくりと降りてくる。

　やがて、女の赤ん坊は静華の、そして男の赤ん坊は由花の腕の中に、それぞれふわりと舞まい降りた。

「おかえりなさい」

　由ゆ花かは、もう一度そう言って、赤ん坊を深く優しく抱きしめた。

　たくさんの痛みを越えて、終わりさえも越えて還かえってきた小さな命が、冬の風に凍えてしまわないように。

「おかえりなさい……冬とう馬まさん……おかえりなさい……」

　赤ん坊特有のやわらかさと温ぬくもりを頰ほおに感じながら、由花は何度も、「おかえりなさい」を繰くり返した。
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　しとしとと小雨が降り始めた。

「うーん……さっきまで、ほとんど雲も出てなかったのに……」

　いつの間にか鈍にび色いろに塗り込められてしまった空を見あげて、御み堂どう縁ゆかりは眉まゆをしかめた。

　その日は四月にしては寒く、雨も冷たかった。

　雨に濡ぬれたところで風邪かぜを引くようなことはないのだが、やはり気持ちのいいものではない。

　結界を張れば防げるが、往来で術を使うのもはばかりがある。

「傘、買おうかな……どうしよう……」

　呟つぶやいて、縁は湿って額ひたいに張りついた前髪をかきあげた。

　縁が歩いているのは、街外れの桜並木。

　人通りは少なく、一週間ほど前に満開を迎えた桜も、今はもう、すっかり散ってしまっていた。

　春になると花見客で毎年賑にぎわう場所だと、誰だれかが言っていた。地元民のみならず近きん隣りん地域からの客も多いらしい。

　しかし、今年の春は、さすがに花見客は少なかったことだろう。

　足元を見やり、縁ゆかりは息を一つ落とした。

　桜の花びらに覆おおわれた地面に、亀き裂れつが長く伸びていた。桜並木の入り口から、ずっと先の方まで続いている。

　あの夜に、桜さくらが引き起こした大地じ震しんによって生じたものだ。

「あれから、まだ三カ月ちょっとだもんな……誰だれも花見をしようなんて思わないよな……」

　これまで見てきた様々な爪つめ痕あとを思い出し、縁は表情を曇くもらせた。

　倒とう壊かいしたビル。焼け落ちた家屋。真っ二つに折れた高架道路。空を行き交う報道と自衛隊のヘリコプター。担架で次々に運ばれてゆく怪け我が人と死体。

　そして、更地と化した都心部一帯。

　死傷者の総数は、十万とも二十万とも報じられている。

　あの夜から三カ月以上経たった現在でも、正確な数は出ていない。

　正確な数が判明するまでには、相当の時間がかかるだろう。

　桜が──永遠の命に固執した龍りゆう人じんが道連れにしたものは、あまりにも多く、そして重い。

　立ち止まって、縁は苦笑した。

　人の命が、重い。

　当たり前のようにそう考えている自分が、妙におかしかった。

　他人の命にも、自分の命にも、価値なんてない。

　ずっと、そう思ってきた。

　けれど──。

「おじさん……」

　命いのち懸がけで守ってくれた人がいた。

　そして、この三カ月あまりの間に幾度となく目にしてきた。

　助け合い、励まし合って、哀かなしみを乗り越えようとする人々の姿を。

　抱き合って再会を喜ぶ人たちがいた。

　親しい者の訃ふ報ほうに泣き崩れる人がいた。

　瓦が礫れきの下に埋もれた赤ん坊を救出するために、自らの危険も顧かえりみずに必死になっている人たちがいた。

　救出された赤ん坊は、酷ひどく衰弱していたにもかかわらず大声で泣いていた。

　まるで自分が生きていることを主張しているかのように。

　それらの光景のすべてに輝かがやきがあった。

　つい最近になって、縁は、その輝いているものの正体が『命』であることに気づいた。

「命、か……」

　縁ゆかりは片方の手を上着のポケットから出し、広げた。

　桜さくらが言っていた。

　不完全な不老不死の術によって急激な成長を遂げた縁の肉体は、近い将来に崩ほう壊かいを始める、と。

──僕は、あとどれぐらい生きていられるんだろう……。

　じわじわと雨に湿ってゆく掌てのひらを見つめていると、不意にどこかから、かすかな声が聞こえた。

「……？」

　縁はあたりを見回し、そして見つけた。

　桜の木の陰に子こ猫ねこがいた。

　何の気なしに近づいた縁は、その子猫の左の後ろ足があらぬ方向に曲がっているのに気づいて、目を丸くした。

「おまえ……」

　縁は子猫を片手で持ちあげ、顔をしかめた。

　灰色の毛を雨と泥に汚したその子猫の左の後ろ足は、潰つぶれていた。

　さらによく見てみると、右の後ろ足も奇妙な具合に曲がっていた。横腹や腰にも怪け我がをしている。

　野犬や他ほかの猫に襲おそわれた、という感じではない。

　車にはねられたか、あるいは悪意ある人間に傷つけられたか──。

　車が通るような道ではないから、後者だろう。

「さっきの声は、おまえのか？」

　不意に聞こえた、かすかな──本当にかすかな声。

　助けて。

　縁には、そう聞こえた。

　問われた子猫は、僅わずかに身じろぎして首をもたげた。

　生気のない動きに、縁はますます顔をしかめた。

　酷ひどく衰弱している。放っておけば、雨に身体からだを冷やされて今日のうちに死ぬだろう。

　縁は訊たずねた。

「生きたいか？」

　すると、子猫の口が僅かに動いた。

　声は出ていなかったが、しかし、答えは縁に届いた。

「そっか」

　縁は微苦笑すると、子猫を胸に抱いて、その傷だらけの小さな身体に、そっと掌を重ねた。そして治ち癒ゆの術を施す。

　子猫の傷は浅くなく、また縁が治癒の術が得意でないこともあり、全部の傷が癒いえるまでに、十分以上かかった。

　その間に雨脚が速くなったために、縁ゆかりはずぶ濡ぬれになった。

「もう、痛くないだろ？」

　子こ猫ねこの身体からだから掌てのひらを離して話しかけると、子猫は目を細めて縁の胸に頭を擦すりつけてきた。

「それ、礼のつもりか？」

　縁は軽く笑って、子猫を下ろした。

「もう、人間なんかにやられたりするなよ」

　濡れた髪を両手で撫なでつけながら言って、歩き出す。

　少し歩いて、縁はため息をこぼした。

「本降りになっちゃったな……」

　やはり結界を張ろうか。

　思ったが、今更なのでやめた。

　どこかでしばらく雨宿りをして、それから着替えを調達しに行こう。

　思っていると、足になにかが触れた。

「え……あ」

　視線を落とし、縁は立ち止まった。

　さっきの子猫が、そこにいた。

「……」

　きょとんとなった縁の顔を、子猫はじっと見あげている。

「……もしかして、僕と一緒に行きたいって言ってるのか？」

　問うと、子猫はミャアと鳴いた。

「肯定……だよな。今のって……」

　縁は困惑した。

　無視してこのまま去ってしまえば、それで済むことなのだが──。

──首輪はしてないから、野良だよな……。

　親猫の姿が見当たらないから、捨て猫かもしれない。

──野良はしぶといっていうけど、いくらなんでも、独りで生きていくには小さすぎるよな……。

　飢えて死ぬか、あるいは野犬の餌えさになるか。人間にやられる可能性だってある。

　いずれにしろ、誰だれかに拾われでもしない限り、この子猫は数日内に死ぬだろう。

「どうしよう……」

　降りしきる雨の中、縁は口をへの字に曲げて悩み、そのうちに急におかしくなって吹き出した。

　たかが子猫一匹のために、真剣に悩んでいる自分がおかしくてならなかった。

　どうやら自分は、やはり随分と変わってしまったらしい。

　変わってしまった自分への戸惑いは、少なからずある。抵抗も。

　けれど、自分のこの変化は、そう悪いものではないはずだ。

　なにもかもを憎み、妬ねたんでいた以前より、今の方が、ずっと心が軽い。

　笑いながら、縁ゆかりは子こ猫ねこの首根っこをつかんで目の高さに持ちあげた。そして訊たずねる。

「僕と一緒に行くか？」

　子猫は首を傾かしげる。

「僕と一緒に生きてみるか？」

　縁は思う。

　こいつは僕と同じだ、と。

　親もいない。仲間もいない。

　独りぼっち同士、案外、いいコンビになれるかもしれない。

　縁の問いに、子猫は目を細めて、ミャアと鳴いた。

「それじゃあ、とりあえず、どこかで雨宿りだ」

　言って、縁は子猫を頭の上に載せた。

　また一声鳴いて、子猫がぐーっと首を伸ばす。

　その動きがくすぐったくて笑った縁は、

「あんまり動くと、落ちちゃうぞ」

　子猫の喉のどを人差し指で軽くつついて、歩き出した。

　生きていこう、と縁は思う。

　生きて、そして幸せになる。

　それが、縁の生命を汚し、心を踏みにじった桜さくらに対する、縁なりの復ふく讐しゆうだった。

　利用価値のない「物」として捨てた縁が幸せになったとしたら、桜はあの世で地じ団だん駄だを踏んで悔しがるに違いない。

　どうすれば幸せになれるのかなんてわからないし、幸せ、というものが、そもそもどういったものなのかもよくわかっていなかったが、それらはこれから知っていけばいいことだ。

　これは、桜との勝負だ。

　残された時間の中で縁が幸せになることができれば、縁の勝ち。そうでなければ桜の勝ち。

──僕は負けない。

　縁には自信があった。

　今の自分なら、きっと幸せになれる。

「おまえも、ついてるもんな」

　視線だけを上に向けて言うと、子猫はミャアと鳴いて応こたえた。

「うん」

　笑って頷うなずいた縁ゆかりは、

「雨も強くなってきたし、急ごう」

　子こ猫ねこが落ちないよう片手で押さえて、駆け出した。




　彼女が香か沙ざ薙なぎの里の跡地を訪れたのは、あの悪夢の聖夜から半年以上が過ぎた、ある夏の日のことだった。

　その日、空は真っ白に輝かがやいていた。

　何にも遮られることなく降り注ぐ陽光が、じりじりと肌を灼やく。

　バスを降りてから、まだ五分そこそこしか歩いていなかったが、彼女の褐色の肌は、もうすっかり汗ばみ、ワンピースが張りついてしまっていた。

「やっぱり、面影なくなっちゃってるな……」

　立ち止まって、彼女──燐りんは独白した。

　振り向いて、たった今、自分が歩いてきた道を見る。

　燐が暮らしていた頃ころには、こんなところに舗ほ装そうされた道なんてなかった。無論、バス停も。

「当たり前だよね……時間、経たっちゃったもんね……」

　それに香沙薙の里は、桜さくらと人じん狼ろう族ぞくによって焼き払われたのだ。面影が残っているはずもない。

　苦笑して、燐は空を仰いだ。

　強い陽ひ射ざしに目を細めながら、深く息を吸い、百数十年ぶりに訪れた故郷の空気を味わう。

　少し排気の匂においがした。

　土の匂いが薄うすくなったな、とも思う。

　面おもてを下ろし、燐は再び歩き出した。

　広場があったのは、このあたりだったかな。

　確かあの辺に井戸があったと思うけど。

　畑、全部なくなっちゃったな。

　ここの木立は、そのまま残ってるんだ。

　記き憶おくにある光景と現在の光景を重ね合わせながら、かつて香沙薙の里と呼ばれていた、その場所を巡ってゆく。

　景観も空気も変わっていたけれど、百数十年という時間を考えれば、その変化は極めて小さなものといえるだろう。

　緑が多く残っていたのは、嬉うれしかった。

　小一時間かけてあらかた見て回った燐は、最後にあの場所に行ってみることにした。

　これまで歩いてきた道を引き返し、途中にある、先程は通らなかった鬱うつ蒼そうとした小道へと入ってゆく。

　あの場所は、変わっているだろうか。

　思ったとたん、燐りんの表情は曇くもった。自然と足取りが重くなる。

　やはり、あの場所に行くのは、まだ早いかもしれない。

　里の跡地を見て回っているうちに薄うすらいでいたその思いが、一歩進むごとに強くなってゆく。

──でも、行かないと。

　唇を引き結び、燐は足を速めた。

　力強く、前へ。

　それは、桂けいの最後の言葉。

　残酷な言葉だ、と燐は思う。

　一緒に死ねていれば、どれほどに楽だっただろう。

　だが、桂は、燐が死ぬことを許してはくれなかった。

　生きて幸せになれ、と言った。

──兄さんは、卑ひ怯きようよ。

　桂がいない世界で、どうやって幸せになれというのだろう。

　桂が死んでから、およそ八カ月。

　後を追おうと思ったことは、一度や二度ではない。

　けれど、燐は生きることを選んだ。

　それが、桂の望みだったから。

　生きて、幸せになりたいと思う。

　しかし、そのためには乗り越えなければならない。

　この八カ月、胸を貫き続けてきた、哀かなしみを。

　そうしない限り、自分は前には進めない。幸せにはなれない。

　哀しみを越える。そのために燐は故郷を訪れたのだ。

　そして、今、あの場所にたどり着こうとしている。

　桂との思い出が詰まった、あの場所に。

　小道を抜ける。

　視界が開けた。

　白い光が目に突き刺さる。

　燐は目を細め、顔の前に手をかざした。

　一呼吸置いて、その手を下ろす。

　目の前に湖が広がっていた。

　強い陽ひ射ざしが、湖面を眩まばゆいほどに輝かがやかせている。

「ああ……」

　目頭が熱くなった。

　変わっていない。ここは。少しも。

　両手で口元を覆おおって、燐りんは、ぎゅっと目を瞑つむった。

　あふれた涙が指先を濡ぬらす。

　里の外れに位置する、森に囲まれた湖。

　たくさんの時を、この場所で桂けいと過ごした。

　桂が剣の稽けい古こをするのは、決まってこの場所だった。

　剣を手にしている時の桂の面差しは、怖いぐらいに厳きびしかったけれど、でも、とても頼もしくて、燐は大好きだった。

　よく側そばで稽古を眺めては、「じっと見ていられると、気が散る」と桂に文句を言われた。

　夏になると、燐は毎日のように、この湖で泳いだ。

　水が冷たすぎるから、と泳ぎたがらない桂を、よく無理やり湖に引っ張り込んだ。

　楽しかった。

　この場所で、二人はどれだけの夢を、思いを語り合っただろう。

　何度、この場所で肌を重ねただろう。

　たくさんの思い出。

　そのすべてが、笑顔とともにあった。

　二人は、いつだって笑い合っていた。

──兄さん……。

　私、やっぱり哀かなしいよ。

　強くなんて、なれないよ。

　兄さんがいなかったら、幸せになんて、なれないよ。

　燐は大きくしゃくりあげ、喘あえいだ。

　涙が止まらない。

　笑顔とともにあったはずの楽しく優しい思い出が、そっくりそのまま哀しみに変わって胸を切り刻む。

　桂が死んでから今日までの間に、燐は何度も何度も──それこそ、飽きるほどに泣いた。

　それなのに、まだ涙は涸かれてくれない。

　哀しみは、少しも小さくなってくれない。

「兄さん……兄さん……っ」

　逢あいたいよ。

　抱きしめて欲しいよ。

「兄さん……っ！」

　歯を食いしばり、深くうつむいた直後だった。

「燐」

　聞き知った声に呼ばれたのは。

　燐りんはハッと目を開き、顔をあげた。そして声の主を求めて首を巡らせた。

　声の主はすぐに見つかった。

　彼は、湖のほとりに立っていた。

　湖面に照り返された陽ひ射ざしが、その姿を白く霞かすませている。

「にい……さん……？」

　燐は瞬まばたきすることも忘れて彼を見つめた。

　桂けいだ。

　桂がいる。

　もういるはずのない桂が、灼やけるような陽射しを纏まとって微笑わらっている。

「燐」

　桂の口から言葉が流れた。

「おまえは、笑っていろ」

　穏おだやかな、そして確かな声こわ音ね。

「里の皆が、おまえの笑顔を愛していた」

　幻聴などではない。

「皆のためにも、俺おれのためにも、おまえは、ずっと笑っていろ」

　強めの風が吹き、木々がさざ波に似た音をたてるのと同時に、桂の姿が水面のように揺らいだ。

「──！」

　その光景が、半ば放心していた燐を現実に引き戻した。

「兄さんっ！」

　声をあげて、燐は駆け出した。

「燐──」

　桂の言葉は構わず続いた。

「俺がいなくても、おまえは、ずっと笑っていろ」

　また風が吹いた。

　なびいた髪が目に入り、燐は顔を背けて立ち止まった。

　髪をかきあげて、正面に視線を戻す。

　桂の姿が消えていた。

「兄さん！」

　叫んで、燐は四方を見回した。

　しかし、桂の姿はどこにも見当たらなかった。

「兄さん！　兄さんっ！」

　何度となく桂を呼んだが、声を返してくるのは蟬せみばかりだった。

「[image: 噓]うそ……」

　燐りんは悄しよう然ぜんとうなだれた。

　やはり、あの桂けいは幻だったのだろうか。

「そう……よね……」

　そうだ。あれは桂を求める燐自身の心が見せた、幻だったのだ。

　そうとしか考えられない。

「でも……」

　燐は唇の端を浅く嚙かんだ。

（おまえは、笑っていろ）

　桂の声が耳じ朶だに鮮せん明めいに甦よみがえる。

（俺おれがいなくても、おまえは、ずっと笑っていろ）

　あの声が、言葉が、幻聴であったとはどうしても思えないし、思いたくもなかった。

──兄さん……。

　力なく息をついて、燐は顔をあげた。

　もうこれ以上、この場所にはいられなかった。

　哀かなしみを越えて心に区切りをつけるために、桂との思い出が詰まった、この場所を訪れた。

　だが、区切りなんてつけられなかった。

　桂の存在が自分にとって、どれだけ大きなものであったのかを思い知らされただけだった。

「ごめんね、兄さん……」

　呟つぶやいて振り返ろうとした、その時、燐は目の端でなにかが光っていることに気づいた。

「……？」

　視線を向ける。

　湖を囲う木々のうちの一本──背の高い楡にれだ──の幹の一部分が仄ほのかに光っていた。

　燐は、その楡に歩み寄り、眉まゆ根ねを寄せた。

　燐の目の高さと同じあたりに、小さな穴が開けられており、そこに珠たまが嵌はめ込まれていた。淡く発光している。

　そっと指を伸ばす。珠はあっさりと外れ、掌てのひらの上に転がった。

「これって……」

　珠の正体は、何の変哲もない、ただの水晶だった。

　だが、その水晶の珠には、何らかの術がこめられていた。

　訝いぶかしみつつ、燐は珠を軽く握って、こめられていた術を発動させた。

　指と指の間から、乳白色の光が漏れる。

　命にかかわるような術がこめられている危険性もあったが、燐は気にしなかった。

　これで死ねれば、いっそ楽だ。

　ぼんやりと思いながら、指の隙すき間まから漏れる光を見つめていると、

「燐りん」

　声が聞こえた。

　燐は手元から正面に視線を移し、息を吞のんだ。

　目の前に桂けいがいた。

　穏おだやかに微笑わらっている。

　訳がわからず、燐は身体からだを硬くした。

「おまえは、笑っていろ」

　桂の口が言葉を紡ぐ。

「里の皆が、おまえの笑顔を愛していた」

　燐は強い違和感にかられた。

　桂が続ける。

「皆のためにも、俺おれのためにも、おまえは、ずっと笑っていろ」

　桂の姿が水面のように揺らいだ。

　違和感が疑問に変わる。

「燐──」

　桂は先程と全く同じ口調で、全く同じ台詞せりふを言った。

「俺がいなくても、おまえは、ずっと笑っていろ」

　疑問が確信に変わる。

　燐は手中の珠たまをきつく握りしめ、唇を血が滲にじむほどに嚙かみしめた。

　間もなく、揺らいでいた桂の姿がフッと消滅した。

　燐はすべて理解した。

　珠にこめられた術を再び発動させる。

　乳白色の光が掌てのひらからあふれ、目の前に桂が現れた。穏やかに微笑っている。

　それは、前と寸分違たがわぬ表情。

　そして、その口から言葉が流れる。

「燐。

　おまえは笑っていろ。

　里の皆が、おまえの笑顔を愛していた。

　皆のためにも、俺のためにも、おまえは、ずっと笑っていろ」

　姿が揺らぐ。

「燐──俺がいなくても、おまえは、ずっと笑っていろ」

　そこまで言うと、桂は三度消え去った。

「兄さん……」

　燐りんの目から、止まっていた涙があふれた。

　珠たまを握りしめている手を額ひたいに宛あてがって、懸けん命めいに嗚お咽えつを嚙かみ殺す。

──兄さんは、全部わかってたんだ。

　来るべき桜さくらとの闘たたかいで自分が生命を落とすであろうことも、哀かなしみにくれた燐が、この場所を訪れるであろうことも、そして燐が一人では心に区切りをつけられないであろうことも、全部。

　額に当てていた拳こぶしを下ろし、燐は空を仰いだ。

　もう、これ以上、涙がこぼれないように。

　そっと目を閉じ、瞼まぶたの裏に桂けいの最期を甦よみがえらせる。

　自らの首に白刃を宛いつつも、桂は笑っていた。

　あの時、燐は、桂に笑顔を返すことができなかった。

　昔──里での幸せな暮らしがいつまでも続くと信じて疑わなかったあの頃ころ、燐が哀しんだり、落ち込んだりする度に、桂は言っていた。

「おまえが笑っていないと、俺おれまで調子がおかしくなる。だから、おまえは辛つらくても笑っていろ」と──。

　燐は、ゆっくりと目を開けた。

　涙に濡ぬれた蒼あおい瞳ひとみに夏空が映る。

　笑おう、と思った。

　桂が死んだ、あの夜から、燐は泣き続けてきた。

　けれど、哀しみはなくならなかった。

　ならば、今度は笑ってみよう。

　桂が愛してくれた、笑顔でいてみよう。

　燐は一度顔を下ろすと、指で軽く涙を拭ぬぐって再び空を仰ぎ、微笑ほほえんだ。

　そして、心の中で桂に問いかける。

──これでいい？　兄さんも笑ってくれる？

（ああ）

　声が聞こえた。

　珠にこめられた幻術の声ではない。

　それは、燐の心に棲すむ桂の声。

（おまえが笑えば、俺はいつだって一緒に笑う）

　うん、と燐は頷うなずいた。

「兄さん。私、頑張ってみるね」

　湖の方を向いて、燐は言った。

　湖面の眩まぶしさに、自然と目が細められる。

「今も本当は、すごく哀かなしくて、寂しくて……これからも、きっと何度も折れそうになっちゃうと思うけど……でも、頑張るから……頑張って、笑って、生きていくから……だから……」

　見守っていてね。

　最後の一言は声には出さず、心の中だけで言って、燐りんは手中の珠たまを湖に投げ入れた。

　あの珠を持っていれば、好きな時に桂けいの姿を見、声を聴くことができる。

　だが、術の力など借りなくても、燐はいつでも桂に逢あうことができる。

　燐の心の中に、桂はいる。

　燐が笑えば、桂も一緒に笑ってくれる。

　折れそうな時は、きっと励ましてくれる。

「兄さん」

　真っすぐに背筋を伸ばして、燐は言った。

「ありがとう」

　たくさんの思い出をくれて。

　あなたと過ごした日々、本当に幸せでした。

　あなたとの思い出を支えにして、私は生きていきます。

　湖に背中を向け、精一杯の笑顔で歩き出す。

　立ち止まることも振り返ることもなく、燐は湖を、そして故郷を後にした。

　彼女が、この地を訪れることは、もうなかった。
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　　　　エピローグ







　不意に頰ほおに冷たいものが触れた。

「……？」

　店先で特売用のポインセチアを並べ直していた由ゆ花かは、空を見あげて、「あ」、口を丸くした。

　重く曇った空から、白いものがゆらゆらと舞い降りはじめていた。

「もう降ってきちゃったんだ……」

　白い息を吐きながら店内の時計に目をやると、時刻は三時ちょうど。

　天気予報では、雪が降るのは夜半過ぎからだといっていたから、少し意外だった。

「積もるのかな？」

　エプロンで手を拭ふきつつ、再び空を見あげる。

　張りつめた雲は太陽が少しも見えないぐらいに分厚く、空気は手や顔が痛くなってくるほどに冷たい。

　このまま本降りになりそうな気配だった。

「ホワイトクリスマス、か……」

　由ゆ花かの顔に複雑な色が滲にじんだ。

　東京でクリスマスに雪が降るのは、七年ぶりのことだった。

　雰囲気があっていい、などと思う人は、東京にはほとんどいないだろう。

　七年前の今日、関東地方は大きな地震に見み舞まわれた。

　多くの人が、家を、家族を、あるいは命を失った。

　あの日にも、雪が降っていた。

　あれから七年──街は復興したが、人々の心に刻まれた傷は、未いまだ癒いえきってはいない。

　当時のことを思い出し、由花は悼むように目を伏せた。

　あの地震で、由花は三人のクラスメートを失った。

　そのうちの一人は、由花が当時、一番仲良くしていた女の子だった。

　学校に通うようになって間もなかった由花に色々と親切にしてくれた、優しい子だった。

　向かいに住んでいた老夫婦も、崩れ落ちた天井の下した敷じきになって亡くなった。

　毎朝決まった時間に家の前を掃除しているお婆さんに、元気よく挨あい拶さつしてから学校に行くのが、当時の由花の日課だった。

　その日課は、老夫婦の命もろとも失われた。

　都つ築づき家にも少なからず被害があった。

　家が崩れたり焼けたりといった最悪の事態は免れたが、家具が片っ端から倒れ、食器の類たぐいや窓が割れて散乱し、家の中はめちゃくちゃになった。

　その際、養父の夏なつ彦ひこは、子供たちを庇かばって足を負傷した。

　軽い怪け我がではなかった。七年経たった現在でも、夏彦は片足を少し引きずるようにして歩いている。

　由花は、ふうっ、と大きく息をついた。

　沈んだ気持ちを追いやるように軽く頭を振って、店先に雨よけ用のシートを張る作業に取りかかる。

「一人じゃやりにくいけど……」

　店長夫婦は揃そろって配達に出ているため、店には由花しかいなかった。一人で頑張るしかない。

　一年ほど前から、由花は駅前の商店街にある花屋でアルバイトをしていた。

　学費だけでも自分で何とかしたい、と思って始めたことだった。

　養父母は気にしなくていいと言ってくれたが、出来ることはしたかった。

　都築家には、現在、由花を含めて四人も子供がいる。

　長女の由花。双子の姉で次女の美み冬ふゆ。双子の弟で長男の秋あき斗と。

　そして、都築家の次男として迎えられた冬とう馬ま。

　一応の大黒柱である夏彦がイラストレーターという収入が安定していない職業についていることもあって、都つ築づき家の経済状況は、お世辞にも余裕があるとは言い難い。

　秋あき斗とと美み冬ふゆは、まだ小学生。

　家計に協力できるのは由ゆ花かしかいない。

「これでよし、っと」

　苦労して張ったシートを数歩下がったところから眺めて、由花は、うん、と頷うなずいた。

「注文表の整理もしておかないと……」

　店内に戻り、すっかりかじかんでしまった両手に、「はーっ」と息を吐きかける。

　店内も外と変わらず寒い。

　温風が花を傷いためてしまうために、花屋は真冬でもほとんど暖房をつけられないのだ。

　両手を擦さすりながら、レジに向かう。

「由花ちゃん」

　背後から、くぐもった呼び声がかかったのは、その時だった。

　振り返ると、マフラーで顔の半分を隠し、クマをかたどったリュックを背負った男の子が、入り口に立っていた。

「冬とう馬まさん」

　由花が名前を呼ぶと、クマさんリュックの男の子──冬馬は、「よいしょっ」と言いながらマフラーを解いて、にこっと笑った。

　十歳も年下の男の子のことを、由花は、さん付けで呼んでいた。

　姉弟同然に暮らしているのだから、呼び捨てにするべきなのだろうが、呼び捨てはどうしてもしっくりこなかった。

　君付け、ちゃん付けでも呼んでみたが、やはり違和感があった。

　由花にとって冬馬は、大きかろうと小さかろうと、やはり「冬馬さん」なのだ。

「早いね、もう来ちゃったんだ」

　由花は時計を見て言った。

　時刻は三時二十分。

　約束していた時間は四時十五分だから、一時間近くも早い。

「ぼく、まだ深み雪ゆきちゃんにプレゼント買ってないから、電車に乗る前に買おうと思って、早く出てきたんだ」

　言って、冬馬は、ずずっと鼻を啜すすった。

「そっか。冬馬さん、昨日まで風邪かぜで寝てたもんね」

　言いながら、由花は冬馬の前に屈かがみ、マフラーをしっかりと首に巻き直してやった。

　冬馬には、マフラーを首ではなく顔に巻くという妙な癖くせがあった。

　本人曰いわく、「この方が忍者みたいでかっこいい」のだそうだ。

　静しず華かと二人で何度も注意しているのだが、なかなか治らない。

──プレゼントか……あたしは、もう冬とう馬まさんの分も深み雪ゆきさんの分も用意してあるけど……。

　七年前の今日、冬馬と深雪は新しい始まりを迎えた。

　人じん狼ろうとしてではなく、何の力も持たない、ごく普通の人間として。

　冬馬は都つ築づき家に引き取られ、深雪は柚ゆず本もと家に引き取られた。

　深雪も都築家で、という話も出たが、事情を知った深雪と真ま矢やの伯母おば夫婦が、深雪は自分たちで育てたいと申し出たため、深雪は柚本家の娘となった。

「ま、兄妹として育ったんじゃあ、後々、色々と障りが出てくるだろうからね。これでいいのさ」

　静しず華かは、深雪が柚本家に引き取られることについて、そんな風に言っていた。

　冬馬と深雪の誕生日は、二人が新しい始まりを迎えた日──十二月二十五日と決まった。

　以来、毎年この日には、都築家か柚本家かのどちらかで、冬馬と深雪の誕生日とクリスマスを兼ねたパーティーが開かれることになっていた。

　去年が都築家で行われたので、今年は柚本家で行われることになっている。

　都築家、柚本家の者だけではなく、鷹たか秋あきや睦むつ美みも毎年参加している。

「それで、もうプレゼントは買ったの？」

　訊きくと、冬馬は「ううん」と首を振った。

「すっごく可愛かわいいマンボウのぬいぐるみがあったんだけど、お金が足りなかったの」

「そっかあ……深雪さん、マンボウ大好きだもんね。残念だったね」

「うん……」

　冬馬は心底残念そうにうつむいた。が、それも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに、「でもね！」と元気よく顔をあげた。

「マンボウよりもいいプレゼント、思いついたんだ！」

「マンボウよりもいいプレゼント？」

　由花がおうむ返しに訊ねると、冬馬は、「へへー」と笑った。もったいつけているつもりなのだ。

　由花は、くすっと笑って、「うーん、なんだろう？」、大おお袈げ裟さに首を傾かしげてみせた。

「わからない？」

「うん。全然わからない」

「それじゃあ、由花ちゃんにだけ教えてあげるね」

　そう言うと、冬馬は真剣な顔で周囲を見回し、それから由花の横手に回って、そっと耳打ちしてきた。

「あのね……お花」

　温かな息が耳をくすぐった。

「えっ？」

　由ゆ花かは目を大きくして、冬とう馬まを見た。

「お花、って言ったの？」

「うん」

　頷うなずいて、冬馬はどこか誇らしげに言った。

「お花。それも、いっぱいのお花をリボンで合体させたやつ！」

「リボンで合体って……それって、花束のこと？」

「そう、それ！　花束！」

「……どうして、花束にしよう、って思ったの？」

　由花は眉まゆをひそめ、訊たずねた。

　静しず華かから聞いたことがある。

　かつての冬馬が、両手いっぱいの花束を持って深み雪ゆきにプロポーズしたという話を。

　その後、冬馬が入院していた睦むつ美みにお見舞いの花束を渡したことが原因で深雪が怒り、「もう深雪さん以外の人に、絶対に花束を渡したりしない。俺おれが花束を渡すのは、これからの人生、深雪さんただ一人だ」と、冬馬が誓った、などという話もあったらしい。

　由花の問いに、冬馬は即答した。

「なんとなく！」

　元気いっぱいに曖あい昧まいな答えを返され、由花はガクッとなった。

「な、なんとなくなんだ……」

　ある意味、究極の答えだ。

「うん。ぬいぐるみが買えなくて、どうしようかなーって思ってたら、急に花束がいい！　って思ったんだ。それに……」

「それに？」

「よくわかんないんだけど、花束がいい、って思ったら、深雪ちゃんに花束をあげなくちゃいけないような気がしてきたんだ。それも持ちきれないぐらいに大っきなやつ」

「そう……そっか……」

　由花は小さく笑った。

「やっぱり、冬馬さんは冬馬さんなんだね」

　言葉の意味がわからずに、冬馬は訝いぶかしげな顔をする。

「花束のプレゼント、すごくいいアイデアだと思うよ」

「深雪ちゃん、喜んでくれるよね？」

「うん。お花をもらって喜ばない女の子はいないもの」

　由花がウインクしてみせると、

「そーだよね！」

　冬馬は表情を輝かがやかせて、クマさんリュックのポケットから水色の巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出した。

「はい！」

　そして、それを由ゆ花かに差し出す。

「……？」

　受け取って紐ひもを解く。

　中身はお金だった。千円札が一枚と五百円玉が二枚、それに百円玉と十円玉がそれぞれ二枚ずつ。合わせて二千二百二十円。あとかりん味の喉のど飴あめが一個。

「これって、プレゼント買うお金？」

「うん！　ぬいぐるみは買えなかったけど、これだけあれば、お花だったら、いっぱい買えるよね！」

　僕の全財産なんだ。そう付け加えて、冬とう馬まは笑った。

「そう……だね」

　お金を袋から出して、由花は「うーん」と唸うなった。

　花は決して安価なものではない。それなりに見み栄ばえのする花束であれば一万円は軽くかかるし、安いものでも四、五千円はする。

　二千二百二十円で買える花束など、たかが知れている。

──困ったな……。

　冬馬が深み雪ゆきにプレゼントしたいのは、持ちきれないぐらいに大きな花束だ。

　小さく安っぽいものでは納得しないだろう。

──お金が足りない、なんて言ったら、冬馬さん、がっかりしちゃうよね……。

　手の上のお金から正面に視線を戻すと、期待にきらきらと輝かがやいている無む邪じや気きな瞳ひとみと目が合った。

──しょうがないか……。

　由花は内心でため息をついた。

──足りない分は、あたしが出すしかないよね。

　売れ残りそうな花をこっそりもらってしまおうか。

　幸い、今、店長夫婦はいない。

　そんな、ちょっと黒い考えが胸の内で首をもたげたが、「だめだめっ！」、由花は自分の頭をぽかっと叩たたいて打ち消した。

　いくら売れ残った花が処分されるからといって、道理に反する真似まねはできない。

──今月ピンチになっちゃうけど……冬馬さんのためだもんね……。

　花束は、冬馬と深雪にとっては特別なものなのだ。

　望みを叶えてやりたかった。それに──。

──冬馬さんが深雪さんに花束渡すところ、見てみたいもんね。

　七歳の男の子から、同い年の女の子への花束のプレゼント──想像すると、かなり微笑ほほえましい光景だ。

「それじゃあ、少し待っててね。大っきな花束、作ってあげるからね」

　由ゆ花かは巾きん着ちやく袋ぶくろを冬とう馬まに返して、立ちあがった。

　冬馬が、恐らくはこの日のために懸けん命めいに貯ためていたのであろう二千二百二十円をエプロンのポケットに入れて、店内を見回す。

「どんな感じのがいいかな……」

　クリスマスということで、品しな揃ぞろえは普ふ段だんよりも豊富になっている。

　白を基調にして無む垢くな感じにまとめるか。あるいは思いっきり華やかにするか。

「男の子から女の子への、愛のこもった花束だもんね。やっぱり華やかなのがいいよね」

　少し悩んだ末に、そう決めて、由花は花束作りに取りかかった。

　そして、二十分少々かかって出来あがった花束は、作った由花自身が目を見張るほどに立派なものであった。

「完かん璧ぺきっ！」

　さわやかな笑顔を冬馬に向けて、由花はビシッと親指を立てた。

「由花ちゃん、すごーい！」

　拍手喝かつ[image: 采]

「ふふっ。これがプロの仕事よ」

　腰に手をやって胸を張りつつも、由花は、

──どうしよう……今月ピンチどころか、お昼ご飯代までなくなっちゃった……。

　心の中で、はらはらと涙を流していた。

　初めのうちこそ、「できるだけ華やかに、かつなるべく安く」をコンセプトに花を選よっていたのだが、「あっ、あれもいい」「こっちも捨て難い……」「この花は外せないわよね」などと目移りしているうちに、値段を気にすることを忘れて、一本千円前後する花まで何本も選んでしまったのだ。

　正確な合計金額は──怖くて今すぐには計算できない。

「はい、冬馬さん。落っことしたらダメだよ」

　心中とは裏腹の笑顔で、由花は花束を冬馬に渡した。

「由花ちゃん、ありがとー」

　抱えきれないぐらいに大きな花束を、それでもしっかりと抱えて、冬馬は心から嬉うれしそうに笑った。

「どういたしまして。それじゃあ、どうしよっか。あたしの仕事が終わるまで、ここで待ってる？」

　訊きくと、冬馬は、「ううん」と首を振った。

「由花ちゃんのお仕事の邪じや魔まになったらいけないから、駅で待ってるよ」

「そっか。それじゃあ、階段の下のところにいてね。お仕事が終わったら、急いで行くから」

「うん」

　由ゆ花かの仕事あがりは四時。

　その後、冬とう馬まと駅前で落ち合い、そのまま一緒に柚ゆず本もと家に行く、という予定になっていた。

　現在の時刻は三時四十分。店長夫婦も間もなく戻ってくる頃ころだ──と思っていたら、ちょうど店の裏手で車が停まる音がした。

「帰ってきた、帰ってきた」

　今のところ客の入りも少ないし、片付けておくべき作業はあらかた終わっているから、このまますんなりあがれるだろう。

「いい、冬馬さん。まだ風邪かぜ治りきってないんだから、マフラーはしっかり首に巻いておかなくちゃダメだよ？」

　言って、由花は冬馬のおでこをちょんちょんとつついた。

　冬馬は、「うん、わかった！」と、由花の顔にピースサインを突きつけると、

「早く来てね！」

　元気よく走って店を出て行った。

「あっ！」

　由花は追うように店先に出て、

「両手が塞ふさがってる時に走っちゃダメーっ！」

　遠ざかってゆくクマさんリュックに向けて声を飛ばしたが、聞こえなかったのか、はたまた聞こえなかったフリをしたのか、冬馬は振り返ることなく、そのまま走り去った。

　その小さな背中が角の向こうに消えたところで、由花はくすっと笑った。

「弱冠七歳にして、花束のプレゼントかあ……」

　冬馬と深み雪ゆき。

　新しい始まりを迎えた二人に、かつての記憶は残っていないと、二人を調べた橘たちばな春はる海みは言っていた。

　二人は、冬馬と深雪であると同時に、全く別の新しい人間でもあるのだ、と。

　二人がかつての記憶を取り戻すことは、ありえないことらしい。

　でも、と由花は思う。

　確かに冬馬と深雪にかつての記憶は残ってはいない。

　けれど、かつての二人が心に抱いていた、一番尊く、強い想おもいだけは、しっかり受け継つがれている。

　二人を見ていると、そう思えてならない。

「深雪さんが羨うらやましいかも」

　十歳年下の彼氏というのも悪くないかもしれない、とちょっと本気で思ったこともあったが、望みはなさそうだ。

「あーあ。あたしも、あんな大っきな花束もらってみたいなー」

　重く曇った空を仰いで、由ゆ花かはぐーっと両腕を前に伸ばした。

　舞まい落ちる雪に目を細める。

　七年ぶりのホワイトクリスマス。

　せっかくの雪を疎うとむのは、損なことかもしれない。

　由花はふと、そんな風に思った。




　由花は約束の時間よりも少しだけ早く、待ち合わせ場所である駅前にやってきた。

　その時、改札へと続く階段の下で、通りすがりの女子高生数人に囲まれ、

「見て見て、この子、花束持ってるーっ！」

「きゃーっ！　可愛かわいいーっ！」

「なになに？　ボク、これから彼女とデートなの？」

「そのお花、お姉ちゃんにちょうだーい！」

　などと冷やかされて、かなりムッとしていた冬とう馬まは、由花の姿を見つけるや否や、女子高生たちを押しのけるようにして突破し、由花の許もとまで走った。

「あれが彼女かな？」

「年上だ」

「ってゆーか、母親じゃない？」

「えーっ、若くない？」

「若作りしてるだけで、きっと、もう三十とかいってんのよ」

「おばさん？」

　そんな声が女子高生たちの間からあがっていたが、冬馬と由花は無視して駅に入った。

「誰だれがおばさんよっ！」

　切符を買っている間、由花はなにやら怒っていたが、彼女が何をそんなに怒っているのか、冬馬にはわからなかった。

　その後、二人は電車を乗り継つぎ、一時間かけて柚ゆず本もと家の近くの駅に着いた。

　時刻は五時半を回り、夜の帳とばりが下りた街は、もうすっかり雪に覆おおわれていた。

　柚本家までは、駅から徒歩で十五分ほど。

　その道程を由花とくっついて歩く。

　傘をさしているのは由花一人なので、くっついていないと雪を浴びてしまうのだ。

「花束、ずっと持ってて疲れない？　あたしが持とうか？」

　歩き始めて間もなく、そう由花が言ってきたが、冬馬は断った。

　実のところ、腕はかなり疲れていたのだが、この花束は深み雪ゆきに贈る大事なものだ。

　いざ深み雪ゆきに渡すまでは、しっかりと自分の手で持っていたかった。

　それに──よくわからないが、この花束を深雪以外の誰だれかに触らせてはいけないような、そんな気がしていた。

　突き刺さるような空気の中、二人は街灯に照らされて、ぼんやりと光る雪を見やりながら歩き、やがて柚ゆず本もと家にたどり着いた。

「何度見ても、立派な門だよねー」

　訪れる者を見下ろすように悠ゆう然ぜんとそびえる門を見あげて、由ゆ花かが「ふえーっ」と感嘆の息をついた。

「うん。大っきいよねー」

　冬とう馬まも由花の真似まねをして、「ふえーっ」と息をついた。

　山の麓ふもとに建てられた柚本家は、地元でも有数の名家だ。敷しき地ちの広さも半端ではない。

　客人が多数訪れることがわかっていたこの日、門は大きく開け放たれていた。

　年季の入った灯とう籠ろうが並ぶ高級旅館さながらの日本庭園が、母屋まで七、八十メートルも続いている。

「それじゃあ、入ろっか。お母さんたちは先に来てるはずだけど……鷹たか秋あきさんと睦むつ美みさんは少し遅くなるって言ってたから、まだかな？」

　言って歩き出した由花を、

「由花ちゃん、待って」

　冬馬は呼び止めた。

「ん？　どうかしたの、冬馬さん？」

　振り返った由花に、冬馬は言った。

「お願いがあるんだ」




　その大きなケヤキは、柚本家の裏庭にあった。

　樹じゆ齢れいは三百年をこえており、高さは冬馬の身長の二十倍近くもある。

　地面も、裏庭の奥にそびえている山も、そして冬馬の頭上に枝を広げているそのケヤキも、目に映るすべてが雪化粧を施され、真白く染まっていた。

「寒い……深雪ちゃん、早く来ないかな……」

　身震いしつつ、冬馬は頭に薄うすく積もった雪を手で払った。

　白い結晶が、ぱあっと夜の闇やみに散る。

　裏の大っきな木の下で待ってるから。

　それが、冬馬が由花に頼んだ、深雪への伝言だった。

　目的は、無論、花束を渡すこと。

「えっ、お外で渡すの？　どうして？　せっかくだから、皆の前で渡そうよ」

　由ゆ花かにはそう言われたが、冬とう馬まは首を横に振った。

　深み雪ゆきに花束を渡すのは、この場所でなければならない。

　冬馬は、なぜかは自分でもよくわからないが、そんな風に強く思っていた。

　由花は、あれこれと言葉を並べて、家の中に入るよう冬馬を説得しようとしたが、冬馬はきかなかった。

　やがて由花は、

「うーん、しょうがないな……冬馬さんが深雪さんに花束渡すところ、見たかったけど……」

　しぶしぶといった感じではあったが、深雪に伝言を伝えに行ってくれた。

「走ればあったかくなるかな……でも、お花持ってるし……」

　頭上に伸びる大枝を見あげて、冬馬は口を曲げた。

　その時、

「冬馬くーん！」

　聞き知った呼び声がかけられた。

　視線を枝から正面に戻すと、母屋の方から栗くり色の髪の女の子が駆けてくるのが見えた。

　冬馬は、あっ、と思って花束を後ろ手に隠そうとしたが、由花が気合を入れて作った花束は、七歳の子供の背中に隠しきれるほど小さなものではなかった。

「あっ、お花！」

　やってきた深雪は、開口一番、そう言った。

「……」

　最初は後ろ手に隠しておいて、深雪をびっくりさせようという目もく論ろみは、いともあっさり失敗してしまった。

「冬馬くん、そのお花、どうしたの？」

　ポンと掌てのひらを合わせ、冬馬の背後を覗のぞき込むように身体からだを傾ける深雪。

　冬馬は、少し複雑な表情で、「はい」、花束を差し出した。

「え……？」

　掌を合わせたまま、深雪は大きな目をぱちくりさせた。

「あたしにくれるの？」

「うん」

　僕からのお誕生日プレゼント。

　冬馬は、そう言おうとした。

　しかし、口をついて出たのは、全く別の言葉だった。

「約束の花束」

「約束？」

　不思議そうな顔をする深雪。

　言った冬とう馬ま自身、「あれ？」と思った。

　約束の花束。

　約束って……なんだろう？

「約束って……なに？　あたし、冬馬くんからお花もらう約束なんて、してたっけ？」

　冬馬は答えられなかった。

　花束を見つめ、いっぱいに眉まゆをしかめる。

　と、冬馬と同じように花束を見つめていた深み雪ゆきが、不意に「あっ」と声をあげた。

「約束、したかもしれない」

「……？」

　今度は、冬馬が目をぱちくりさせた。

「どんな約束なのか、あたしにもよくわかんないけど……でも、あたし、ずっと待ってた気がする。だから──」

　花束から冬馬の顔に視線を移し、深雪はにこっと笑った。

「すごく嬉うれしい」

　そして、差し出されたままになっていた花束を受け取る。
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「きれい……」

「あっ……」

　あふれんばかりの花束を抱えた深み雪ゆきの笑顔を見た瞬しゆん間かん、冬とう馬まは思い出した。

　約束を。

　否、深雪とたくさんの約束を交わしたことを。

「約束したよ、僕たち」

「うん？」

　冬馬の言葉に、深雪が小首を傾かしげる。

「いっぱい、約束した」

　深雪は、少しの間考えた後、

「そうだね」

　花束をぎゅっと抱えて、頷うなずいた。

「いっぱい、約束したよね」

「うん。いっぱい約束した」

　それが、どんな約束であったのかは、わからない。

　ただ、深雪といつか交わした約束の、その一つ一つが、お気に入りのクマさんリュックよりも、小学校の入学祝いに買ってもらったマウンテンバイクよりも大切であるということ──それだけは、わかる。

「いこう」

「うん」

　冬馬が差し出した手を深雪がつかむ。どちらも手袋はしていない。

　冬馬は深雪の温かな手を、深雪は冬馬の冷えきった手を、互いにしっかりと握り合い、歩き出した。

　分厚い雲の切れ間から、月が覗のぞいていた。













　　　　あとがき







　主人公が傷ついてゆくにつれ、作者が健康を損なっていったっぽいです、このシリーズ。

　呪のろわれてる……？




　どうも。

　前巻から間を置かずに出すことができて、ほっとしています。

　一巻から二巻の間が半年、二巻と三巻の間がまた半年、三巻と四巻の間がやっぱり半年、そして四巻と五巻の間が丸一年（！）と、遅筆道（嫌な道だ）を一直線に突っ走っていましたから……。

　筆速が安定していないっていうのは、プロとしてはダメダメですね。精しよう進じんします。




『月と貴女あなたに花束を』は、本巻をもちまして、ひとまず完結とさせていただきます。

　担当からは、「外伝短編集でも出してみないか」という話をもらってはいるのですが、書くかどうかは微妙です。




　最終巻のあとがき、ということで、これまでを振り返って苦労話の一つ、二つでもしようかなーとも思ったのですが、迂う闊かつに振り返ると、恥ずかしかったり、哀しかったり、後悔に苛さいなまれたり、ムカッ腹が立ったりするので、さらっと謝辞だけ述べて締しめさせていただきます。

　知恵も技術もない若造の拙つたない初シリーズに最後まで付き合ってくださった読者の皆様、ありがとうございました。

　お手紙や手作りの人形等を送ってくださった方々には、一際の感謝を。

　本当に嬉うれしかったです。

　次回作がどのようなものになるかはわかりませんが、以後も暖かく見守っていただければ幸いです。




　それでは──。




　二〇〇二年　冬


志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞に於いて、『月と貴女に花束を』で選考委員特別賞を受賞。深夜に突然、大音量で音楽をかけたり、大声で歌い出したりすること多々。近所の皆さん、ごめんなさい。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫『月と貴女に花束を』の他、「ドラゴンマガジン」（富士見書房刊）では、『エンジェル・ハウリング』でビジュアルを担当。現在「電撃ｈｐ」誌上にて、イラストストーリーを連載中！
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